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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







『征せい古こ原げん』、それは遠く帝都を望む光こう来らい川のほとりに広がる緩やかな丘陵地帯の名称である。

　今からおよそ三百年ほど前、延えん喜ぎ帝国の前の王朝が、この地で敵対する豪族と戦ってそれを打ち破り、全土を統一した故事からそう呼ばれている。

『古き昔に征した平原』すなわち『征古原』である。

　前の王朝を滅ぼし、新たなる覇は者しやとして君臨した延喜帝国が、その存亡を賭かけた決戦を今再びこの征古原で行うことになったのは、歴史は繰り返す、ということの証明なのかもしれない。

　数で勝まさる南域承しよう安あん軍と、兵の数では劣っているが技量と錬度で勝る北域国軍との征古原での戦いは、まさしく屍し山ざん血けつ河がとなる壮そう絶ぜつなものとなった。

　日の出と共に始まった両軍の戦いは、一進一退を続けながら夕刻にまで及び、そのまま夜を迎えるかと思ったそのとき、南域承安軍の軍師である崇すう鳳ほうは予備兵力二万を戦場に投入し、戦場は一気に動いた。

　この劣勢を跳はね返すために、北域国軍の軍師伏ふせ龍たつは全軍の士気を鼓こ舞ぶするために、晴せい凛りんと共に征せい古こ原げんの戦いに参じた長ちよう嶺れい帝に出撃を要請し、長嶺帝はそれに応じた。

　そして、ついに征古原に皇こう帝てい参戦を意味する龍りゆう旗きが立った。

　西に傾いた太陽の陽ひ差ざしを受けて金色に輝く龍旗を見た兵士は、奮ふるい立った。

　まさに今、延えん喜ぎ帝国の存亡を懸かけた最後の戦いが始まろうとしていた。

　そして、このとき、遠く離れた帝都でもひとつの大きな動きが始まっていた。




「征古原に龍旗が立っただと？　間違いないのか！」

「間違いありません！　城壁より、龍旗を確認できたとのことです！」

　帝都の王宮の奥にある玄げん武ぶの間、と呼ばれる御ご前ぜん会議が行われる豪ごう華か絢けん爛らんな部屋。玉ぎよく座ざに座ってふんぞり返っていた菰こも野の盛せい元げんと、その前にずらりと勢せい揃ぞろいした菰野家の一族郎党に、征古原で行われている戦いに長嶺帝が参戦している、という知らせが届いたとき、部屋にいたほとんどの人間が耳を疑った。

「なぜだ！　なぜ長嶺帝があそこにいるのだ！　皇帝は死んだはずではないのか！　それになぜ北域国軍が、南域の反乱軍と戦っているのだ！」

　内務大臣の職にある菰野家の重じゆう鎮ちんが、うろたえたようなおろおろ声で答えた。

「わ、わかりません！　北域の運うん例れいの街の領主からの報告には、長嶺帝は北域王に誘い出され、殺された。菰野将しよう阮げんもその巻き添えで死んだとありました。私はその報告をそのまま申し上げただけでございます、私に責任はございません！」

「ええい、誰もお前に責任を取れなどと言っておらん！　それよりも、わしはどうすればいい？　何をすればいいのだ？」

　玉座に座ってわめき散らす菰野盛元の前で、菰野一族たちは途方に暮れたようにお互いの顔を見合わせた。

　長嶺帝は北域で北域王の卑ひ劣れつな騙だまし討うちにかかり殺された。もはや延喜帝国皇帝の血筋は絶えた。よって、延喜帝国の実権を握るのは、摂せつ政しようたる菰野盛元ただひとりである！　というのが、菰野一派の主張であり、驚くべきことに、そのでっちあげた主張を菰野盛元本人が信じ切っていた。

　なぜなら、彼らのところには、誰ひとり、正確な情報を報告しなかったからである。

　延喜帝国のような専制君主制の国家組織では、皇帝にすべての権力が集中する。

　そして、その集中した権力の分、皇帝にはより的確な判断が求められることになる。その的確な判断を下すために、皇帝により正確で早い情報が届けられなければならない。

　だが、情報の中には、よいことばかりがあるわけではない。失敗や破は綻たんに関する情報も存在する。

　実際には、失敗や破綻のような不ふ慮りよの出来事の情報こそ一刻も早く報告し、問題が拡大する前に対処しなければならない。

　だが、人間というのは、よいことを聞けば機き嫌げんがよくなり、嫌いやなことを聞かされれば、不機嫌になる。これは当然のことである。

　強大な権力を持つ権力者の前に進み出て、あえて相手が不機嫌になることを言うだけの性根が据すわった人間は、そう多くない。ましてや、相手は気分ひとつで部下を生かすも殺すも自由自在の絶対者なのだ。

　誰だって命は惜おしい。となれば、当然、聞こえのよい、景気のいい話ばかりを報告するようになる。

　菰こも野の盛せい元げんと菰野一派のほとんどの人間は、南域の反乱はたいしたことはない、長ちよう嶺れい帝は北域王に殺された、という都合のよい情報を信じ切っていたのである。

　わめきちらす菰野盛元を見て、王宮に集まった菰野一族は困惑した顔を見合わせた。

　苑その山やま燕えん鵬ほうを暗殺して、苑山一族とその一派の役人をすべて帝都から追放し、後あと釜がまに納まった菰野一族のほとんどは、自分たちがついた役職の職務内容にまったく知識がなかった。

　知識だけではない、仕事の内容にも興味がなかった。

　彼らの興味は、その役職にどんな利権があり、それによってどれだけ自分が儲もうかるか、ということだけであり、役人としての仕事はすべて部下に丸投げしていた。

　帝都が危ない、という情報を摑つかんだ高級官僚たちは、その情報を菰野一族に知らせることなく仲間内で共有し、様々な理由をつけて職を辞して、帝都から逃げ出してしまっていた。

「いや、その……どうすればいいと聞かれましても、私どもにも何をしていいのか……」

「帝都が危ない、という話なのですから、ここはやはり逃げるべきではないかと……」

「いや、逃げなくとも、帝都の中に立て篭こもれば、何とかなるのではないか？　帝都の城壁はこの帝国のどの都市よりも高く、頑丈だ。そもそもシムールの包囲を受けても一ヶ月は持ちこたえることができるように設計されている、という話を聞いたことがある」

「うむ、そうだな。北域国軍が来ようが、南域の反乱軍が来ようが、どちらも無傷ではないのだ。このまま帝都に立て篭もっていれば、そのうちに兵へい糧りようも尽つきて、どっかに行ってしまうだろう」

「しかし、北域国軍は長嶺帝を立てて攻め寄せるぞ？　勅ちよく命めいで門を開けよ、と言われたらどうするのだ？」

「そいつは偽者だ！　偽の皇こう帝ていを立てて帝都に攻め寄せるとは不届き至し極ごく！　と言ってやればいいだけのことだ」

「おおそうか、そうだな。玉ぎよく璽じを持たぬ皇帝など、ただの子供にすぎん。御璽は盛元様の手にある。盛元様こそが、皇帝なのだからな」

「逃げるといっても、旅の準備も何もしておらんのだ。ここはやはり、この帝都に篭ろう城じようするのが最も得策ではあるまいか……」

「うむ、持ち出せる財産には限りがある。家屋敷も立派な財産だ。置いていくわけにはいかんからな……」

　菰こも野の一族の間で、帝都に篭ろう城じようしよう、という意見が大勢を占しめ始めるのを見て、片かた隅すみに控えていた菰野袁えん翔しようは思わず顔をしかめた。

　──何が篭城だ。こいつらは、逃げるのがめんどくさいから篭城しよう、と言っているだけだ。篭城というのは戦いだ。城壁に取り付いた敵と必死で戦わなければ、あっという間に攻め込まれるのだ。

　こいつらには、戦う気などさらさらない。俺たちに戦えと言って、王宮の奥に引っ込んで、高見の見物を決め込むに違いない。

　誰がそんな戦いに命を懸かけるものか！

　袁翔は腹の底に力を入れて叫さけんだ。

「異議あり！　篭城は下策中の下策！　ここは帝都を捨てて逃げるが最上の策でありましょう！」

　軍人である菰野袁翔の声はよく通る。

　戦場で何百人という兵士に号令を伝えなくてはならないのだから、それなりの声量がなければ軍人は務まらない。

　しん、と静まり返った部屋の中に、菰野盛せい元げんの震え声が響いた。

「に、逃げろと申すか！　なぜじゃ！　帝都の守りは万全ではないのか！」

　袁翔はゆっくりと前に進み出た。

「はい、私は帝都守備隊の守護要監の職にある者として、戦い抜く自信はあります。しかし、篭城は無理です。なぜなら、食糧の備蓄が足りません。

　今現在帝都に配備されている守備兵およそ一万が、一ヶ月戦えるだけの糧食は確保してありますが、帝都に暮らす民たみを養えるだけの食糧はありません。

　兵糧無き篭城は下策中の下策。到底お勧すすめできるものではありません！」

　袁翔の言葉を聞いた菰野銀ぎん斉さいは、吐はき捨てるように言った。

「民の分の兵糧など、考える必要はない！　余分な人間は帝都から追い出してしまえばいい。追い出す時間がないのなら、勝手に餓うえさせておけばいいではないか！」

　袁翔は怒いかりを抑えるかのように低い声で答えた。

「我々だけが兵糧を食い、民に渡さなければ、どうなるとお考えか？　間違いなく民は反乱を起こすでしょう。飢えというのは、人を獣けものに変えるのです。怒り狂った数万の群集を城内に抱かかえたまま、城外の敵と戦えるとでも？　できるというのなら、私は喜んで守護要監の職をお譲ゆずりいたす。この帝都に篭城し、見事に護まもってみせていただきたい！」

「あ、いや、そういうことを言ったのではない。私は篭城の可能性を言っただけだ」

　不ふ機き嫌げんそうな顔で答えた菰野銀斉を、ちらり、と見た後で、袁翔は菰野盛元に向き直った。

「今、征せい古こ原げんで戦っているどちらの軍勢が勝ったとしても、盛元様のお命が危ないのです。もし、長ちよう嶺れい帝と北域王が勝てば、北域王は長嶺帝を奉ほうじ、この帝都にやってくるでしょう。いかに、御ぎよ璽じを持たぬお前は偽者だ、と主張しても、そんな理屈など剣と槍やりの前では無力です。

　長嶺帝が存命しており、北域王と共に行動しているということは、菰こも野の将しよう阮げんの皇こう帝てい暗殺計画が失敗したということです。我々は逆ぎやく賊ぞくとして捕らえられ、処刑され、都みやこ大おお路じに生首が並ぶでしょう。

　そして、もし皇帝と北域国軍が敗れた場合でも、この運命は変わりません。帝都は南域の反乱軍の攻撃を受けます。帝都はなだれ込んできた反乱軍に蹂じゆう躙りんされ、盛せい元げん様は殺されます」

「なんだと！」

　目を見開いた盛元に、袁えん翔しようは嚙かんで含めるように説明した。

「征せい古こ原げんで北域国軍と南域軍が戦っている今なら逃げられるのです！　東域の敬けい州しゆうは、我が菰野家の先祖伝来の領地でございます。ひとまず敬州に落ち着いていただいて、そこで今後の対策を練りましょう」

「し、しかし、帝都には膨ぼう大だいな財産が残っておる。これを置いていくわけにはいかんぞ？　どうするつもりだ！」

「荷馬車でも何でも乗せられる限りの金と財産を持ち出すしかありません。おそらく、征古原における戦いは、夕刻には終わるでしょう。あの戦いの勝者が帝都にやってくるのはおそらく明日の昼前頃……それまでの間に、帝都を捨てていただきます。家、屋敷は、あきらめていただくしかありません！」

「し、しかし……」

「命あっての物だねですぞ！　この帝都は焼かねばならんのです！」

「帝都を焼く……だと？」

　その場に居合わせた菰野一派の有力者たちがざわつく中で、袁翔は深々とうなずいた。

「帝都をこのまま北域王や南域軍の手に渡すわけには参りません。我々が無事に逃げ延びるためには、この帝都を犠ぎ牲せいにしなければならないのです。

　帝都に火を放てば、北域国軍は火を消すことに追われ、我々への追撃の手を緩めざるを得ません。焼け落ちた王宮を再建し、街並みを元に戻す間に、我々は敬州で兵を集め、守りを固めることができます。

　そして、反乱軍は帝都で戦利品を奪うばうことも食糧の補給もできなくなります。やつらは盗賊のようなものですから、おそらく東域まで攻め込むことはできないでしょう。どっちに転んでも我々の利になります。

　私は、この日のために、王宮のみならず帝都の数十箇所に、油を入れた壺つぼと薪まきを積み上げた点火地点を用意しておきました。同時に点火すれば、帝都は瞬またたく間に火に包まれるでありましょう！

　さあ、盛元様、そして菰野家の重じゆう鎮ちんの皆様、一刻の猶ゆう予よもありません。直ただちに帝都からお逃げください！」

「し、しかし、敬けい州しゆうはあまりに遠い。そんな距離を馬車に揺ゆられたのでは、わしは死んでしまう……」

　菰こも野の盛せい元げんは、ぜいぜい、と息を切らしながら首を振った。

　美食と酒と、美女をはべらせた宴えん会かいを毎日続けてきたために、菰野盛元は極度に肥満していた。

　確かに、贅ぜい沢たくに慣れた今の身体からだで、何日も馬車に乗るのは辛つらいだろう。

　袁えん翔しようは首を振った。

「いいえ、いきなり敬州まで行く必要はありません。帝都から東域行路を半日ほど行った場所に、塩えん路ろ庄しようという名前の小さな村がございます。この村を押さえておきました。まずはこの村を目指していただければ、と存じます」

　菰野盛元は、ほっとしたようにうなずいた。

「おお、知っておるぞ、塩路庄か……ふむ、あそこくらいまでなら、我が慢まんできそうだ」

「では、お早くご出立の準備をなさってください。くれぐれも帝都の民たみに気け取どられることなく、密かに帝都を離れていただくよう、お願いいたします」

　袁翔がそう言って一礼するのを見て、菰野一族はお互いの顔を見合わせた。

「逃げたほうがいいのだろうな……」

「帝都防衛の責任者が逃げろと言っているのだから、逃げてもよい……いや、逃げなくてはならん」

「そうと決まれば、ぐずぐずしてはおれん！　部下に荷馬車を用意させねば！」

「で、では、私めはこれにて失礼いたす」

「私も、屋敷に戻り、旅支度をせねばなりませぬので、これにて失礼！」

　王宮の玄げん武ぶの間に集まっていた菰野一族は、我先に部屋を出ていった。

　ばたばた、と回廊を走る足音が去った後、がらん、とした玄武の間に残ったのは、帝都を捨てろ、と進言した菰野袁翔と篭ろう城じようを主張した菰野銀ぎん斉さいの二人だけだった。

「どうしました銀斉殿？　急がないと、荷馬車の手配がつかなくなりますぞ？」

「荷馬車はすでに手配ずみだ……」

「ほう、口では篭城すべし、のようなことをおっしゃっていても、ちゃんと逃げる手配はできている、というわけですか。さすがに銀斉殿は抜け目がありませんな」

　袁翔の口調に揶や揄ゆするような色が混じっているのに気がついたのだろう。銀斉の表情が険しくなった。

「そういう貴様は、どうなのだ！　常日頃、帝都の民を守るのが仕事、などと大おお見み得えを切っておきながら、帝都を焼け野原にすると言い出すとは、ずいぶん風向きが違うではないか。

　わしの耳には、貴様が練れん涯がい塾の連中と懇こん意いにしているという話も入ってきている。

　練れん涯がい塾が長ちよう嶺れい帝と北域王に肩入れしているのは周知の事実！

　貴様は我々菰こも野の一族を帝都から追い出した後、帝都を征せい古こ原げんの戦いの勝者に差し出し、命乞ごいをするつもりではあるまいな？」

　そう言って、じろり、と袁えん翔しようを見た銀ぎん斉さいは、己の利益だけしか見ない、浅ましい目つきをしていた。

　損得だけで生きてきた生き物の目だった。

　袁翔は笑ってみせた。

「おお！　その手がありましたか……さすが、銀斉殿。姑こ息そくな手を考える才は、天下一品。とても小生の考えの及ぶものではありませんな」

「なんだと？」

「いやいや、お疑いになるのも当然ですな。どうですか？　焼き払いの仕掛けをご覧になりますか？」

「仕掛けだと？」

「ええ、そうです。先ほど盛せい元げん様の前で進言した通り、この王宮にも焼き払いの仕掛けがしてあるのですよ。ご案内しましょう、すぐそこです」

　袁翔はそう言うと、銀斉の承しよう諾だくも得ずに歩き始めた。

　今ひとつ信じられない、という顔の銀斉を従えて玄げん武ぶの間を出た袁翔は、回廊の突き当たりにある小さな厨ちゆう房ぼうに向かった。

　そこは玄武の間で宴えん会かいが開かれるときなどに、料理を温かく保ったり、生鮮品の仕上げをする場所で、一般家庭に置かれているのと同じ位の大きさの、かまどと調理台が置かれている。

　厨房の扉を開けた袁翔は、銀斉を手招きして、厨房の床にずらりと置かれた水がめと、壁際に積まれた古い布と薪まきを指差した。

「これが仕掛けです」

「これは……ただの水がめと薪ではないか！　どれも厨房にあるものばかりだ。これのどこが仕掛けだと言うのだ！」

「これは水がめではありません、蓋ふたを開けて中をご覧ください」

「水がめではない、だと？」

　そう言って水がめの蓋を開けた銀斉は、怪け訝げんな顔になった。

　水がめの中には、濁にごった液体が縁ふちまで一杯に入っていた。明らかに水ではない。

「これは……？」

　水がめを覗のぞき込んだ銀斉は、その液体の匂においをかいで、目を見開いた。

「油か！」

「そうです。大豆と胡ご麻まを搾しぼった油が、十個の水がめすべてに、なみなみと蓄たくわえられております。

　壁際に積み上げられた古い布と薪まきの山を崩し、その上に、この水がめを蹴け倒たおして油を撒まき、油の染み込んだ布の上に火種を投げる。これが私が仕込んだ仕掛けです。

　これと同じ仕掛けが、王宮内に十箇所、帝都内の住宅、商店街、倉庫などに二十箇所用意してあります。四十箇所から、ほぼ同時に出火すれば、いかなる手段を用いても、それを消し止めることはできません。帝都は文字通り灰かい燼じんに帰するでしょう……どうですか？　疑いは晴れましたでしょうか？」

　銀ぎん斉さいは振り返った。

「う、うむ。確かに貴様の言う通りの仕掛けがあった。だが、仕掛けを用意してあったとしても、火を付けねば何の意味もない。

　仕掛けだけを私に見せて、さも、帝都を焼くように思わせて、油断させるつもりなのかもしれん。私はどうにも貴様を信じられんのだ。

　貴様らが我々菰こも野の一族を見る目は、他の一族とは明らかに違う。貴様はどこか蔑さげすむような目で我々を見ている。その目がある限り、貴様を完全に信用することはできん！」

　袁えん翔しようは、やれやれ、という風に肩をすくめて答えた。

「なるほど、そういう目で見られていたのなら、疑われるのも、もっともです。では、こうしてはいかがでしょう？　この仕掛けの置かれている場所をすべて記したものを、銀斉殿にお渡しいたします。

　征せい古こ原げんから攻め寄せる敵が、南域の反乱軍か、それとも長ちよう嶺れい帝の軍か、判明したら鐘かねが鳴ります。それを合図に火を付けていただけますか？」

　銀斉は目を見開いた。

「わしに火を付けろと言うのか？」

「ええ、そうです。銀斉殿はその前に帝都から落ち延びていらっしゃるでしょうから、手下の者に命じていただくわけです。仕掛けはこうして置かれているのですから、あとは、火を付けるだけです。ご自分の部下なら信用できるでしょう？」

「そ、それはそうだが……」

　銀斉はしばらく迷っていたが、やがて意を決したようにうなずいた。

「わかった、私の部下にやらせよう。仕掛けの場所を教えろ」

「承知しました。では、後で、銀斉殿の邸宅に、仕掛けの一覧と配置場所の図面をお届けします」

「……そもそも貴様が疑われるような行いをしていたのが悪いのだ。まったく、余計な手間を取らせおって……」

　銀斉は忌いま々いましげに言い捨てると、厨ちゆう房ぼうの前から足音も荒く立ち去った。

　回廊から銀斉が姿を消すと、玄げん武ぶの間の控え室から、袁翔の副官が姿を見せた。

「相変わらず自分勝手な理屈ですね。余計な手間も何も、そもそも最初から疑わなければ、そんなことをやらずにすんだものを……」

「いや、俺達はあの銀ぎん斉さいの猜さい疑ぎ心しんの強さに感謝すべきだろう」

　袁えん翔しようはそう答えると、副官と顔を見合わせ、どちらともなく、にやり、と笑った。

　その微笑ほほえみ方は、伏ふせ龍たつのそれと実によく似ていた。

「今頃、屋敷町は、都落ちする菰こも野の家の連中で大おお騒さわぎだろうな……」

「はい、おそらく馬車が殺到すると思いましたので、都みやこ大おお路じと屋敷町へ通じる五ご条じよう通りは、馬車専用にして、民たみの通行を禁じてあります」

　副官の言葉を聞いて、袁翔は笑った。

「先を読んで手を打ってくれるので、俺の仕事がないな。さすがは練れん涯がい塾の出だ」

　袁翔は王宮の回廊の突き当たりにある窓の外に視線を投げた。

　陽ひは沈み、窓の外は夕色に変わりつつあった。

　袁翔の視線の先に目を投げた副官がつぶやくように言った。

「征せい古こ原げんの戦いは、まだ続いているのでしょうか……」

「龍りゆう旗きが上がったのは、もはや二刻も前のことだ。北域国軍は全軍の突撃を命じ、その一撃にすべてを賭かけたのだろう。

　明日、我々が城門で迎えるのは、龍旗か、反旗か……それはわからん。だが、できることなら、龍旗をお迎えしたいと切に願う……」

　──この帝都を、無事に長ちよう嶺れい帝様にお渡しすることが俺の仕事だからな……。

　袁翔は後に続く言葉を胸に仕舞ったまま、回廊を歩き出した。







　　　第一章「掃討戦」







　墨すみを流したかのようにとっぷり、と闇やみに沈んだ征せい古こ原げんのあちらこちらに篝かがり火びが上がった。篝火が燃えているのは北側の丘陵地帯で、南側の平原には数えるほどしかない。

　やがて、篝火の輪の中で灯ともされた小さな松明たいまつの群れが、北から南へと移動を始めた。

　帝国軍による、夜間の追撃戦が始まったのである。

「陛へい下かは？」

「お眠りになられた。鎧よろいを脱ぐと同時に、ばったり、と倒れるようにしてな……お付きの女官がそばで世話をしているので心配はない」

「長い一日だったからな。これほどの激戦は、延えん喜ぎ帝国の歴史にも、そうはない」

　榎えのき耶や将軍と孟もう旗き中ちゆう将しようは、黒く汚れた軍装のまま、労いたわしそうに長ちよう嶺れい帝の寝しん所じよとなった大天幕を見た。戦いが終わった後、帝国軍の本陣は再び後方の丘に戻っている。

「おい、孟旗。腕に血がついておるぞ」

「ん？　ああ、承しよう安あん兵の返り血だ。大事ない。お前こそ、頰ほおに痣あざができているぞ」

「昼間の戦いで、最前線で顔を見せて戦ったからな。敵の弩きゆう車しやに狙ねらわれたところを、若い下か尉いに突き飛ばされてできた痣だ」

「そいつは手柄だな。その下尉は取り立ててやれよ」

「残念だが、それはできん。その若いのは、わしの代わりに弩いしゆみの矢に貫かれて死んだ」

「そうか」

　二人とも長い軍歴を持つ身である。戦場で、ちょっとしたことが生死を分けると身をもって知っていた。ひと呼吸だけの沈ちん黙もく。それが老将二人の弔とむらいだった。

　その後で孟旗中将が口にしたのは、現在の両軍の状況だった。

「我が軍の損害は、どのくらいになる？」

「集計はまだ終わっていないが、思っていたより多い。特に圧力を受け続けていた突出部の兵がかなりやられた。全軍の一割から二割。五千から一万といったところか」

「敵軍に与えた損害はどうだ？」

「これもざっとでしかわからぬが……今の時点で、半分近く削ったはずだ」

「敵が八万だとすれば、三～四万か。多いな。南の賊ぞく徒とは兵をゴミのように捨てると聞いてはいたが、これほどまでとは」

「ああ。南域は人口がこの五十年で倍増したからな。兵の命が安い」

「だからといって、堀を兵の死体で埋うめるような作戦は、見ていてぞっとしたぞ。あんな指揮で、よくあそこまで兵が戦えたものだ」

　よく訓練された帝国軍でも、一回の会戦で三割の兵が死傷すれば、それ以上の継戦は不可能だ。命令系統がずたずたになり、戦闘力を喪そう失しつするからである。兵を補充し、将校と下士官を割り当てる再編成が必要となる。

　訓練などろくに受けていない承しよう安あん軍が、五割近い損害を受けるまで攻め続けることができたのは、驚くべきことだった。

「承安軍には、どこからか流れてきた崇すう鳳ほうという名の仮面の軍師がいる。捕ほ虜りよから聞き出した情報では、承安軍の作戦はそいつの頭の中だけにあって、指揮官であっても自分の部隊以外のことは何も知らんようだ。ただ、その分、命令は文書となっていて、詳細まできちんと決められていたと聞く」

「む……それは……」

「どうした、孟もう旗き？」

「そういう男をひとり知っている。紙の上の仕事ならば、帝国随ずい一いちの天才だ。あの苑その山やま燕えん鵬ほうよりも上だろうな」

　横おう死しを遂げた権力者の名前に、榎えのき耶や将軍は髭ひげをしごいてため息をついた。

「苑山か。あいつのせいで、南域で死なずにすんだ大勢の兵士が死ぬことになった。この戦いが終わった後でわしの命がまだあったら、みずからの手でその首、へし折ってやろうとさえ思っていたよ。だが、今となっては、苑山を哀あわれにも思える」

「哀れ？」

「苑山が無能となったのは、先帝が身み罷まかられ、摂せつ政しようになった菰こも野のの下もとで国を動かす立場になってからだ。南域の反乱が始まってからは、苑山の存在は有害にさえなった。だが、だからといって苑山という男が突然、その才知を失ったわけではあるまい。派は閥ばつの長としては仕事熱心で、清せい廉れんでさえある男だったのだからな」

「何が原因だと思うのだ」

「身の丈たけに合わぬ地位についたからだ。苑山を能のう吏りとして出世させた仕事のやり方は、国を治めるには向いていなかった。役所の派閥を調整するやり方で、国を動かそうとしたのだからな。自分を出世させた手法を、変えることができなかったのだろう」

「なるほどな。有能で、出世したからこそ、道を誤ったか。わしの知る男も、最年少で科か挙きよに合格する聡明さを持っていたが、侘タ瑠ル徒ト攻略軍の指揮権を握っているうちに、頭の中にある兵法に振り回されて、現実の戦場を見失いおった。参さん謀ぼうとしては、得え難がたい資質があったと今でも残念に……残念に……いや、残念には思わんな」

　孟旗は、がりがり、と頭を搔かいた。一日、兜かぶとをかぶって戦場を走り回ったせいで、蒸れて痒かゆい。

「その男は、才はともかく、人として不ふ愉ゆ快かいにすぎた。長く一いつ緒しよにいたい男ではなかったな」

「捕ほ虜りよの証言によると、南域の仮面軍師も人間としては、ちょっとどうか、という奇き矯きような男のようだ。似たような人間かもしれんな」

　この会話を伏ふせ龍たつが聞けば微び妙みような顔になっただろう。実際に目撃したのはミーネだけだが、伏龍は南域の仮面軍師こと崇すう鳳ほうが、北域で孟もう旗き将軍と共に侘タ瑠ル徒トを攻めた沢さわ樹ぎであると確信していたからである。

　だが、その伏龍は本陣の隅すみで意見具申した参さん謀ぼうとの議論中だった。

「近衛このえ騎兵を追撃任務から外していただきたい。近衛騎兵は陛へい下かをお護まもりするための軍です。いざというときのために、征せい古こ原げんに置いておいたほうがいいのでは？」

「いや、十分な歩ほ兵へい部隊を征古原に残してあります。承しよう安あん軍の残党がいても、対処は可能です」

　伏龍はあえて、『承安軍の残党』というところを強調した。案の定、参謀はそこに引っかかる。

「承安軍の残党には歩兵部隊で対処できます。私が恐れているのは、騎兵の襲撃への対処です。ここはやはり、近衛騎兵を守りに残しておくべきです」

「なるほど。騎兵の襲撃ですか……」

　伏龍に意見具申してきたのは、南域討とう伐ばつ軍の参謀だ。他にも数人の将校が仕事をしながら二人の会話に耳をそばだてている。北域国の将校は気遣わしそうに、南域討伐軍の将校は硬い表情で。

　──やっぱり、そう考えるか。参謀連中が恐れている騎兵ってのは、シムールのことだな……シムールの名を口にしないだけ、まだ理性が残ってるな。

　伏龍は自分が最後に使った切り札が与えた影響について、思いを馳はせずにはいられなかった。

　──北域国にいる連中は、シムールが見境のない蛮ばん族ぞくではない、と肌で知っている。さっき姿を見せた理由もわかるし、今になって気まぐれに襲撃してくるようなことはしないということを理解している。

　確かに、シムールは仇きゆう敵てきだ。相あい容いれない部分もある。エオル王がいなくなれば、再び帝国とシムールが戦争になることは十分ありうる。だとしても、それは今じゃない。

　だが、それは理屈であって、感情じゃない。帝国の人間は長くシムールを恐れてきた。とはいえ、その恐怖が最後の最後で承安軍を瓦が解かいさせる決め手になったのだから、痛し痒かゆしだな。

　伏龍はそんなことを考えながら、にっこりと笑ってみせた。

「シムールのことでしたら、大丈夫です。彼らには、この本陣まで攻め込む力はありません」

「まさか！　先ほど姿を見せたシムールの数はおよそ三万騎。夜とはいえ、もうすぐ月が昇ります。あの機動力があれば、守りの薄い箇所を突破され、本陣を突かれる危険があります。それを食い止めるためには、近衛騎兵を手元に置いておくしかありません」

　南域討伐軍の参謀は、机に広げられた地図にシムール騎兵を示す駒を並べて自説を強調した。

「北域王がシムールと同盟関係にあることは、我らも理解しております。こたびの戦いにおいて、加勢をいただいたことも感謝します。ですが、それとこれとは別です。軍事とは常に、その意志があるかどうかではなく、その能力があるかどうかで判断すべきです」

「それは私も同意です。政ではなく軍においては、可能か不可能かを基準にすべきです。そして、そしてその上で、シムールに我らを攻める力はないと申し上げております」

「なぜです？」

「あのシムール三万騎は補給部隊……シムールの場合は、老人や女子供を含む部族全員がそうですが、それを伴ともなっておりません。兵へい糧りようは馬につけたものだけ。弓矢も矢筒にあるだけ。それだけ身軽であったからこそ、短期間にここまで移動できたのです」

　北域国の燎りよう原げんがうなずいて言った。

「伏ふせ龍たつ殿の言う通りだ。シムールの主力は弓矢で戦う軽騎兵で、矢がなくなれば無力。矢を惜おしみながら戦うとなれば、戦闘力は半減する。万が一、シムール騎兵と戦うことになろうとも、歩ほ兵へいだけでここを守りきることは可能だ」

　燎原と伏龍の顔を見て、意見具申した南域討とう伐ばつ軍の参さん謀ぼうは、どこかほっとした様子で言った。

「そういうことでしたら、私の意見は取り下げます」

　周囲で聞き耳をたてていた他の将校たちも安心したかのようにそれぞれの作業に戻る。その様子をながめながら伏龍は考えた。

　──もっとも、エオル王のことだ。今回の件で帝国の地理について調べられるだけ調べるくらいのことはしてるだろうな。将来を見越してシムールの採れる選択肢を増やし、帝国に侮あなどられないようにするために。

　だが、それは帝国にとっても悪いことじゃない。シムールが強ければこそ、戦わずにすむ方法を探さぐろうとするからだ。

　問題は、今後深まるであろう、帝国の国内の問題だ……。

　──この征せい古こ原げんの決戦でシムールを頼ったことは、いずれ大きな国内問題になるだろう。

　長ちよう嶺れい帝に文句をつけることはできないから、北域王である晴せい凛りんが矢や面おもてに立つことになりそうだ。

　内乱において、片方が外国の軍勢を引き込むのは亡国の道である。帝都の役人は、史書からそういう事例をいくらでも挙げて攻撃してくる。他に手が無かったとはいえ、これが前例にならないようにするためには……。

　むっつり、と考え込む伏龍に、本陣に戻ってきた晴凛が声をかけた。

「伏龍さん？　何か問題でも？」

「あ、いや。今は問題ないよ。今はな」

　思いを内に隠し、いつもの軽い調子で伏龍は答えた。

「ただ、追撃が上う手まくいかなければ、問題が生じることもあるからな。戦いくさの勝敗は、追撃の成否で決まる」

「大丈夫ですよ。聡そう凛りん兄さんが、上手くやってくれます」

　晴せい凛りんはそう言うとにっこり笑った。

　その微笑ほほえみは長兄に向ける満まん腔くうの信頼の表現だった。
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　──いい笑え顔がおだ。こいつの笑顔を見ると、疑心も不安も、どっかに行っちまう。

　笑顔ひとつで人を動かせる人間と、理屈と数字で人を動かす人間と、そのどっちが欠けても、人ってのは上う手まく動かせないのかもしれないな。

　伏ふせ龍たつがそんなことを考えた、その頃。




　逃げる、逃げる、逃げる。

　武器を放り投げ、甲かつ冑ちゆうを脱ぎ捨て、敗残兵となった承しよう安あん軍の兵士たちは、夜の闇やみの中をひたすら南へと逃げていた。

　朝には八万の軍勢がいた。夕方に二万の援軍があり、十万に膨ふくれ上がった。

　そのうちの、四万が戦場で失われた。死者と負傷者の数は半々だ。二万は物言わぬ骸むくろとなり、二万は苦痛にうめきながらかろうじて生にしがみついている。負傷者のうちのさらに半数は、夜明けまでに冷たくなっているだろう。

　そして、残りの六万はひたすら逃げていた。

　長ちよう陽ようの渡しに向かって算を乱して敗走した承安軍は、もはや軍としての体ていをなさず、完全な烏う合ごうの衆と化していた。

　隊列も何もなく、ひとかたまりになって我先に逃げる敗残兵は、暗く狭せまい道ではたちまち渋じゆう滞たいとなる。

「なに、つかえとんのや、のろまっ！」

「はよいけっ！」

「押すな、押すな」

「ええから、のかんかっ！」

　目を血走らせ、男たちは互いに揉もみ合い、相手を突き飛ばしてでも先に行こうとする。

　ときどき、ぎゃっ、と悲鳴が上がるのは、暗くら闇やみの中、誰かが投げ捨てた武具を踏ふんで足を怪け我がしたからだ。こうなれば逃げることもできない。後ろから来る者に押しのけられ、運が悪ければ踏み砕くだかれて死に、運がよくとも道の外に押し出され、転落した茂しげみの中で己の不運を嘆なげきながら夜を過ごすことになる。

　だが、逃げに逃げて光こう来らい川にまでたどり着けた者が幸運であったかというと、そうとは言えない。

「明かりが見えてきたで！　長ちよう陽ようの渡しや！」

「助かった！　船に乗って対岸に渡ったら、帝国軍は追いかけてこん！」

　長陽の渡しでは、桟さん橋ばしの周辺に篝かがり火びが焚たかれていた。暗闇の中、背後に迫せまる帝国軍の幻影に怯おびえながら逃げてきた男たちにとって、その明かりはため息が出るほど美しかった。

　しかし、篝火と、昇ってきた月の明かりが、男たちに見えなくてよいものまで見せてしまう。

「……船の数が、えらい少ないのう」

「向こう岸に行っとるんやないんか。すぐに戻ってくるやろ」

「それにしても少のうないか。温うん蕉しようから兵を運んできた船はどこ行ったんや」

　闇に目をこらすようにして、対岸の様子を窺うかがうが、そこにも船の動きはない。

　やがて、兵でいっぱいになった一いつ艘そうの船がよろよろと桟橋を離れていく。

　ゆっくり、ゆっくり、と船は下流へ進んでいく。そして、男たちが呆ぼう然ぜんと見守る中、船は暗闇に消えていった。

「何や、あれ。どういうことや……」

　承しよう安あん軍の男たちは皆、南船北馬で言うところの南の出身である。馬の乗り方は知らずとも、船の操あやつり方は知っている。

　下流へと消えていった船が、過積載で漂流して川下に流されたのでないことはすぐにわかった。

「……あいつら、ここには帰ってこんつもりや。承安まで逃げる気や」

　誰かがぼそり、と言った。

　考えてみれば、当然の話だった。ここで対岸に渡っても、そこから承安は遠い。街道を歩けば十日以上かかる。そして、街道の周囲には米の一粒も残っていない。なぜなら、彼らが食べ尽つくしたからだ。承しよう安あん軍は、街道沿いの村に残った備蓄食糧を奪うばいながら進軍してきた。行きはよいよい、帰りは怖い。帰り道の飯など、どこにもない。手持ちの糧食も、それを運ぶ馬車も、敗走で失われている。

「船に乗れば、承安まで帰れるんや。対岸で降りる理由はないわい」

「乗れたら、やけどな」

　男たちは顔を見合わせた。続いて桟さん橋ばしからこぼれ落ちんばかりの人だかりを見る。そして後ろを見る。暗くら闇やみの中から、後から後から、とぎれることなく敗残兵が現れる。

　逃げようとする兵の数に比べ、桟橋に残った船は、あまりに少なかった。

「乗るんや。何がなんでも」

「ほうや！　こんなところで死んでたまるか！」

「生きて承安に帰るんや！」

　男たちは目め尻じりを吊つり上げ、大声で叫さけびながら桟橋へと走り出した。

　人でごった返す桟橋の周囲を守る警備兵がぎょっとして槍やりを構えた。

「おい、待て！　並べ！　列を乱すな！」

　征せい古こ原げんから逃げてきた兵は途中で武器を投げ捨てており、素手だ。しかし、腕で敵かなわぬなら口で戦うのが承安人の流りゆう儀ぎだ。

「あほか、お前ら！　並んどったら、お前らもここに取り残されて死ぬで！」

「列なんかええから、船に乗るんや！　死にたいんか、あほんだら！」

「ほれ！　最後の船が出る！　あれに乗らんかったら、ここで帝国兵に殺されるで！　それでもええんか！」

　警備兵がぎょっとして後ろの桟橋を見る。もちろん、『最後の船』というのは噓うそだ。だが、その言葉は警備兵自身の心にある闇をかきたてた。不安と恐怖が、理性の臨界を超える。

　警備兵が向きをくるり、と変えた。

「まて！　俺も乗せてくれ！」

　警備兵のその言葉と共に、最後に残っていた秩ちつ序じよが決壊した。

　桟橋に兵が殺到した。

　後ろから殺気だった兵が前にいる兵を押し、船や桟橋からこぼれ落ちた兵が水面に落ちて水しぶきを上げる。

　恐慌状態は、船を操あやつる水兵にも伝染した。

「押すな！　押すな！」

「この船はもう満杯や！　これ以上は乗れん！」

「あかん！　このままやと、船が沈むで！」

「舫もやいを切れ！　切るんや！」

　桟橋と船を繫つなぐ舫い綱が斧おので断ち切られる。船がゆるゆると桟橋から離れていく。光こう来らい川のこの辺りは、船ふな橋ばしを作れることからもわかるように流れが緩ゆるやかで、いくら櫓ろを漕こごうが帆ほが風をはらむまでは速度が出ない。兵でいっぱいになった船が桟さん橋ばしから離れていく間にも、敗残兵は後から後から押し寄せて、悲鳴と共に黒い水面に吞のみ込まれていく。

　増えすぎた鼠ねずみの群れが入水するかのような光景に、船上の男たちは言葉もない。

　がくん。突然、船が桟橋のほうへ傾いた。

「な、何や？」

「腕や！　腕が生はえてきた！」

　海を見たこともない北域の兵と違い、南域の兵は泳ぎが達者だ。川に落ちた後も、必死に泳いで船にたどり着いた兵が、船ふな縁べりにしがみついていた。ひとりや二人ではない。何十本もの腕が船縁にしがみつき。さらにその兵に後から泳いできた兵がすがりつく。船の行き足が止まり、船縁は水面ぎりぎりまで傾いていく。

「離せ！　離さんかい！　船が沈んでまうやろが！」

　船上の兵が叫さけぼうが、殴なぐろうが、すがりついた兵は目をぎらぎらさせ、船縁にしがみついた腕を離さない。言葉はない。大きく開けた口は酸素を取り込む以外の目的に用いる余裕がない。ただただ、息を喘あえがせ、船縁にしがみつく。

　片かた舷げんだけを傾かしがせたまま、船の行き足が完全に止まったとき、船長は決断した。彼らを助け、自分たちも助かる方法はない。彼らを助けるか、自分たちを助けるかしかない。船長が『カルネアデスの板』という言葉を知るはずもないが、彼の決断はまさにそういうものであった。

「……落とせ」

「はい？」

「腕を落とせ！　舫もやいを切るんや！」

「そ、そやけど、どないして……」

「こうや！」

　船長は立ち尽つくす水兵から斧おのを奪うばうと、船縁にしがみつく腕のひとつに、渾こん身しんの力をこめて振り下ろした。

　どづん、と鈍にぶい音がして腕を切断した斧が船縁に食い込む。それを引き抜いて、もう一度振り下ろす。二本の腕が甲かん板ぱんにごろりと落ち、腕の持ち主は黒い水面に消えた。

「お前らもやれ！　やらんか！　殺すぞ！」

　船長が血についた斧を振り上げて叫ぶと、周囲の水兵が慌あわてて斧や刀を引き抜いた。

　どづん。どづん。どづん。

　肉と骨を断つ音が響くたび、悲鳴と濃厚な鉄の臭においが夜気を満たしていく。




　やがて桟橋から船は一いつ艘そうもいなくなった。取り残された敗残兵は川岸に座り込んで呆ぼう然ぜんと黒い水面をながめていた。

　ずっとそうしていれば、一いつ艘そうでも船がやってきて、彼らを懐なつかしの故郷へ連れ帰ってくれるかのように。

　むろん、そんな甘い妄もう想そうがかなうはずもない。代わりに彼らが逃げてきた闇やみの中から、ざざっ、ざざっ、ざざっ、と足音が聞こえてくる。

「もう、帝国軍が来よったんか？」

「銀しろがねが来たんか？」

「川に飛び込め！　泳いで逃げるんや！」

「無理や、もうあかん」

　うろたえ騒さわぐ中、目端の利く兵が音の違いに気付いた。

「いや、ちゃうで。馬やない！　人や！」

　桟さん橋ばしに掲げられた篝かがり火びの光に『蓮れん』の文字が描えがかれた軍旗が浮かび上がる。

「味方や！　蔡さい蓮れん様や！」

　長ちよう陽ようの渡しにやってきたのは、先せん鋒ぽう軍の蔡蓮率いる軍勢だった。

　ぼろぼろになり、数も三千を大きく割り込んではいるが、蔡蓮軍は隊列を保ったまま、殿しんがりとなって長陽の渡しにまで引いてきたのだ。

「なんだい、こりゃ。おい！　ここの指揮官は誰だい！」

　どこからか見つけてきた馬に乗っているのは、女将軍の蔡蓮だ。髪はざんばら、首の赤い絹けん布ぷも半分が千切れているが、左右の腰には白と黒の鞘さやに二本の刀がある。

　馬上からにらみつける蔡蓮の視線に、桟橋に残っていた兵は気まずそうに目をそらす。

「ちっ。男はこれだから」

　蔡蓮は舌打ちをした。彼女の最悪の予想が当たったようだった。承しよう安あん軍の幹部は光こう来らい川の南岸に防衛線を張らず、承安まで逃げるつもりなのだ。

　──シムールが角笛と共に現れたとき、兵の心がくじけちまった。けど、くじけたのは兵だけじゃない。将の心もくじけちまった。

　くじけなかったのは、彼女が叱しつ咤た激げき励れいして立て直した軍だけ。それも三千弱。この場には、彼女の連れ帰った兵と合わせて二万近い敗残兵が残っている。

　──ええっと、あたしは計算が苦手なんだ。確か、朝には八万いて、二万増えて十万になって、でも四万くらいはやられちまって、戦いが終わった頃には六万になってた。逃げる途中で二万は捕まるか逃げるかしちまったから、四万。ここにいるのが二万くらいってことは、逃げたのは二万だね。

　蔡蓮は彼女が率いてきた男たちを見た。かろうじて統制が残っているが、動どう揺ようは激しい。ここで何もさせずにいては、この男たちもすぐに他の二万の兵と同じ、呆ぼう然ぜんと立っているだけの案か山か子しになってしまう。

　兵には頭ではなく、身体からだを動かす仕事が必要なのだ。負けたのであれば、なおのこと。

「お前たち！　とにかく向こう岸に渡るよ！　そこらの木ぎれを使って筏いかだを造りな！　あと、川岸に小舟でも残ってるかもしれない！　小隊ごとに松明たいまつ持って、見てまわるんだ！」

　向こう岸に渡る、と聞いて兵の顔の相が変わった。蔡さい蓮れんは兵の前で馬を歩ませながら、割れた声で叫さけぶ。

「まだ終わっちゃいない！　シムールの連中は海なんか見たこともない山育ちだ！　光こう来らい川を防衛線にすれば、シムールだって手が出せないよ！」

　兵が動き出す。まず、彼女が連れてきた殿しんがりの兵が。続いて、何をすればいいかわからないまま、呆ぼう然ぜんとしていた敗残兵が。

「早くしな！　明け方までに全員で向こう岸に渡るんだ！」

　作業する兵の中に馬を走らせながら、蔡蓮が叱しつ咤たする。とはいえ、夜明けまで時間の余裕があるとは、蔡蓮自身は考えていない。

　──征せい古こ原げんを抜けるときに、松明が追ってきていた。ありゃ、騎兵だね。

　月が上がるにつれ、わずかばかりだが、闇やみが押し戻される。帝国軍の追っ手が長ちよう陽ようの渡しに姿を見せるのは時間の問題だった。

「ひぃぃっ！」

　そんなことを考えているときに兵の悲鳴が聞こえてきたので、蔡蓮はすわ帝国兵かと馬を走らせた。

「どうした！　何があったんだい？」

「あれを！　あれを！」

　川岸に腰を抜かした兵が座り込み、震えながら水面を指さしていた。地面に落ちた松明がゆらゆらと不安定な影を作る。

　ざっと見ただけで、数百の死体が、水面を漂い川岸に打ち上げられていた。ボロと見まがう軍装に、腕や頭に巻いた赤い布。

「うちらの兵じゃないか。何でこんなところに……げっ」

　死体には、一様に腕がなかった。今日一日で、死も死体も見飽きるほどに見てきたはずなのに、腕のない死体には嫌けん悪お感がわいた。

「こいつら、何で腕だけないんや」

「そら、腕を切り落とされたからやろ」

「そうやのうて、何で腕だけ切らなあかんのか、言うことや」

「腕が邪じや魔まやったからや」

「は？　何の？」

「逃げるんにや」

「何や、それ。お前の言うこと、さっぱりやわ」

　兵の中にも、わかっている者と、わかっていない者がいた。わかっていない者は、驚き、騒さわぐ。わかっている者は、むっつり、と押し黙だまる。

　──やばいね。わかってないんは役に立たんやつらだし、わかってるんは、これはこれで気落ちしちまってる。

　他でもない、蔡さい蓮れん自身が深く傷ついていた。

　川に浮かぶ腕のない死体は、文字通り彼らが『切り捨てられた』ことを意味する。蔡蓮たちもまた、逃げた連中からすると『切り捨てられた』存在だった。

　南域に住む人間の中には、ずっと帝国への鬱うつ屈くつした思いがあった。南北朝時代、北朝であった延えん喜ぎ帝国に承しよう安あんの南朝は滅ぼされ、それからずっと、帝国中央から南域は搾さく取しゆされ続けていた。科か挙きよに合格するのも難しく、大臣になれる者もいない。塩も米も、豊かな南域の富はすべてが帝国中央に吸い上げられ、人もまた、シムールとの戦いのため、北へ連れていかれた。

　帝国から『切り捨てられた』存在。それが南域だった。承安の乱が発生したのは、北域での帝国軍の敗北が原因だったが、ここまで拡大したのは、南域が帝国中央から受けてきた有形無形の差別への不満があったからだ。

　──だけど、『切り捨て』られたあたしらの中で互いを『切り捨て』ているようじゃ……もう、終わりかもしれないね。

　兵士たちも腕のない死体を見て、理屈ではなく感覚的に、そのことがわかったのだろう。筏いかだを作る作業は目に見えて遅くなった。

　もっとも、作業効率がそのままであっても、間に合わなかっただろう。

　がっ、がっ、がっ。地面を蹴ける馬ば蹄ていの音が響いたのは、筏作りを始めてすぐだったからだ。

「帝国軍や！　騎兵が来よった！」

　馬蹄の轟とどろきに怯おびえ叫さけぶ兵の声に、渡しにいる二万の兵が浮き足だった。

　せめて奇襲だけは避けようと、蔡蓮は征せい古こ原げんから渡しに繫つながる道へ障害物を置き、兵を並べていた。彼女が駆かけつけたとき、南路街道はまだ闇やみに沈んでいた。馬の音は周囲から聞こえてくるが、姿が見えない。恐怖だけが募つのる。

「姿を見せないね、くそったれめ」

「川上や！　川上から来た！」

「どないします、蔡蓮様！」

　かろうじて統制の取れた兵が蔡蓮の指示を求める。

「そこにいな！　状況がわからないまま、うろうろしたら、そっちのほうが危険だ！　あたしが見てくる！」

　蔡蓮は馬を走らせて川上へ向かった。

　川上に姿を見せたのは、弓を携たずさえた軽騎兵だった。騎兵の顔つきや服装が、帝国軍のものとは違う。

　軽騎兵がびぃんっ、びぃんっ、と弓ゆ弦づるを鳴らすと、それだけで川上側にいた兵は、わっと崩れて川下の側へ逃げる。

「シムールや！　シムールが来たっ！」

「逃げろ、殺されるぞ！」

「ちっ！　落ち着きな！　矢は飛んできてないよ！」

　蔡さい蓮れんが叫さけぶが、聞く者はいない。蔡蓮自身も、人の波に巻き込まれて押し戻される。

「川下や！　今度は川下から来た！」

「殺される！　逃げろ！」

　川下に現れたのは、北域国の旗を掲げ、槍やりを携たずさえ、甲かつ冑ちゆうを身につけた重騎兵だった。槍の穂先を揃そろえ、がっ、がっ、と蹄ひづめを大きく鳴らして進む騎兵の姿に、川下側にいた兵が、作りかけの筏いかだや工具を放り出して逃げる。

　たちまち、桟さん橋ばしのある渡しの中央部分は、二万の兵でごった返す。

　──川上からシムール、川下から北域国騎兵、追い狩りの要領であたしらを渡しの真ん中に追い込もうって寸法かい。ってことは最後には正面から……。

　蔡蓮は旗手から『蓮れん』の字がついた自分の旗を奪うばうように取ると、高く掲げた。

「槍を構えな！　来るよ！　正面から！」

　闇やみの中から、ぬるり、と。

　月の光を銀色に反射させ、甲冑姿の重騎兵が姿を現した。いつもより輝きは鈍にぶい。ところどころ、昼間の戦いの名残なごりで黒く闇に沈んでいるのは、拭ぬぐいきれなかった血の痕あとか。

「銀しろがねや……」

　誰かがつぶやいた言葉を、蔡蓮は『死神や……』に空耳した。

　そう聞こえたとしても無理はない。

　ごくり、と蔡蓮は唾つばを吞のみ込んだ。

　南路街道に姿を見せた近衛このえ騎兵の数は三百から五百。決して多くはない。だが、長ちよう陽ようの渡しにいる二万の兵が、完全に気を吞まれていた。数にものを言わせて、こちらから攻めかかるなど不可能だ。

　もし、蔡蓮がいなければ。

　もし、二万の敗残兵の中に、かろうじて統制が残る三千弱の蔡蓮軍が残っていなければこのとき、二万の兵は算を乱して逃げ出していただろう。

　とはいえ、逃げ道は川にしかない。

　二万の兵のほとんどが溺おぼれ死に、残りは立てぬほど疲ひ弊へいしきって対岸に打ち上げられ、そこで承しよう安あん軍の略りやく奪だつに恨うらみ骨こつ髄ずいの近隣の民たみに見つかってなぶり殺しにあったはずだ。

　蔡蓮の存在が、かろうじて敗残兵の群れによる背水の陣を成立させていた。

　近衛騎兵の先頭に立つ将軍が、右腕を動かした。蔡蓮はその男の顔に見覚えがあった。そのときは右目に眼帯をしていなかったが。

　──銀しろがねの大将か。逃げ場はないし、ここが年ねん貢ぐの納め時だね。

　眼帯の将軍は、右腕を上にではなく、横に動かした。そして副官と思おぼしき、腰に大福帳を吊つるした将校と二騎で、蔡蓮に近づいてきた。

「承しよう安あん軍の将、蔡さい蓮れんと見た。相違ないか？」

　低く強く、よく通る声だった。

　蔡蓮は答えた。

「ああ、そうだよ。あんたは近衛このえ騎兵の将、泉せん野や聡そう凛りんだね」

「うむ。我らは陛へい下かの命めいにより、光こう来らい川北岸に残った承安軍の兵を追つい討とうしている。我らは昼に二万殺した。夜に二万殺すのも造作はないが……いささか、飽あいた」

　淡たん々たんとした口調で聡凛は語った。

「はん。それで、お優しい銀しろがね様は、哀あわれなあたしら敗残兵を見逃してくれるって言うのかい」

　嚙かみつくように言う蔡蓮に、聡凛は首を振った。

「いや。敗残兵ならば、なおのこと見逃しにはせん。逃げ散った兵は、生き残るために盗賊となる。そうなる前に、全員殺す」

　そこには欠片かけらも迷いがなかった。泉野聡凛は常に物事を単純にして判断する。

　続いて聡凛は、蔡蓮を正面から見て言った。

「……だが、蔡蓮将軍。お前がここにいる兵をまとめるのならば、降くだることを許す」

「何だって？」

「ここにいる二万の兵を、お前は責任を持ってまとめられるか？　できねばここで全員殺す。選べ」

　蔡蓮ははっとして聡凛を見た。

　帝国軍にとって、戦争は今日で終わる。明日からは治安維持が軍の仕事となる。

　今日であれば、彼らは承安軍の兵として扱われる。明日からは盗賊として扱われる。

　明日からも兵として扱われるためには、単に降伏するだけでは足りない。兵をまとめる将が必要なのだ。

「はっ、誰に言ってるんだい」

　蔡蓮はくるり、と後ろを向いた。

　黒々とした夜の闇やみの中に、月明かりを浴びた二万の兵がいた。

　男たちの白目が、闇の中にぼうっと浮かび上がる。

　それは蔡蓮に向けられていた。

　蔡蓮は男たちの怯おびえを振り払うかのように、声を張り上げた。

「お前たち！　お前たちは今日から全員、あたしの兵だ！　この蔡蓮がお前たちの命、預かった！」

　兵の怯えた眼まな差ざしに、変化はない。理解しろと言われてもそれは無理だろう。

　だが、構わずに声を上げる。

「いいか！　あたしはお前たちを切り捨てない！　あたしについてきたら、ちゃーんと故郷へ帰してやる！　だから、故郷に帰るまでは！　あたしの命令に従え！　いいね！」

　切り捨てない、故郷に帰してやる、という蔡さい蓮れんの言葉が兵の心に染み込んだ。

　信じたわけではない。信じたいのだ。

　そして、当座はこれで十分だった。

　蔡蓮は、腰につけた二刀を、黒と白の鞘さやに入れたまま引き抜いた。

「蔡蓮軍は帝国軍に降くだるよ」

　蔡蓮は馬から下り、刀を聡そう凛りんが乗る馬の足に投げた。

　聡凛の副官が馬から下りて、刀を拾い上げた。それから聡凛のほうを見上げる。

　聡凛がうなずいた。副官は肩をわずかにすくめて、刀を蔡蓮に返した。

　こうして蔡蓮軍二万は、長ちよう陽ようの渡しで捕ほ虜りよとなった。







　　　第二章「帝都入城」







　夜が明けようとしていた。

　帝国軍の司令部が置かれた本陣の天幕の中では、伏ふせ龍たつと晴せい凛りん、そして北域国軍、帝国軍両軍の参さん謀ぼうたちが、残存兵力の再編成と補給について指示を出していた。

「破壊された馬車は二十八両。うち、修復不能なものは二十両。八両は何とか走行可能にまで修復できそうとのことです！」

「残存する馬車で走行可能なものは、すべて負傷者搬はん送そうに回せ！　馬車乗車兵は徒歩進軍とする！」

「捕虜はすべて手を縛しばれ！　帝都で記録を取ってから縄なわを解いてやると伝えろ！」

「負傷して歩けない捕虜は馬車に乗せ、救護所に運べ。治療の順位は後回しでも、必ず手当てをするんだ！　放置すれば厳罰に処すと、薬くす師しに伝えろ！」

　前線の部隊から次々に上がってくる報告に、伏龍が、てきぱき、と命令を与えると、それを参謀の書記が、さらさら、と命令書に起こす。墨すみが乾くのを待って、文書筒に納められ、それを伝令に渡す。

　墨すみが乾くまでの数分間に、まったく同じ文書が控えとして二通作られ、一通は記録係に回され、もう一通は部隊ごとに分けられた命令書の簿冊に、時系列順で付ふ箋せんを付けて綴つづられる。

　命令受領の報告が帰ってくると付箋が外され、部隊に命令が伝達されたことが確認できるのだ。

　担当の参さん謀ぼう以外の人間でも、この簿冊さえ見れば、その部隊に今までどのような命令が下されているのか一目でわかるため、矛盾する異なる命令を発したり、重複して命令を発するようなことを防ぐことができる。

　文書の目的とは、人の記憶の補完である。

　この、文書による部隊運用の方法は、何万という兵士を機能的に動かすために、帝国軍が編み出したものであり、それを支えているのは優秀な参謀たちの存在である。

　前線から伝令が司令部に飛び込んでくるたびに、その参謀たちが手を止めて、伝令の報告に聞き耳を立てている姿を見て、晴せい凛りんは思った。

　──誰もが掃そう討とう戦の結果が気になるのに違いない。

　敵は総崩れになったとはいえ、その数の多さは看かん過かできない。そして、それが掃討戦を長引かせている原因なのだろう。

　戦意を失い、逃げ散った兵士を無害なものとして放置することもできたが、征せい古こ原げんでの戦いにおいて、逃げ散った兵を放置したために、皇こう帝ていの身に危険が及んだことを考えれば、そのままにしておくことはできなかった。

　五十人、百人、というまとまった部隊単位で降伏させることができずに、兵士ひとりひとりに槍やりを突きつけて、抵抗の意思があるかどうかを確認せねばならないとしたら、それに費やす時間は膨ぼう大だいなものとなる。

　晴凛がそんなことを考えていた、そのとき。

　司令部の天幕の中に、ひとりの伝令が駆かけ込んできた。

　伝令が身に纏まとっている白銀の鎧よろいを見て、司令部の中が、しん、と水を打ったように静まり返った。

　伝令兵は軍議用の机の横に立つ伏ふせ龍たつの前に進み出ると、片かた膝ひざをついて言った。

「掃討部隊総司令官、泉せん野や聡そう凛りん少将より報告！　我が掃討部隊は承しよう安あん軍残余を追撃しつつ光こう来らい川岸に到達。承安軍幹部はすでに渡し舟にて下流域に逃走するも、渡し場において敵残存兵約二万を降伏せしものなり！　承安軍の組織的反攻の可能性は皆無！　戦闘終結と認む！」

　伝令の報告が終わった……次の瞬しゆん間かん。

　司令部の中にいた参謀たちが一いつ斉せいに叫さけんだ。

「うぉおおおおお！　勝った！　勝ったぞ！」

「俺達は勝ったんだ！　帝国が勝ったんだ！」

「帝都は無事だ！　帝都を守り抜いたぞ！」

　司令部の中で、参さん謀ぼうたちは歓声を上げながら互いに抱き合い肩を叩たたき合った。

「勝ちましたな」

「ええ、勝ちましたな」

　孟もう旗き中将と榎えのき耶や将軍はそう言うと、お互いの顔を見て大きくうなずいた。

　喜びを爆発させる参謀たちを見ていた晴せい凛りんが、静かに微笑を浮かべている伏ふせ龍たつに訊きいた。

「あんまり嬉うれしくなさそうですね？」

　伏龍は少し慌あわてたように首を振った。

「いや、嬉しいよ。圧倒的な数で攻めてくる沢さわ樹ぎの戦法の前に、苦しい戦いだったからな。でも、この勝利は、自分の力というよりは、勝ちを拾ったと言ったほうが正しいと思う……」

「勝ちを拾った……ですか？」

「ああ、そうだ。この戦いを決したのは、俺がもしものために打っておいた最後の手、つまりエオル王の参戦だ。軍勢を動かして勝ったわけじゃない。

　俺は、正々堂々と帝国領内を動ける保証があれば、エオル王は戦場に姿を見せる、と踏ふんで、エオル王に通行手形を渡して、征せい古こ原げんまでやってこられるように手はずを整えた。

　だが、決定権は俺にはなかった。決め手を欠いていたんだ。

　もしかすると、エオル王は来なかったかもしれない……エオル王の性格から考えれば、その可能性は限りなく低いが、そうなることもあり得た。だから、俺はこの勝利を自分の力でもぎ取ったというよりも、拾ったと言ったほうがしっくりくる」

　伏龍の言葉を聞いていた榎耶将軍が、笑いながら首を振った。

「いやはや、贅ぜい沢たくですな軍師殿は。いいではありませんか。もぎ取ろうが拾おうが勝ちは勝ちじゃ。戦いは結果がすべてですぞ」

「あ、いえ、贅沢を言っているわけではなく、ですね……」

　慌てて言い訳しようとした伏龍を見て、榎耶将軍は『わかっている』という表情でうなずいた。

「圧倒的な勝利ではなく、薄氷を踏ふむような勝利だった。勝った勝ったと浮かれるような勝利ではない。そう言いたいのであろう？

　それくらいは、わしでもわかる。だが、いいではないか。将兵が喜ぶのなら、喜ばせておくのだ。苦戦であったことは、わしらが言わんでも、将兵ひとりひとりが身に染みて理解しておるよ」

「はい、そうですね……」

　伏龍がそう言ってうなずく。すると、

「にゃにゃ、にゃに事じゃ！　敵の逆襲か？」

　すっとんきょうな声と共に、天幕の中に転がるように走り込んできたのは、寝巻き姿で胸に弩いしゆみを抱かかえたミーネだった。

　半分寝ぼけたような焦点の合わない目で天幕の中を見回したミーネは、晴せい凛りんを見つけると、飛びかかるように抱きついた。

「おお晴凛！　無事か？　怪け我がはないか？　敵はどこじゃ？」

　晴凛は笑いながら首を振った。

「敵はもういませんよ。追つい討とう戦は終わりました。承しよう安あん軍の将軍たちは船に乗って逃げました。長ちよう陽ようの渡しに残っていた承安兵二万が降参したので、この戦いは終わりです」

「はにゃ？」

　ミーネが、ぽかん、と口を開けたとき、ミーネの後を追って、ミリンが飛び込んできた。

「馬車の中で寝てイたと思っタら、いきなり起き上がって飛び出しやがりマして……この寝ぼけ山やま猫ねこメ！」
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「寝ぼけてなぞおらん！　わあっ！　という声が聞こえたので、敵が攻めてきたと思って飛び出したのじゃ！」

「そう言えば、ずいぶんと騒さわがしかったようデすが……」

「ああ、それは、ここの参さん謀ぼうたちが叫さけんだ声です。追討戦を行っていた近衛このえ騎兵から、敵の残存兵二万人を捕ほ虜りよにして、戦闘は終結した。という報告を受けたのですよ」

　晴凛の言葉を聞いて、ミーネは目を丸くした。

「敵兵二万を捕ほ虜りよにして、戦いが終った、ということは……わしらは勝ったのか？」

　晴せい凛りんはにっこり笑ってうなずいた。

「ええ、勝ちました。敵の将軍たちは、船で対岸の南域に逃げました。光こう来らい川のこちら側には、もはや敵はいません！」

「すごい！　すごいぞ！　これでこーてーへーかを、帝都に連れていけるのじゃな！」

　ミーネが目を輝かせたとき、天幕の入り口に立っていた衛兵が、いきなり直立不動の姿勢を取って、うわずった声で叫さけんだ。

「こ、皇こう帝てい陛へい下かが参上されました！」

　司令部の中が一いつ瞬しゆんざわついた後で、静まり返った。

　天幕の入り口に姿を見せたのは、銀色の光こう沢たくを持つ絹の夜着に身を包んだ長ちよう嶺れい帝と、同じく薄桃色の夜着の上に、銀糸の刺し繡しゆうを施ほどこしたゆったりした部屋着を纏まとった紫し芹きんの姿だった。

　司令部の入り口付近にいた参さん謀ぼうが、我に返ったようにはっと目を見開き、その場に片かた膝ひざをつく戦時の礼の姿勢を取ると、それを見た司令部の中にいた参謀や将兵、そして晴凛と伏ふせ龍たつもミリンも、慌あわててその場に片膝をついた。

　天幕の中にいたすべての人間が、その場に片膝をつき頭こうべを垂れる中を、ゆっくり、と進んできた長嶺帝は、司令部の一番奥に置かれた玉ぎよく座ざの前に進み、そこで祖そ霊れいが祀まつられた玉座の背後の祭壇に向かって深く一礼した後で、そこに座った。

　長嶺帝の前に、総司令官である榎えのき耶や将軍が進み出た。

　将軍はそこで再び片膝をつき、右手の拳こぶしを顔の前で左手の手のひらに当てて一礼すると、力のこもった、はっきりとした声で言った。

「我らの立ち騒さわぎが、皇帝陛下の御耳に届きましたこと、誠に畏おそれ多きことなれど、この騒ぎは反徒承しよう安あん軍を追撃せし近衛このえ騎兵より、追つい討とう戦終結、我が軍勝利、との報告を受けたもの。その喜びゆえに将兵が発したものなれば、寛かん恕じよの念をもってお許しいただきたく存じます」

　榎耶将軍の言葉を聞いて、眠そうだった長嶺帝の目が輝いた。

「追討戦は終わったのですね？　我が軍が勝ったと？」

　榎耶将軍は大きくうなずいた。

「はい、勝ちもうした！　我が軍の勝利でございます！」

　長嶺帝はにっこり笑うと、玉座から立ち上がり、背筋を伸ばして言った。

「皆の者！　大儀であった！」

　その瞬しゆん間かん。

　長嶺帝の入ってきた天幕の入り口から、征せい古こ原げんの地平より昇った朝あさ陽ひが差し込んだ。

　真正面から太陽に照らされた長嶺帝は、その光に向かって胸を張り、真っすぐに太陽を指さして言った。

「見よ！　陽光は我と共にあり！　帝国は滅びぬ！　永えい劫ごうに天地を照らし出すであろう！」

「ぉおおおおお！」という言葉にならないどよめきが、司令部の中に広がる中で、伏ふせ龍たつが叫さけんだ。

「旭あさ日ひまさに天てん子しを照らし、世にしろしめす！　帝国は磐ばん石じやくなり！」

　その言葉を聞いた将兵たちは、口々にその言葉を唱しよう和わした。

「帝国は磐石なり！」「帝国は磐石なり！」「帝国は磐石なり！」

　参さん謀ぼうの中には、感極まっていたのだろう、声を上げて泣き出す者も数多かった。

　ミーネが、晴せい凛りんの服の裾すそを、ちょいちょい、と引っ張った。

「どうしました？」

「あー、えーと、晴凛。あらかじめ言っておくが、わしは馬ば鹿かではない。馬鹿ではないが、帝国の慣ならわしとか、言葉とか、知らんことがある。

　シムールとして生まれ育ったのじゃから、それは仕方がない。仕方がないことなのじゃ。それでな、何が言いたいかというとだ……」

「磐石って言葉の意味ですか？」

　ミーネは目を丸くした。

「なぜわかったのじゃ？」

「わかりますよ、ミーネ姫の考えていることくらい」

　晴凛がにっこり笑うと、ミーネは顔を赤くして目をそらした。

「そ、そうか……」

「磐石というのはですね、大きな岩の意味です。大きな岩は重たくて、動いたり揺ゆらいだりしませんよね？　つまり、帝国は磐石なり、というのは、帝国はしっかりして揺るがないぞ、という意味です」

「そうか、それで、帝国は磐石なり、と唱和したわけか。うむ、帝国が磐石なら、シムールは風じゃな」

「風ですか？」

「うむ、ひとところに留とどまることなく動き続け、ひとたび巻き起これば、草木も家もなぎ倒す。シムールはそういう風じゃ」

「なるほど、そう言われてみれば確かにそうですね」

　感心する晴凛を見て、ミリンがポツリ、とつぶやいた。

「賢い人間が気の利いたことを言っても、誰も感心しまセンが、馬鹿な山やま猫ねこがたまに気の利いたことを言うと、感心されマすね。悪いコトをしていた連中がイイコトをすると、えらく褒ほめラレるのと同じデすネ」

「黙だまれ行かず後ご家け！　お前も人のことを言える立場か！　男にモテる女なら、化粧も仕草も板について普段から女っぽいのに、男と縁がない生活を送っているお前は、たまに光こう凛りんの前に出ると顔を赤くして、女っぽくなって実にキモチワルイではないか！」

「な！　ナんてことを言いやがりマスか！　このミリン。光こう凛りん殿の前に出たからといって、顔を赤くすることなどありマセン！　ええ、ありマセンとも！」

「まあまあ、二人とも、伏ふせ龍たつさんが、これから帝都入城の予定を説明しますから、お静かに……」

　晴せい凛りんが小声でたしなめると、ミーネとミリンは慌あわてて前を向いた。

「ほら、ごらんなサい。躾しつけが悪い山やま猫ねこのせいで、恥はじをかきマした」

「わしのせいにするな！」

　伏龍は小声でごちゃごちゃ言い合っている二人を見て苦笑いを浮かべると、居並ぶ参さん謀ぼうたちに向き直った。

「後こう顧この憂うれいが晴れた今こそ長ちよう嶺れい帝を奉ほうじ、帝都に凱がい旋せんするときであります！　帝都には、長嶺帝を亡き者にして帝国の専横を企たくらんだ、菰こも野の盛せい元げんとその眷けん属ぞくが、未だ我が物顔でのさばり返っております！

　このような愚ぐ劣れつな連中が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする帝都に、長嶺帝様をお返しするわけには参りません！

　我々が帝都に赴く理由は、勝利の宴うたげのためでも、栄誉の凱旋のためでもありません！

　腐った帝都の隅すみ々ずみまで大掃除し、住み着いた鼠そ賊ぞくを退治し、傾きかけた帝国の屋台骨を元に戻す！　それが理由です！」

　伏龍の言葉を聞いた榎えのき耶や将軍は、大きくうなずいた後で言った。

「まさしくその通り！　菰野盛元は、長嶺帝は世継ぎを残さずにシムールの手によって死んだ、と主張し、王宮内で勝手に禅ぜん譲じようの儀式を執とり行い、みずからを新しん皇のうと称するに至った！　悪逆非道たる簒さん奪だつ者を追放し、再び玉ぎよく座ざに長嶺帝様をお戻しするのが、我らの使命である！　我が軍が向かうは帝都なり！」

　そして、榎耶将軍は長嶺帝の前に進み出ると、右の拳こぶしを左手のひらに当てる武人の礼を取り、一礼して言った。

「皇こう帝てい陛へい下か、我らはこれより再び帝都に龍りゆう旗きを掲げるために、軍を進めます。陛下の祖そ霊れいのおわします帝都を戦場となすことをお許しください」

　長嶺帝はしばらく考えていたが、やがてはっきりとした声で答えた。

「帝都は祖霊のおわす神聖なる場所なり。なれど、我が祖霊は縁なき者に祀まつられるを喜ぶことはあるまい。たとえ、王宮が灰かい燼じんに帰するとも、縁の血脈をもって余が祖霊を祭さい祀し成せば、祖霊は満足し、我が帝国の鎮ちん台だいとなってくれると信ずる。

　帝都を戦場と成すことはやむを得ぬ。王宮が灰燼に帰すもやむを得ぬ。なれど帝都に住まう民たみの家屋敷を失うは許さぬ。余はこれ以上の血が流れぬことを願う」

「御ぎよ意いのままに！」

　榎耶将軍がそう答えると、その場にいたすべての将兵が無言のまま頭こうべを垂れた。

　紫し芹きんに付き添われた長嶺帝が、司令部を出て馬車に戻るのを見届けた伏龍は、大きく深呼吸した。

　──さて、儀式は終わった。これからが、俺たちの本当の仕事だ。

　伏ふせ龍たつは自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、司令部の中に戻って、声を張り上げた。

「決戦は次の段階に入りました。ここに、各部隊の指揮官宛てに、作戦の目的と具体的な行動目標について書かれた命令書があります。これより、これを伝令兵に託し、前線部隊の指揮官に配布します。

　諸君らの中には、我が軍が何ゆえに帝都に勝利を知らせる伝令を走らせないのか、疑問に思う者も多いでしょう。

　考えてもらいたい。勝ったと知らせる相手は誰なのか……それを。

　長ちよう嶺れい帝が勝利したことを知ったら、帝都に巣くっている連中が何をするかわかりません。私は、それを恐れているのです！

　王宮に巣くう菰こも野の一派は、最後の悪あがきをするかもしれません。帝都の中では、私と志こころざしを一ひとつにする者たちが、やつらを抑えるために動いておりますが、多勢に無勢であり、予断を許しません。

　我々は迅じん速そくに行動する必要があります。これより各部隊は命令書の通り配置に付き、行軍態勢を整えていただきます！

　行軍進発は巳ね刻こく。隅ぐう中ちゆう正せい刻こく！

　先行騎兵部隊の帝都到着予定は未み刻こく！　皇こう帝てい陛へい下かご到着は、戦勝吉きつ祥しようの印したる申しん刻こく！　承しよう安あん軍との戦いが終わっても、まだ敵は残っております！　気を緩めることなく、皇こう帝てい陛へい下かを帝都まで護まもり抜きましょう！」

「応おう！」

　参謀をはじめとする将兵たちは、声を合わせて答えると、一いつ斉せいに動き始めた。

　命令書を読み合わせて職務を分担する者や、補給担当の参謀に補充物資の有無を訊きく者、自分の指揮する部隊のところに急いで戻ろうとする者でごった返す中を、伏龍が晴せい凛りんとミーネの前にやってきた。

「おお！　カッコよかったぞ伏龍！　まるで本物の軍師みたいじゃった！」

「みたい、は、ねえだろう。俺はこう見えても本物の軍師だぞ！」

　伏龍は苦笑いを浮かべてそう答えた後で、晴凛とミーネを見て言葉を続けた。

「晴凛とミーネ姫、シャール姫には、命令書はない代わりに、俺が口頭で命令を伝える。孟もう旗き中将には、長ちよう陽ようの渡しの北岸にある防御陣地で配置についてもらう。シムール騎兵と北域国騎兵は、北岸一帯の敗残兵掃そう討とうだ……北域国軍の主力は後ご詰づめに回ってもらうことになった」

「では、晴凛もここに残るのか？」

　不満そうな顔をするミーネを見て、伏龍は首を振った。

「いや、北域王である晴凛は長嶺帝と共に帝都に入城してもらう。長嶺帝が王宮に入ったら、直ただちに勅ちよく任にんの儀を執とり行い、皇帝の名で正式に北域王として奉ほうぜられる。

　名実共に本物の北域王になるってわけさ」

「いきなりですか？」

「言っただろう？　迅じん速そくをもってよしとなすって。菰こも野の一派が帝国を簒さん奪だつして専横を始めたのを見て、地方に領地を持つ有力者や、荘しよう園えんを持つ高級官僚のほとんどが、菰野派に見切りをつけて帝都から逃げ出した。

　菰野派が帝都から追い出されて、長ちよう嶺れい帝の親政が始まったと聞けば、そいつらはあっという間に帝都に戻ってきて、また我が物顔で帝国を動かし始めるだろう。

　そうなる前に、お前に宮中の位を授さずけ、北域王として奉ほうずるのと同時に長嶺帝を補佐する筆頭執政官に任命して既成事実を作ってしまおうってわけさ」

「筆頭執政官？　聞いたことがない役職ですね」

「そりゃそうだ、今から七十年位前に二代目の皇こう帝ていが病やまいで倒れ、代わりに執務する摂せつ政しようも同じ病に倒れ、皇帝の執務を代行するために急きゆう遽きよ設けられた役職だ。摂政が病から回復するまでの二十日間しか使われなかった。知っている人間のほうが少ない……」

　伏ふせ龍たつはそこで言葉を切ると、にやっと笑って付け足した。

「逃げていた官僚どもが戻ってきて『勝手なことをした、専横だ！』と横よこ槍やりを入れても『前例に従ったまでです』と突っぱねることができる。やつらは前例踏とう襲しゆうを否定できない。官僚の仕事ってのは、前例を積み重ねることで最適化されていくようなところがある。前例の否定は自分たちの価値観の否定になっちまうからな」

「晴せい凛りんは北域王になるのであろう？　ならば、それでいいではないか。なぜ役職だの位だのが必要なのじゃ？」

　不満そうな顔をするミーネを見て、晴凛は微笑ほほえんだ。

「北域王の勅ちよく認にんというのは、いわば皇帝陛へい下かから『お前に北域を任せる』という治める場所を指定した領主の証明書みたいなものなんです。

　んでもって宮中の位というのは、王宮の中にある、皇帝陛下のお住まい──内だい裏りっていうんですけどね──ここに入るためには一定以上の身分が必要である、というしきたりのためです。今の私は無位無官ですから、このままでは皇帝のおそばに近づけません。そこで、私に位を授けて、しきたりに引っ掛からないようにしよう、というわけです。

　そして、役職というのは、王宮の中で帝国を動かす権限の一部を与えてもらうってことです。ほら、シムールでも百人隊長とか千人隊長とか、そういう権限を持った役職があるじゃないですか。それと同じです」

「そうか、そうじゃな……で？　わしはどうすればいいのじゃ？　わしだけではない、シャールも、この行かず後ご家けもおる」

「ちゃんと名前を呼びなサい！　行かず後家だけでは、誰のコトだかわからナいでシょう！」

　眉まゆ毛げを逆立てるミリンを見て、ミーネは首を振った。

「いや、わかる。誰が聞いてもお前だとわかる。この世に行かず後ご家けは数々いるが、お前は正真正しよう銘めいの行かず後家、元祖行かず後家にして本家行かず後家。まさに行かず後家の頂点に立ち、他の追つい随ずいを許さぬ行かず後家の最さい高こう峰ほうがお前じゃ！」

「……まったく、ちょいと帝国語が話せるようになったと思ったら、余計な言葉ばかり覚えヤがりましタね。一度じっくり、拳こぶしつき合わせて話をしまシょう」

「じっくり話をするときに、つき合わすのは膝ひざじゃ！　拳ではないわ！」

「いえ、拳デす。私の拳ト、あなたの頭を突き合わせるのデす」

「それは殴なぐると言うのじゃ！」

　いつもの口喧げん嘩かを、伏ふせ龍たつが笑いながら止めた。

「ミーネ姫やシャール姫にも、内だい裏りに入れる位が与えられることになる。北域王の奥方なんだから当然だな」

「お、奥方？」

　伏龍の言葉を聞いて目を丸くした後で、ミーネは頰ほほを赤くして、にへら、と笑った。

「そうかー、奥方かー、そうかー、うんうん」

「奥方、という言葉を聞いただけで顔を赤くする山やま猫ねこは、実にキモチワルイですね」

「うるさい！　お前には縁の遠い、いや、縁のない言葉だからといって、嫌いや味みを言うでない！」

「まあまあ、とにかく、宮中でのしきたりや、位や、そういうのは、おいおい教えていくけど、問題は今日これからのことだ」

「今日これから？」

「そうだ、ちょうどよかった。まとめて説明したいから、シャール姫とメンミも呼んできてくれないか？」

「わかった、呼んでくる！」

　ミーネはそう言うと、素早く走り去った。

　スたたたたっ、と走り去るミーネを見送って、伏龍はつぶやいた。

「ああいう気軽さ、というのは、帝国の普通の女の子にはない部分だな」

「単に、子供なだけデス」

「子供であることは認めるけど、多分に性格だと思うな。あの屈くつ託たくのない明るさは、普通の女の子にはない部分だ」

　晴凛がそう言って微笑ほほえむと、天幕の外から、シャールとメンミ、そしてミーネの声が聞こえてきた。

「まったくもう、何をそんなに急がせるのよ、この山猫め！」

「メンミ！　そんなことを言うものではない。ミーネ姫は、晴凛様と伏龍殿に呼ばれて、私たちを連れに来ただけなのだから。あのお二人に呼ばれたのなら、何を差し置いても行くのが当然ではないか！」

「それはそうですけど、お化粧もしていないお姉さまの寝起きの顔を見せるのは忍びなくて……」

「そ、そんなにひどい顔なのか？」

「あー寝起きだろうが何だろうが、別に構わん！　そもそも晴せい凛りんはそんなことを気にする男ではない。長年連れ添ったわしにはよーくわかるのじゃ！」

「長年連れ添った……って、晴凛様がお姉さまと知り合ったのは、侘タ瑠ル徒ト攻略のときなんだから、あんたと数ヶ月も違わないじゃないの！」

　わいわい言いながら、司令部の天幕の入り口から姿を見せたシャールとミーネとメンミを見て、伏ふせ龍たつが言った。

[image: ]

「わざわざ来てもらったのは、他でもない。ミーネ姫もシャール姫も、ミリンさんもメンミも、これから長ちよう嶺れい帝と一いつ緒しよに、帝都に凱がい旋せんしてもらう。そして、そのときにシムールの礼装を着て欲しい！」

「礼装ですか？　正式の礼服は持参しておりませんが……」

　目を丸くして答えたシャールを見て、伏龍は首を振った。

「いえ、正式の礼装でなくてもいいんです。とにかく一番華はなやかな衣装を身につけて欲しい。それを着て晴凛と一緒に帝都に乗り込んでいただきたい。

　帝都の人間は本物のシムールを見たことがない。シムールというのは、野や蛮ばんで鬼のようなやつらだと思い込んでいる。そういう偏見で目が曇くもった連中に、シムールの美しさ、気高さを見せ付けてやって欲しい！

　帝都の女の子たちが真ま似ねしたがるような、帝国の中にシムール風の着こなしが流行するような、そんな姿を見せ付けて欲しいんです！」

「ミリンは連れていかんほうがいいと思うぞ。シムールが鬼だというのを証明してしまう」

「失礼ナっ！」

「何が失礼なものか。人に向かって、拳こぶしをつきつけて話そう、などと言うやつは鬼に決まっとる！」

　ミリンはミーネをにらみつけると、ふふん、と笑った。

「わかりマした。では、礼装はご自分デ見つけて、ご自分で着付けシてくだサい。私はシャール様とメンミの衣装合わせをシて参りますノで」

「え？」

　ミーネは目を見開いた。

「あ、いや、それは困る。わしは衣装がどこにあるのか、どうやって着付ければいいのかわからんのだ」

「ほら、見なサい。このミリンがいなければ、何もできないクせに、何をいっちょまえに言っているのデすか！　えらそーなことを言うノは十年早いデすね！」

「ははは、ミーネ姫の負けだな。おとなしくミリンさんの言うことを聞いて、着付けしてもらったほうがいいな」

「うー」

　不満そうな顔をするミーネを見て笑っている晴せい凛りんに、伏ふせ龍たつが言った。

「何を他ひ人と事ごとのように言っているんだ。お前も着替えるんだぞ？」

「え？　僕もですか？」

　目を丸くする晴凛を見て、伏龍は、おいおい、という顔になった。

「長ちよう嶺れい帝が帝都に凱がい旋せんするんだぞ？　豪ごう華かな車列を仕立てて、堂々とだ。延えん喜ぎ帝国の皇こう帝ていは長嶺帝しかいない。帝国は長嶺帝の下もとで再生し、新たな一歩を踏ふみ出すんだってことを、帝都の住民に強く見せ付ける必要があるんだ。

　そして、長嶺帝と北域王であるお前が世直しをするんだってことを、天下に知らしめる必要がある！

　立派な格かつ好こうで乗り込まなくちゃならないのは、ミーネ姫やシャール姫だけじゃない。お前も……いや、お前のほうが重要なんだぞ？」

「いや……だって、僕はそんな衣装を持っていませんよ？　持っているのは普段着とちょっとしたよそ行きの服だけです。

　というか、考えてみれば、僕は今まで一度も正式な儀式に参加したことがないんです。礼服なんか持っていませんよ」

　伏ふせ龍たつは、しまった、という顔をした。

「そうか、そう言えばそうだ。軍人の礼服はあるが、域王にふさわしい礼装は持ってこなかった……あるのは長ちよう嶺れい帝の礼装だけか……軍人の礼装は物々しすぎて、警戒されちまうだろうなあ……」

　そのとき、おずおずとシャールが言った。

「あの……ございます……晴せい凛りん様の礼装、というかよそ行きの服」

「何だって？　どこにあるんだ？」

　シャールは下を向いたまま答えた。

「わたくしの衣装箱の中……です」

「何でお前が持っておるのじゃ！」

「あ、いえ、よこしまな気持ちではございません……こういうこともあろうかと、エオル王とご一いつ緒しよに北域巡行をしたときの予備の礼服を……私の衣装箱の下に入れておいたのです……」

　伏龍は目を輝かせた。

「ああ、あれか！　あの服なら、見み劣おとりはしないな。シムール風だが、そのほうが北域王にふさわしいかもしれない！　さすがは、シャール姫だ！」

「ああ、助かりました、ありがとう、シャール」

「あ、いえ、そんな……お褒ほめいただくようなことでは……」

　恐縮するように首を小さく振るシャールを見て、ミリンはうなずいた。

「確かに、あの衣装なら見劣りすることハないでショウ。それにしても、やはり内助の功というのハこういうことをイうのでショう。ハミウリ食って騒さわぐしか脳のないどこぞの山やま猫ねこに見習ってもらいたイものデス」

「うるさい！　そもそも何で、シャールは晴凛の服を隠し持っていたのか、理由を訊きいてみろ！　もしかしたら、人目に隠れて服を抱きしめて、くんかくんか匂においをかぐために持っていたのかもしれんぞ？」

「……え？」

　シャールは一いつ瞬しゆん硬直した後で、慌あわてて首を振った。

「そ、そんなこと、す、するわけないじゃないですか！」

「今、一瞬固まったのはなぜじゃ？」

　真っ赤になって下を向くシャールをかばうようにメンミが飛び出した。

「そんなに責めなくてもいいじゃないですか！　別に毎晩やっているわけじゃありません！　お姉さまが晴凛様の服の匂いをかいだのは、三回か四回……いえ五回か六回くらいしかありません！」

「そんなことをやっとるのか！　ホントに？」

「だって、仕方ないじゃない！　ミーネ様は平気で晴せい凛りん様に抱きつけますけど、もしお姉さまがそんなことをしたら、ふしだらだ、身持ちが悪い、と言われてしまうのですから！　晴凛様の服を抱きしめるくらい、何だっていうんですか！」

　シムールの言葉の応おう酬しゆうに大体の察しがつき、伏ふせ龍たつが苦笑いしながら割って入った。

「まあまあ、そういう話は後にしろ。今はとにかく着替えるのが先だ。帝都に向かう隊列の出発まで、あと一いつ刻こく半しかないんだからな！」

「わかりました、デは、早急に仕度させマス」

「私も、晴凛様の礼服を持ってまいります！」

「よろしく頼む。帝都の連中に、シムールの本当の姿を見せてやろうぜ！」

　伏龍はそう言うと、天幕を出ていった。




　帝都凱がい旋せんの隊列の用意が整ったのは巳み刻こくの正刻、今で言うところの午前十時だった。

　太陽の光を浴びて、神こう々ごうしいまでに輝いている皇こう帝ていの乗る玉ぎよく車しやと呼ばれる馬車の前に、榎えのき耶や将軍が進み出た。

　馬車の金の装飾に当たった日光が乱反射し、榎耶将軍の着ている正装の鎧よろいに、小さな光の水玉模様を作った。

　榎耶将軍は片かた膝ひざをついて、武人礼の姿勢を取ると、号令で鍛きたえた、よく通る声で言った。

「我が軍は、これより帝みかどを奉ほうじ、帝都に向かいます！　進発のご命令を！」

　金と銀で作られた鎧を身に纏まとった長ちよう嶺れい帝は、すっく、と立ち上がり、玉車の前のほうに設けられた玉ぎよく台だいと呼ばれる金の踏ふみ台に立った。そして、胸を張り、銀の糸を房にした采さい配はいを振って前を指し示して言った。

「余はこれより我が祖そ霊れいの祀まつられし宮中に帰還する！　軍を進めよ！」

「御ぎよ意い！」

　榎耶将軍は片膝をついたまま深く一礼すると立ち上がり、目前に控えている近衛このえ騎兵団に向かって命令を発した。

「全軍進発！　目標、帝都！」

「応おう！」

　兵士の声が答えるのと同時に、大おお太だい鼓こがどどん！　と打ち鳴らされ、ラッパ手が一いつ斉せいに進軍ラッパを吹き鳴らした。

「龍りゆう旗きを掲げよ！」

　榎耶将軍の号令と共に、銀地に金糸で大きく龍りゆうが刺し繡しゆうされた巨大な旗が、ゆっくり、と持ち上がる。

　隊列を組んでいた帝国軍の兵士の間から「うぉおおおおおおお！」という歓呼の声が上がった。

　龍りゆう旗きを支えているのは、鎧よろいの下に白い包帯を巻いた龍りゆう飛ひと、帝国儀ぎ杖じよう兵へいたちだった。

　戦場で負傷した龍飛は、ひとりで龍旗を掲げることができないため、旗手の役目を外されるはずであったが、征せい古こ原げんでの彼の働きと精神力に惚ほれ込んだ儀杖兵の指揮官が、龍飛を帝都に入城するときの旗手に、と願い出たのだ。

「前進！」

　伏ふせ龍たつの采さい配はいと共に、大おお太だい鼓こが、どん！　どん！　どんどんどん！　という旋せん律りつで打ち鳴らされ始めた。

　この大きく二拍、小さく連続して三拍という拍子は、王家凱がい旋せんの太鼓と呼ばれ、出陣した皇こう帝ていが、帝都に戻るときに鳴らされる伝統的なものだった。

　近衛このえ騎兵を先頭に立てた皇帝の隊列はゆっくり、と進み始めた。




　長ちよう嶺れい帝の乗る玉ぎよく車しやのすぐ前を先行する馬車の中には、晴せい凛りんを左右から挟はさむように右側にミーネ、左側にシャールが乗っていた。

　ミーネはシャン族の色である白地に青い刺し繡しゆうを施ほどこした長めの民族衣装。シャールは、タッケイ族の色である目の覚めるような赤い色の生地に金の刺繡を施した、少し短めの民族衣装を着ている。

　シムールたち遊牧民族の民族衣装の特徴は、馬に乗ることを前提にした、両りよう脇わきの裾すその切れ込みである。

　俗にチャイナドレスと呼ばれる服にもサイド部分に切れ込みが入っているが、これは遊牧民である女じよ真しん族ぞくの民族衣装を元にしているからである。

　チャイナドレスの下はズボンをはくのが普通であり、素足を見せるようになったのは、洋装の影響である。

　御ぎよ者しやの隣には、正装して化粧したミリン。晴凛たちの席の後ろの随行員のところには、同じく正装したメンミと伏龍が座っている。

　ミーネが伸び上がって後ろを振り返った。

「皇帝の馬車は屋根と御み簾すが付いておらんぞ？　姿が丸見えじゃが、あれでいいのか？」

「ええ、あれが長嶺帝のお望みなんだそうです。皇帝は帝国を隅すみ々ずみまで見なくてはならない。そして、その姿を民たみに示さねばならない。屋根と御簾はその妨さまたげになるので必要ないそうです」

「ほう、少しは自分の頭で考えるようになったようじゃな」

「何をえらそーに言ってマスか。頭の中で考えているのはハミウリのことだけのクセに」

「そんなことはないぞ！　晴凛のことも、わしらの身を護まもることもちゃんと考えておる！　見ろ、この弩いしゆみを！」

　ミーネはそう言うと、自分の右側に置いてあった小型の弩と、矢筒を見せて胸を張った。

　その矢筒の蓋ふたが、密閉できる形であることに気がついたミリンの目が、すっと細くなった。

「……矢筒に蓋がしてアルというコトは、もしかして、中の毒が漏もれないように、という理由ではナイでショウね？」

　ミーネは慌あわてて首を振った。

「あ、いや、中に入っているのは毒ではない！　メンミから貰もらった、矢傷の効果を増す薬じゃ！」

「……まったく、あの毒物娘メ、ロクなことをシませんね。却下デス。矢筒を寄こしなサイ！」

「いや、本当に毒ではないのだ！　この中に入っているのは、トウガラシなのじゃ！」

「トウガラシ？」

「そうじゃ、トウガラシを漬けてあった真っ赤な油じゃ、そいつを矢じりに塗ってあるのじゃ。この矢が当たっても死にはせん。死にはせんが……痛い。それはもうとびっきり痛い。その痛みで戦えなくするのじゃ！」

　ミリンは呆あきれたように答えた。

「傷口にトウガラシを塗り込むようなモノですから、トンでもない痛さデしょうケド……よくまあそんなヒドイものを考えつきマシタね」

「伏ふせ龍たつに教わったのじゃ」

「デ……ショウね」

　そう言ってため息をついたミリンに、シャールが笑いながら声をかけた。

「御安心くださいミリン殿。ミーネ姫の弩いしゆみに出番がくる前に私がこの弓で、晴せい凛りん様と帝国皇こう帝ていをお護まもりいたします！」

　シャールの左ひだり脇わきには、シムールの短弓と、装飾用の花束に見せかけた矢筒があった。

「しっかり守れよ。左側は晴凛の心臓を守る役目なのじゃからな！」

「お任せください！」

　シャールはにっこり笑って答えた。

　晴凛と、そして長ちよう嶺れい帝にとって、このとき、帝都はまだ「敵地」だった。







　　　第三章「帝都は燃えているか」







　長ちよう嶺れい帝を奉ほうじる帝国軍と北域国軍の隊列が、征せい古こ原げんを出て、しばらくした頃。

　帝都の南にある朱す雀ざく門の上で、征古原の方向を見つめていた見張り兵は、視野の中に、ちらちら動く光るものを見つけた。

　──ん？　何だあれは……。

　見張り兵は腰に下げてあった覗のぞき箱を手に取って顔に当てた。

　平べったいその箱は、いわゆるレンズのようなものは付いていない。ただの箱であるが、視野が限られるのと、上から射し込む日光をさえぎることで、遠くのものを集中して見ることができるのだ。

　周囲を覆った見張り兵の視野の中で、チカチカ輝くものの輪りん郭かくが明らかになっていく。

　それは、金色に輝く、小さなものだった。

　その四角いものの周囲にも、同じようにきらきら、と細かく砂粒のようなものがきらめくのが見える。

　──あれは……何だ？

　目に見えたものを、自分の記憶の中にあるものとすばやく照らし合わせた見張り兵は、小さく目を見開いた。

　──そうか！　あれは……龍りゆう旗きだ！　そして、その近くできらめく小さなものは……近衛このえ騎兵の白銀の鎧よろいだ！

　皇こう帝ていだ……長嶺帝が勝ったのだ……そして、この帝都にお戻りになられるのだ！

　見張り兵は手に持っていた覗き箱を放り投げると、朱雀門の上に設けられている鐘しよう楼ろうに向かって走った。

　だが、鐘楼にいるはずの合図係がどこにもいなかった。

　合図係は見張り兵からの報告を受け、鐘かねを叩たたいて帝都の人々と兵士に合図するのが役目である。が、この当番になると、丸一日城門の上の鐘楼に詰めていなければならないため、兵士の中には持ち場をほったらかして、城門の脇わきにある茶店で茶を飲んで、裏の桟さ敷じきで昼寝しているような者も多かった。

　このとき、帝都の警備に当たっていた兵士の規律はそれほどまでに緩んでいた。

　合図係を捜さがして鐘楼の周りを走り回った見張り兵は、どこにもその姿がないことに気がついて、思わず叫さけんだ。

「くそ！　あの馬ば鹿か！　肝かん心じんなときに何をやってやがる！」

　見張り兵は鐘しよう楼ろうを見上げて腹を決めた。

　──俺の仕事じゃないが、馬ば鹿かを捜さがしに行っている暇はない！

　梯はし子ごを上って、鐘楼に下がっている鐘かねの脇わきに立った見張り兵は、木き槌づちを取り上げると力いっぱい鐘かねを叩たたいた。

　カン！　カン！　カンカンカン！　カン！　カン！　カンカンカン！

　大きく二つ、小さく三つ。

　皇こう帝ていの帰還を告げる王家凱がい旋せんの鐘の音が、帝都の中に響き渡った。




　王宮の中にある帝都守備隊の司令部で、その鐘の音を聞いた菰こも野の袁えん翔しようは思わず立ち上がった。

「あれは……王家凱旋の鐘ではないか！　すぐに伝令を南門に走らせて状況を確かめろ！」

「了解しました！」

　本部詰めの伝令が敬礼して部屋を飛び出していくのを見送った副官が、すっと袁翔に近づいて小声で耳打ちした。

「練れん涯がい塾の塾頭に知らせますか？」

「いや、まだだ。帝都の中だけでなく、俺の部下の中にも菰野一派と縁が深いやつがいる。そいつらに気け取どられてはならん」

「わかりました、どんでん返しが通用するのは一回限り、ということですね」

「そういうことだ」

　菰野袁翔と副官が意味ありげな表情でうなずき合った、そのとき。

　ひとりの兵士が息を切らして飛び込んできた。

「南門警備隊の詰め所からの報告！　南域行路南方、征せい古こ原げんに龍りゆう旗きを認む！　龍旗の前に近衛このえ騎兵と思おぼしき白銀の瞬またたきあり、進行方向は帝都！」

　伝令の報告を聞いて、守備隊の本部の中にいた参さん謀ぼうたちがざわめいた。

「帝国軍が勝ったのか！」

「それで王家凱旋の鐘が鳴ったのか！」

「しかし……帝都には新皇帝を名乗る菰野盛せい元げん様がいる……どうするんだ？」

「帝国の証あかしである御ぎよ璽じを持っているのは菰野盛元様だが……あっちには近衛騎兵隊と北域王がいる。いくら御璽を振り回して、俺が本当の皇帝だ！　と言ったところで弓と槍やりにかなうわけがない！」

「そうだ、それに何と言っても向こうは正真正しよう銘めいの皇帝陛へい下かの息子だ。それに比べれば、菰野盛元など、御璽の番人に過ぎん」

　不安そうに小さな声で言葉を交わしている参謀たちを見て、副官が菰野袁翔に小さく目配せをした。

　袁翔は顔を引き締めると、本部の中にいる将兵を見回して言った。

「聞け！　今の伝令の報告の通り征せい古こ原げんにおける、帝国軍と南域承しよう安あん軍との戦いは、長ちよう嶺れい帝を奉ほうじる帝国軍の勝利と決した！

　長嶺帝は近衛このえ騎兵を先頭に立て、帝都に向かって進軍中である！

　だが、帝都では、御ぎよ璽じの占有を理由にして摂せつ政しよう菰こも野の盛せい元げんが新皇こう帝ていを名乗り玉ぎよく座ざに座し、帝都防衛を我らに命じている！

　諸君らに問おう！　諸君らはどちらの皇帝をいただきたいと思うか！

　菰野盛元か！　それとも長嶺帝か！

　菰野につく者は、この場で任を解く！　菰野家の一族の多くはすでに帝都を捨て、東域の敬けい州しゆうに逃げ帰ろうとしている！　その後を追うがいい！

　長嶺帝につく者は、この場に留とどまり、私と共にこの旗印を掲げよ！」

　袁えん翔しようが目で合図すると、副官が持っていた白い布を広げた。

　その布には、黒い墨文字で大きく『尊そん王のう討とう奸かん』と書かれていた。

　副官は旗を机の上に広げると、足元の木箱から白い布の帯の束を取り出した。

　袁翔はその帯を一本抜くと頭の上に掲げた。

「この旗印に賛同し、長嶺帝を奉じて帝都を守ると決めた者は、この白い帯を肩から斜めに掛けよ！

　諸君らは、これより各部隊に赴き将兵に質ただし、同志となる者にこの帯を渡し、王宮前庭に集まれと伝えよ！　急げ！」

「応おう！」

　菰野袁翔の命令を受けた参さん謀ぼうと伝令兵はそう応えると、帯の束を摑つかみ、一いつ斉せいに本部を走り出ていった。

　白い帯を肩から掛けた帝都守備隊の将兵、四千人が王宮の前庭に集まったのは、それから半はん刻ときも過ぎぬうちだった。

　帝都守備隊の将兵の定数は一万。だが、たび重なる出兵と、地方領主の兵の差し出しが行われなかったことから定数は有名無実のものとなり、その実数は五千人に満たなかった。

　集まった将兵を見て、袁翔がつぶやいた。

「思ったよりも多いな……菰野家の子飼いの兵が多いので、半分も集まればいいと思っていたが……」

「菰野家の子飼いと言っても、下っ端の兵士はさほどいい思いをしたわけでもありません。直系の血筋ならいざ知らず、敬州出身という理由で集められただけの人間ですから」

「いい思いをしたのは、上の役職に就いた連中だけ、ということか……いかにも菰野家らしいやり方だな」

　袁翔は吐はき捨てるようにつぶやくと、前庭に集まる将兵の前に立った。

「私と共に長嶺帝を奉ほうじ、帝都防衛のために集まってくれた諸君らに、重大な事実を告げる！　今、この王宮に菰こも野の盛せい元げんはいない！　南域の承しよう安あん軍が攻め寄せたことを知って、一族もろともこの帝都を捨てて逃げたのだ！

　噓うそだと思うのなら、屋敷町に行って見てみるがいい！　菰野一族はありったけの金銀財宝を馬車に積んで逃げようと、必死だ！

　我らには帝都を死守するように言っておいて、このざまだ！

　それだけではない！　よりによって、菰野銀ぎん斉さいは、この帝都を焼き払い、追撃を逃れようと企くわだてている！

　営々と築き上げてきた延えん喜ぎ帝国の都、王宮も何もかも、帝都に住む民たみの家々すらも、自分たちが生き延びるために灰となっても構わない！　これが菰野家のやり方なのだ！

　私は菰野盛元の血を引く者のひとりであるが、菰野家である前にひとりの帝国軍人でありたいと思っている！

　私が尽つくすべきは我が血筋にあらず！　長ちよう嶺れい帝なり！

　今、帝都内には、私と志こころざしを一ひとつにする者たちが、帝都を救うために菰野銀斉の手の者と戦っている！　肩から掛けた白い帯が、その同志の証あかしである！

　私はこれより市街地に赴き、菰野銀斉の手下を捕ほ縛ばくし、帝都を炎から救う覚悟である！　志ある者は我に従え！　いざ！　都みやこ大おお路じへ！」

　菰野袁えん翔しようを指揮官とした帝都防衛隊は、都の市街地に向かって進み始めた。




　一方、菰野盛元と本家筋の者はすでに帝都を脱出し、少し東に行ったところにある塩えん路ろ庄しようという村で休養していた。だが、それ以外のいわゆる外がい戚せきと呼ばれる連中は、屋敷町に残って家財の積み出しにやっきになっていた。

　この連中にはもともとは何の役職もない。そもそも役人でも何でもない。

　菰野盛元が皇こう帝ていとして即位した際に、帝国を動かすにあたって、すべての上級職を菰野一族で固めるために帝都に呼び寄せた連中である。

　帝都の役人になれば、甘い汁が吸い放題。利権で丸まる儲もうけ、と思ってやってきたものの、実入りの少ないうちに、頼みの綱の菰野盛元が都落ちしてしまった。それならば、と金目になりそうなものは全部貰もらっていこう、とばかりに、戸棚や簞たん笥すという家具はもちろん、戸板や間仕切りなどの建具、果ては庭に置かれている庭石まで持っていこうとして馬車が足りなくなったためである。

　持っていけない物はあきらめればいいのだが、それができる人間はとっくに帝都から落ち延びている。

　後に残っているのは、欲が深い、それも飛び切り貪欲で、下げ賎せんな根性の持ち主たちだった。

「おい、何をぐずぐずしている！　早く運び出せ！」

「申し訳ありません銀斉様……積み込む馬車がまだ戻ってきておりませんので……」

「ええい！　何をやっているんだ、塩えん路ろ庄しようまで行って、そこで荷物を降ろし戻ってくるだけではないか。なぜこんなに時間がかかっているのだ！」

「塩路庄までの道は東域行路ですから、道は広いのですが、他の菰こも野の家の皆様の馬車が集つどったために、詰まってしまっているらしく……」

　部下の答えを聞いた菰野銀ぎん斉さいは、忌いま々いましげに言った。

「まったく……あれもこれも持っていこうとする欲の皮の突っ張った連中が多すぎる！」

『お前が言うな』と、喉のどまで出かかった言葉を飲み込んだ部下が、黙だまって頭を下げた、そのとき。

　カン！　カン！　カンカンカン！　カン！　カン！　カンカンカン！

　南門の鐘しよう楼ろうの鐘かねの音が聞こえてきた。

　その旋せん律りつを聞いた菰野銀斉は目を見開いた。

「王家凱がい旋せんだと？　くそ！　長ちよう嶺れい帝め、生き残ったか！　最悪の結果になりやがった！」

「最悪の結果、と申しますと？」

「承安軍は盗賊みたいなものだ、帝都が燃えてしまえば、あきらめて帰っていくだろう。俺たちは敬けい州しゆうを新しい都にすればそれで安あん泰たいだ。だが、長嶺帝が勝ったとなれば、俺たちは反逆者だ。皇こう帝ていは菰野盛せい元げん討とう伐ばつを命じて敬州に攻め寄せてくるに違いない。それまでに何としてでも兵を集め、敬州の守りを固めねばなるまい……」

　菰野銀斉は険しい顔つきのまま、部下に告げた。

「礁しよう傑けつを呼べ！　手下も忘れずに連れてくるように言うんだ！」

「かしこまりました」

　部下は一礼すると、銀斉の前から立ち去った。




　それから半はん刻ときほど過ぎた頃。帝都の南大通りは、大声で叫さけびながら南門に向かって走っていく人々で埋うめ尽つくされていた。

「皇帝陛へい下かの凱旋だ！　長嶺帝が帝都を守ってくださったぞ！」

「南門へ行け！　南門でお出迎えするんだ！」

　口々に呼び交わしながら走っていく人々の流れに逆らって、住宅の密集する北に向かって歩いていく、人相の悪い、見るからに無法者っぽい姿の二人連れがいた。

「礁傑の兄貴……また火付けの仕事ですかい？　前に苑その山やまの一族の家を焼いたときは、大おお騒さわぎになりましたが、今度はもっとでっかい火事にしなくちゃなんねえんですよね？」

　派手な模様の入った見るからに品の悪い服をだらしなく着崩して、腰に幅の広い鉈なたのような剣を下げた男が、慌てて手下らしいチンピラ風の貧相な男を叱った。

「馬ば鹿か野郎！　人通りのある場所で、そんなことを堂々と口にするんじゃねえ！」

「あ、すいません、兄貴……でも、そんな大火事を出したら、えらいことになるんじゃねえんですかい？」

「いいんだよ、後のことは考えなくても。俺たちは菰こも野のの旦だん那なから金を貰もらって言う通りに動いてりゃ……苑その山やまの屋敷を焼いたときだって、何のお咎とがめもなかっただろ？」

「へい、役人どもも、兵隊も知らん顔でした……」

「そういうことよ、みーんな菰野の旦那が裏でちゃんと手を回してくれているんだ。先のことなんか考えるこたあねえんだ。そういうのは偉い人に任せておきゃあいい」

「わかりやした。さすが礁しよう傑けつの兄貴は、頭がいいや」

　下っ端のチンピラは、そう言って感心した後で、何かに気がついたように顔を上げた。

「あ、でも、礁傑の兄貴、火を付けるには、燃えるもんが必要ですぜ？　俺たち、焚たき付けになるような薪まきも油も持っていませんけど……」

　礁傑はにやり、と笑った。

「安心しろ。俺たちがこれから火を付けに行く場所には、もう最初から薪や油が用意してあるそうだ。俺たちは薪の上に壺つぼに入った油を撒まいて、ぼろ布に火をつけて投げ込むだけでいいんだとよ」

「へえ、すげえっすね。ずいぶん手回しのいい話ですね」

「あたりめえだ。俺たちが火を付ける場所は一箇所じゃねえんだ。俺とお前、遼りよう仁じんと参さん銅どう、それと印いん暁しようの五人で、全部で二十箇所に火を付けなきゃならねえんだ。もたもたしてる暇はねえんだよ」

「でも、そんなにたくさんの場所に火を付けたら、都は大火事になっちまいやすね。俺たちの家も燃えちまうんじゃねえかと思うんですが……」

「いいんだよ、燃えちまっても。菰野様は、この古い都を燃やして、敬けい州しゆうに新しい都を作りなさるそうだ。その上、俺たちを、その新しい都の賭と場ばの元締めにしてくれるって話だぜ」

　下っ端は目を輝かせた。

「賭場の元締めっすか！　すげえ！　それって、俺たちが、今、この都を牛ぎゆう耳じってる紅こう老ろう頭とうみたいになれるってことっすよね？」

「そういうことだ、上納金を払う側じゃねえ、取り立てる側に回れるってことさ」

「それを聞いたら、いきなりやる気が出てきやした！　帝都を火の海にしてやりやしょう！」

「だから、大声でそういう話をするんじゃねえ、と言っているだろうが！」

　下っ端を叱しかりつけながら礁傑がやってきたのは、木造の古い倉庫が密集した屋敷町の裏手にある細い路地だった。

「屋敷町の裏手にこんなところがあったんですね」

「ここは昔の穀物倉だ。都の南を流れる用水が広くなって、船が使えるようになるまで、南域の米は馬車で運ばれてここに積んであったんだとよ。今は古い文書を置いておく文書蔵になっているそうだ」

「文書蔵ってことは、紙が詰まってるってことですか？　そりゃあよく燃えそうだ」

「菰こも野の様のやることだ、抜かりはねえよ……ええっと、確か庚かのえ申さるの三十一番って蔵だったはずだ。ちょっと待て、書かき付つけを調べる」

　そう言って懐ふところから書付の紙を取り出した礁しよう傑けつを、下っ端は羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見た。

「すげえよな礁傑の兄貴は、読み書きできるんだものなあ……」

「褒ほめるなよ、照れるじゃねえか……おっとここだ、庚申の三十一番！　よし、入るぞ！」

　古い木造の倉庫の扉を開けて中に入った礁傑は、顔をしかめた。

「うへえ、埃ほこり臭くせえ……おい、どッかに油の入った壺つぼがあるはずだ、探せ！」

「へい！」

　そう言って倉庫の奥に踏ふみ込んだ下っ端が、声を上げた。

「ありやした！　これだと思います！　埃かぶってねえ壺が三つあります！」

「中には油が入っているって話だ、蓋ふたを開けて匂においをかいでみろ」

「へい！」

　蓋を開けて、どろっとした液体に顔を近づけた下っ端は、顔を上げてうなずいた。

「間違いありやせん、油でさあ！」

「よし、待て、今、火を付ける」

　礁傑はそう言うと、懐から火ひ打うち石いしと切きり鎌かまを取り出して、細かくほぐした綿くずの上で、火打石の表面に切鎌を、引っかくように打ち付けた。

　チッ！　チッ！　という金属音の後で、礁傑の前に広げた綿くずの中から細い白い煙が立ち昇った。

　礁傑はすばやく綿くずを丸め、ふうふう、と息を吹きかけながら、下っ端に言った。

「よし、火が付いた！　おい！　そこに積んであるぼろ布と、古い紙の束をよこせ！」

「へい！」

　下っ端が差し出したぼろ布と丸めた紙に、燃え上がった綿くずを乗せて包み込むと、布と紙は炎を上げて燃え始めた。

「いいぞ、壺を倒して油を撒まけ！」

　礁傑が命令した、そのとき。

　蔵の出入り口のほうから、何人もの人間が走り込んでくる、だだっ！　という足音と共に、声がした。

「それまでだ！　菰野銀ぎん斉さいに雇われたごろつきどもめ！　さっさと火を消して出てこい！」

　慌あわてて振り返った礁傑たちの前に立っていたのは、手に手に六尺しやくほどもある棒を持った、五、六人の二は十た歳ちくらいの若い男たちだった。

　何かの目印なのだろう、みんな揃そろって肩から白い帯を袈け裟さ掛けに巻いている。

「何だ、てめえらは！　見たところ役人でも衛兵でもなさそうだが……菰野銀斉様の名前を知ってるなら話は早い。いかにも、この俺は菰こも野の様のお言い付けで仕事をしてるんだ。

　邪じや魔まをするやつはぶっ殺すぞ！」

　礁しよう傑けつはそう言うと、手に持っていた火を下っ端に渡し、腰に吊つるしてあった剣、というより鉈なたに近い形状の刃物を抜いた。

　帝都の住人に『無む法ほう刀とう』と揶や揄ゆされているこの刃物は、その名の通り、帝都をうろつく無法者が持ち歩いている剣だった。

　腰に剣を吊って都を歩けるのは、役人と兵士だけである。それ以外の者は剣を帯びることはできない、というのが都の法である。

　だが、鉈なたや鎌かまといった生活に必要な刃物は、この法には触れない。

　そのため、礁傑のような無法者は、咎とがめられたら『これは鉈でございます』と言い逃れできるように、限りなく鉈に近い、幅広の刃物を剣のような鞘さやに入れて持ち歩いていた。

　六尺棒を持って構えた若者たちを見て、礁傑はにやり、と笑った。

「そんなへろへろ棒なんざ、俺のこの剣で真っ二つにしてやる！　さあ、かかってこいよ！」

「そうだぞ！　礁傑の兄貴が持ってるそいつは、どんな太い薪まきでも、節だらけでも真っ二つだ！　仕事がねえときは、薪割りやって稼いでいるんだからな！」

「うるせえ！　余計なことを言うんじゃねえ！　おめえはさっさと壺つぼを蹴け倒たおして油を撒まいて、そこに火を投げ込め！」

「へ、へい！」

　下っ端はそう答えると、目の前に並んでいる壺を思い切り蹴倒した。

　がちゃん！　という音を立てて壺が割れ、中の液体が、ざばあ、と床に広がる。

　薪とぼろ布に染み込んだ辺りに持っていた火種を投げつける。

　火種は、その場でぱっと燃え上がる……と思ったが、その逆で、じゅう……と音を立てて消えてしまった。

　剣を構えて若者たちをにらみつけていた礁傑は、いつまでたっても火の熱さが伝わってこないことに気がついて、焦あせったように聞いた。

「どうした？　火は？」

「き、消えちまいました……」

「なんだと！」

　振り返った礁傑の目の前で、四つんばいになり床に広がった液体に手をつけ、その匂においをかいだ下っ端は目を見開いた。

「礁傑の兄貴！　こりゃあ、油じゃねえ！　水でさあ！」

「水？　そんなわけねえ！　さっき蓋ふた開けて匂いをかいだときは、間違いなく油だったじゃねえか！」

「からくりを教えてやろうか、礁傑！」

　迫力のある声を聞いて振り返った礁しよう傑けつの前に、木の棒を持った若者を搔かき分けて姿を見せたのは。守備隊長の菰こも野の袁えん翔しようだった。

「え、袁翔！」

「銀ぎん斉さいが見捨てても惜おしくない手下と言えば、お前くらいのものだと思って来てみたら、やっぱりお前がいたか……そこに置いてあった壺つぼの中身は水だ。油は上のほうにあるだけだ。いちいち搔かき混ぜて中身を確かめるなんて、几き帳ちよう面めんなことはやらんと思ったが、思った通りだったな」

「く、くそ……」

　嚙かみ締めた歯の間から押し出すように、そうつぶやいた礁傑を見て、袁翔は言葉を続けた。

「今さら暴れても仕方ない。おとなしく捕まれ。なに、殺しはしない。それどころか、ちゃんとメシ食わせて養ってやる。自由にさせるわけにはいかんがな……」

「どういう意味だ？」

　怪け訝げんな顔をする礁傑に、袁翔はにやり、と笑いかけた。

「お前さんは大事な証人だということだ。菰野銀斉がこの帝都を火の海にしようとしていた、ってことのな……」




　礁傑と下っ端を捕ほ縛ばくした菰野袁翔が文書蔵を出たところへ、他の現場に向かっていた部下からの伝令が次々にやってきた。

「下屋敷町の馬屋で、放火犯一名を確保！　出火しましたが、家屋に延焼する前に消火しました！」

「西にし木き市場の油問屋裏手で、放火犯二名を確保！　激しく抵抗したため、やむを得ず一名を切り伏せました。重傷ですが、生命に別状なし！」

　報告を受けた袁翔は、目の前にいる縄なわで縛しばられた礁傑に訊きいた。

「おい、礁傑。菰野銀斉から火付けを請け負ったのは、お前ら二人と、他に三人、合計して五人だったな？」

　礁傑は目を見開いた。

「な、何でそれを！」

「なに、いろいろツテがあってな、お前らの所業は筒抜けさ。立ち回り先に人を配しておけたのも、そのせいだ。さて、本部に戻るとするか」

　袁翔は部下に向かって言った。

「よし！　こいつらを連れていけ！　それと、烽ほう火か台に人をやって、狼煙のろしを上げるように伝えろ。白煙一条だ。長ちよう嶺れい帝と北域国軍にはそれでわかる！」

「了解しました！」

　敬礼して走り去っていく部下を見送った袁翔は、東の空を見て、皮肉げな笑えみを浮かべた。

「もっとも、塩えん路ろ庄しように逃げた連中が見れば、拍子抜けする程度の煙だろうがな……」




　菰こも野の袁えん翔しようが練れん涯がい塾の塾生たちと放火犯を捕まえていた、その頃。長ちよう嶺れい帝を奉ほうじる帝国軍と北域国軍の隊列は、南域行路を帝都に向かって粛しゆく々しゆくと進んでいた。

　遠く、地平の先に小さく点のように見えていた帝都の城壁が、豆粒ほどの大きさになったとき、晴せい凛りんの馬車に乗っていた伏ふせ龍たつが立ち上がって目を凝らした。

「煙はない……ように見えるが、俺の目ではいまいち信用できねえな……」

「おい、何をごそごそやっておるのだ。酒でも探しておるのか？」

　振り向いて声をかけてきたミーネを見て、伏龍は笑いながら答えた。

「酒は帝都で飲むことに決めているんでね……それよりも、ミーネ姫に頼みがある。帝都の様子を見てもらえませんか？」

「帝都の様子じゃと？」

「そうです、何か変わった様子はあるか？　こう、煙が立ち昇っているとか……」

　ミーネは目を細めて帝都の城壁を見つめた。

「煙などどこにもないぞ？」

「本当か？　ひと筋も？」

「ああ、狼煙のろしを見分けるシムールの目をもってしても、ひと筋の煙も見えん……ん？」

　ミーネの表情が変わった。

「煙が見える……あれは煮に炊たきの煙ではない、狼煙じゃな」

　伏龍は顔を上げた。

「本当か！　煙の色は？　何本だ！」

「狼煙の色は……白。数は一本じゃ！　なあ、シャール、見えるじゃろう？」

「はい、私の目にもそう見えます」

　ミーネとシャールの言葉を聞いた伏龍は、両手を握って、嬉うれしそうにうなずいた。

「作戦成功だ！　帝都は俺たちの手に落ちたぞ！」

「……ということは、菰野盛せい元げんとその一族は、帝都から逃げ出したということですね？」

「そうだ。これで無む駄だな戦いをせずにすむ」

　嬉しそうに笑う晴せい凛りんと伏龍を見たミーネは、不満そうに言った。

「何じゃ、また、わしの知らんところで、二人して何やらワルダクミをしておったようじゃが……策ばかり立てておると、信用を失うぞ」

　伏龍は首を振った。

「いいんですよ、俺は信用されなくても。晴凛が信用されれば無問題さ。

　物事ってやつには、裏と表がある。そのどっちが欠けても上う手まくいかねえし、ひとりで両方やろうとすれば、無理が出る。

　表が晴せい凛りん、裏が俺、みたいに分担しているから、北域国は上う手まく回せてこれたんだ。帝国もこのやり方で立て直すつもりさ」

　ミーネが隣にいる晴凛をチラッと見て、心配そうに小声でつぶやいた。

「晴凛は、人を疑うとか、人の行いを悪いほうに取るとか、そういうことをしない人間じゃ。人を信じることをためらわん。本当は、そういう人間のほうが強いのじゃ……わしは最近それに気がついた。

　じゃが、強い言葉と強い態度で、俺は強いんだと見せ付けねば、強いと思われない、と思い込んでおる薄っぺらな馬ば鹿かは、人を信じて許すことを、弱さの現れと思うじゃろうな……」

「安心しろ。俺がそういう馬鹿を相手にする。強い言葉と強い態度で欲望をむき出しにした人間が強い人間だと思い込んでいる、犬いぬ猫ねこ並みの頭しか持っていない馬鹿をな……」

　伏ふせ龍たつは小さく笑った後で、少しずつ近づいてくる帝都の城壁を見つめながら言葉を継いだ。

「……やりがいがある……というか、楽しめそうだぜ」

　長ちよう嶺れい帝の隊列は、さらに帝都に近づいた。

　そして、城壁に積まれた石いし垣がきの石の目が、わかるほどに近づいたとき。

　帝都の方角から、潮しお騒さいのような音が聞こえてきた。

　高く、低く、ざぁあああああっ、という波のような音が、絶え間なく響いてくるのだ。

「あれは……何の音でしょう？　矢音ではないようですが……」

　シャールは警戒するような口調でそう言うと、弓と花束に偽装した矢筒を引き寄せた。隊列の先頭を見ていた伏龍が小声で言った。

「先行する近衛このえ騎兵から伝令が来たようだ。おそらくあの音についてだろう。隊列を止めよう」

　伏龍はそう言うと、手に持っていた軍師の采さい配はいを高く差し上げて左右に振った。

　その合図を見たのだろう。即座に信号兵が停止を告げる太たい鼓こを、どどんどん！　どどんどん！　と二回打った。

　太鼓の音を聞いた後列と前列の信号兵が、すかさず同じ拍子で太鼓を打つ。

　停止信号の太鼓の音は次々に前と後ろに伝わっていき、やがて、隊列は、ぴたり、と停まった。

　隊列の前のほうから、白銀の礼装を身に纏まとった近衛騎兵が三騎、走ってきて、伏龍の前で停まった。

　下馬しようとした近衛騎兵に、伏龍は声をかけた。

「騎乗のままで構わん！　状況を伝えよ！」

　近衛騎兵は敬礼して答えた。

「先程より、帝都内から聞こえし軍勢の声と思われる音は、軍勢のものに非あらず！　帝都の民たみが、長ちよう嶺れい帝の凱がい旋せんを称たたえて上げる歓声と判明！　城門および城壁のみならず、城壁外の南域行路沿いに、およそ数万の民が並び、手に手に白い布を振って、長嶺帝を出迎えております！」

「そうか　ご苦労！」

　伏ふせ龍たつはほっとしたように微笑ほほえむと、馬車から飛び降りた。

「長ちよう嶺れい帝に報告してくる！」

　そう、晴せい凛りんに言い残すと、すぐ後ろに続いている玉ぎよく車しやに向かった。

　停止した玉車の四方は、完全武装の近衛このえ騎兵に守られていた。

　弓を構えた弓きゆう兵へいが、四方に油断のない視線を送っている間を抜け、玉車の前に進み出た伏龍は、その場に片かた膝ひざをついて、頭こうべを垂れたまま言った。

「お恐れながら申し上げます！　先程より、帝都の方角から、軍勢の立ち騒さわぐ声にも似た響きが聞こえております。

　近衛騎兵の斥せつ候こうが先行し詳細を確認したところ、あの声の出は軍勢に非あらず。長嶺帝陛へい下かの凱がい旋せんを称たたえる帝都の民たみが上げる歓呼の声と判明いたしました！

　これより隊列を進発させます、今しばらくお待ち願えれば、と存じます」

　長嶺帝はうなずいた。

「うむ、余も、あの音には気付いておった。正体を確かめて参れと命じるつもりであったのだ。帝都の民が余を出迎えてくれていると聞いて、余も嬉うれしく思う」

「恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　深く頭を垂れた伏龍に、長嶺帝は言葉を続けた。

「伏龍よ、頼みがある」

「どのようなことでございましょう？」

　長嶺帝は顔を上げ、帝都の城壁を見つめて言った。

「あの城壁の周囲には、南域の乱で家や家族を失い、帝都に逃れてきた流る民みんたちがいる……そなたも知っているであろう？」

「はい、存じております」

「流民たちは着の身着のままで帝都まで逃れてきた。だが、彼らは帝都に入ることを許されず、城壁の外に雨あめ露つゆをしのぐこともままならぬあばら家を建てて暮らしている。

　余は、北域行幸の際にそれを知ってから、ずっと胸を痛めておった。

　彼ら流民は何ゆえに帝都に逃れてきたのか。それは余がいるからなのだ。

　彼らは余を頼ってきたのだ。

　苦しみの中から救ってくれるのは、この国の皇こう帝ていたる余しかいない。そう考え、彼らはこの帝都にやってきたのだ。

　余は、こうして再び帝都に戻ってきた！　真の皇帝として、この国を動かすために！

　皇帝なくして帝国は立たず、民なくして帝国は動かぬ！」

　長嶺帝は伏龍を見つめ、ゆっくり、と言葉を継いだ。

「余の隊列と共に、あの流民たちを帝都内に入れよ。温かき食事と衣類を与え、居を与えよ。南域を平定し、故郷に帰ることを、余の名において約束せよ……できるな？」

　伏ふせ龍たつは顔を上げた。

「権限をお与えくだされば、直ただちに！」

　長ちよう嶺れい帝はにっこり笑うと、傍かたわらにいた紫し芹きんに向き直った。

「紫芹。あれを……」

「かしこまりました」

　紫芹は小さく会え釈しやくすると、用意してあった箱の中から、龍りゆうの模様が刺し繡しゆうされた巻物のようなものを取り出して長嶺帝に差し出した。

　長嶺帝はその巻物を広げ、内容に目を通すと、小さくうなずき、紫芹に戻した。

「よい。これを伏龍に」

　紫芹はひざまずいたまま巻物を受け取り、三歩下がってから立ち上がると、巻物を捧ささげ持ったまま馬車を降りて、伏龍に巻物を差し出した。

　受け取った伏龍に、長嶺帝は笑いながら言った。

「伏龍、広げて読んでごらん」

　伏龍は戸惑った。

　周囲には近衛このえ兵たちや護衛の兵士が何十人といるのだ。いわば公衆の面前で、皇こう帝ていの書を広げるというのは、不敬以外の何ものでもない。

　戸惑う伏龍を見て、長嶺帝はもう一度促うながした。

「構わぬ。余が読めと命じたのだ」

　伏龍は頭を下げた。

「では、お恐れながら、封を切らせていただきます」

　そう言うと、伏龍は勅ちよく印いんの押された蜜みつ蠟ろうの封を切って、巻物を広げた。

　書面を見た伏龍は、目を見開いた。

　そこには何も書かれていなかった。

　ただ、末尾に『余がこれを命ず。これは帝国の法であり、帝国臣しん民みんはこれに従うように』という長嶺帝の肉筆文字が書かれ、そして御ぎよ名めいと、御ぎよ璽じに準じる長嶺帝の勅ちよく印いんが押されているだけで、あとは余白、というか白紙である。

「こ、これは？」

　戸惑う伏龍を見て、長嶺帝はいたずら小こ僧ぞうのような表情を浮かべた。

「あの、沈着冷静で、何でも先を見通す神しん算さん鬼き謀ぼうの軍師、皇こう伏龍をあっと言わせることができたみたいだね。

　その、何も書いていないところは、伏龍が書くんだよ。

　やりたいことを、この帝国をよりよくする方策をそこに書いて、そしてそれを使って帝国をもっと立派なちゃんとした国にするんだ。

　その詔しよう勅ちよくはそのための道具さ……」

　長ちよう嶺れい帝はそこで言葉を切ると、玉ぎよく車しやの周りにいる護衛の兵士たちを見回した。

「そして、ここにいる兵士たちが証人だ。この詔勅は、余が脅おどされたり、騙だまされたりして書かされたものでもなければ、伏ふせ龍たつが作った偽物でもない。正真正しよう銘めいの余の意思であることの証人だ。

　王宮の中で、誰も見ていない場所で渡したのでは、きっと疑われる……だから、今、ここで、お前に渡したんだ。

　頼むよ、伏龍。晴せい凛りんと二人で、僕に力を貸して欲しい。王宮に戻っても、ずっと」

　伏龍は、その場に……地面に両手をついて、平へい伏ふくした。

　両手が震えていた。

　いや、両手だけではなかった。身体からだの芯しんのほうから起こる震えだった。

　──これを……この男の子は、すべて自分の頭で考えたというのか！

　長嶺帝の言葉も、行動も、伏龍が仕込んだものではなかった。

　実を言うと、帝都に入城した後で、伏龍は似たような儀式を王宮でやろうと考えていた。

　その場にいる官僚どもに見せ付けて、帝国の改革を進めるつもりだった。

　だが、王宮の中では何をやったところで、官僚どもが口外しなければ、それはなかったことにされてしまう。

　長嶺帝はそれを知っていた。

　だから、あえて公衆の面前で、伏龍に委任状を渡したのだ。そのために、白紙委任状までわざわざ作ったのだ。

　──俺は甘かった。長嶺帝は俺なんかよりよほど現実を見ているんだ……王宮の中の現実を……。

　かなわねえ。俺はこの子供にかなわねえ。

　伏龍は地べたに手をつき、平伏したまま叫さけんだ。

「この伏龍！　必ずや帝国を磐ばん石じやくのものといたします！　この……一命に代えましても！」

　伏龍は本気だった。

　そして、頭の隅すみっこで考えた。

　──やばい。俺が本気になったのは、生まれて初めてのことかもしれない……。




　晴凛の乗る馬車に戻ってきた伏龍は、上気したような顔のまま、馬車の前にある指揮台に立つと、采さい配はいを前に振った。

「進発！」

　信号係が、どーん！　どーん！　と大きく二回太たい鼓こを叩たたくと、隊列はゆっくり、と動き出した。

　わあわあ、という歓かん呼この声が、少しずつ大きく聞こえてくる中を、長ちよう嶺れい帝の隊列は帝都に向かって進み始めた。

　手に手に白い布を持ち、それを力いっぱい振る人々が、南域行路の両側にあふれていた。

　歓声は、長嶺帝の乗る馬車が近づくにつれて、小さくなった。

　人々の間に戸惑いの声が流れた。

「おい、どれが長嶺帝の乗られる馬車なんだ？」

「あれじゃないか？　あの金色の馬車！」

「だってよ、屋根もなければ、御み簾すもないぜ？　皇こう帝ていってのは、御簾の中にいるものだぞ？」

「いや、間違いない、見ろ！　龍りゆうの紋もんがある！　龍紋が許されるのは皇帝だけだ！」

「じゃあ、あの馬車の中で立って、俺たちを見ている子供が……皇帝陛へい下かなのか！」

「お姿を見せて、平気なのか？　狙ねらわれたらどうするんだ！」

　そのとき、誰かがぽつりと言った。

「信じておるのだ。民たみを、我々を信じておられるのだ……だから、お姿を見せているのだ……」

　この言葉が人々の間に広がるのと同時に、南域行路の両側に立っていた人々の歓声がひときわ大きくなった。

　それは、世の中が変わる、という予感がもたらした、喜びの叫さけびだった。

　やがて、隊列の先頭を行く近衛このえ騎兵が帝都の南にある朱す雀ざく門をくぐるのと同時に、帝都のあらゆるところから、鐘かねの音が聞こえてきた。

　火災のときに鳴らされる半はん鐘しようや、時刻を知らせる刻ときの鐘。そして寺町にある、社寺の鐘に至るまで、ありとあらゆる鐘が打ち鳴らされる中を、長嶺帝の乗る馬車は朱雀門をゆっくり、とくぐり抜けた。

　今、再び皇帝を迎え、帝都は延えん喜ぎ帝国の中心として、新たに動き始めようとしていた。







　　　第四章「帝都にて」







　帝都を南北に通る都みやこ大おお路じを王宮に向かってゆっくり、と走る馬車の中で、ミーネとシャールは目を丸くして帝都の街並みを見つめていた。

　都大路の幅はおよそ百短里メートル、門から帝都の中心部にある宮殿に向かって真っすぐ延びている。

　晴せい凛りんたちを乗せた馬車が走っているのは、その都大路の真ん中の王おう路ろと呼ばれる、白い大理石を敷き詰めた皇こう帝てい専用の道路である。

　晴凛たちの前を走っていた近衛このえ騎兵たちは、都大路に差し掛かると左右に分かれ、王路を挟はさんで守るように延びている、黒い石畳の「軍ぐん路ろ」を走り始めた。

「どうしたのじゃ？　前に誰もいなくなってしまったぞ？」

　ミーネはそう言うと後ろを振り返った。

「後ろもじゃ！　皇帝の乗る馬車しかおらん」

　驚くミーネを見て、伏ふせ龍たつが笑った。

「王路を走ることが許されているのは、帝国皇帝とその親族である域王だけだ。護衛の近衛騎兵といえども、王路を走ることは許されない」

「わしらは皇帝の親族ではないぞ？　いいのか？」

「親族じゃないが、域王だ。忘れたのか？　晴凛は北域王なんだぞ？」

　伏龍の言葉を聞いたミーネは今さらのように驚いた。

「北域王というのは、そんなに偉いのか！」

「ああ、偉いぞ。帝国皇帝の次に偉い」

「聞いたか、晴凛。お前はこーてーへーかの次に偉いのだぞ！　もっとしゃんとしろ、しゃんと！　威厳を持て！」

「何をごちゃごちゃと騒さわいでイマスか！　この山やま猫ねこが！　北域王晴凛の妻であるあなたが威厳を見せなくてどうしマスか！　しゃんとするのは、あなたデス！」

　馬車の上で騒ぐミーネに、ミリンがぴしゃり、と言うと、ミーネは慌あわてて背筋を伸ばした。

　馬車はゆっくり、と王路を進み、王宮へと近づいた。

　朱しゆ色いろの太い柱と、金を施ほどこした瓦かわら屋根が何層にも積み上がった王宮の建物は、近づくにつれて、巨大さが身に迫せまってくる。

　その王宮を取り囲むように、同じように朱で塗られた柱と、銀の瓦屋根の城壁が作られている。

　王宮は周囲を内壁で囲われた城作りの建物で、いわば城の中に建てられた、もうひとつの城である。

　南正門の前には、礼服を身に着けた帝国の役人たちが勢せい揃ぞろいして、長ちよう嶺れい帝を出迎えていた。

　その礼服姿の役人たちを見た伏ふせ龍たつは、小さく笑った。

「正監、正督、の銀糸の礼服を着た役人がほとんどいねえな。紫し綬じゅ、紅こう綬じゅの役人も、半分くらいか……上役の高級官僚はみんな逃げちまったみたいだな……」

「帝国は大丈夫なんでしょうか？」

　心配そうに聞く晴せい凛りんを見て、伏龍は安心させるようにうなずいてみせた。

「確かに、いろいろ大変かもしれないが。逆に、そういう連中が戻ってきて、邪じや魔まをしないうちに、こっちの思い通りの手が打てる、という部分もある。

　ここまで来たんだ。ここで世直しを諦あきらめるわけにはいかない……さてと、そろそろ南正門に着くな。馬車が停まったら、俺、ミリンさん、シャール姫、ミーネ姫、そして晴凛の順番で馬車を降りる。

　ミーネ姫は晴凛の右に、シャール姫は左に。そして、長嶺帝の馬車が着いたら、その場に膝ひざをついて出迎える……いいな？」

「わかったのじゃ！」「わかりました」「かしこまりました」

「降りたら、紫色の敷物の上を歩け。間違っても緋ひ色いろの敷物は踏ふむなよ。あれを踏めるのは皇こう帝ていだけだ。言っておくが、ここはもう戦場じゃない。戦場や北域の延えん声せいでは許されたことでも、ここでは許されない。くれぐれも粗そ相そうのないようにしてくれ」

「わかったわかった！　安心せい！」

　そう言ってうなずくミーネを見て、伏龍はため息をついた。

「お前さんが、一番安心できないんだよなあ……」

　やがて、晴凛たちの乗る馬車が、南正門の少し手前にある、少し広くなっている車寄せに停まった。

　待機していた儀ぎ仗じよう兵へいがすばやく駆かけ寄って、馬車の降り口に踏み台を置く。

　馬車を降りた晴凛たち一行は、南正門の右側に並び、長嶺帝の乗る玉ぎよく車しやの到着を待った。

　金色の馬車が南正門の正面にやってきてその場に停まると、居並ぶ役人たちが一いつ斉せいに敷物の上に両膝をついて、頭こうべを垂れた。

　晴凛と伏龍、そしてシャールとミリンが、同じようにその場に両膝をつくのを見て、ミーネも、慌あわててそれを真ま似ねして両膝をついた。

　馬車から降りた長嶺帝が、南正門から王宮の正面まで延びている緋色の敷物の上を歩き始めると儀仗兵がラッパを吹き始めた。

　十二本のラッパを駆く使しして奏でる、勇ゆう壮そうな調べは『王の凱がい旋せん』という曲だった。

　敷物の上で、膝をついて出迎えている晴凛と伏龍の前にやってきた長嶺帝は、にっこり笑って言った。

「北域王たる泉せん野や晴せい凛りん、帝国軍総軍鑑たる皇こう伏ふせ龍たつ。汝なんじらは臣しん下かの礼を取らぬともよい。余と共に王宮に入るべき者だ。余と共に玉ぎよく間ままで参るがよい」

「恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

「御ぎよ意いのままに」

　晴凛と伏龍が、そう答えて深々と一礼した、そのとき。

「なんじゃ、晴凛と伏龍だけか？」

　ミーネがつまらなそうに、ぼそっと言った。

「あ、こら！」

　晴凛が慌あわてて、ミーネの服の袖を引っ張った。

　その仕草を見て、長ちよう嶺れい帝は笑った。

「仲間はずれにするつもりはないよ、ミーネ姫。そちらのシャール姫も晴凛と共に来るがいい」

「うむうむ、そうこなくては……むぐぐ！」

「何をえらそーなこと言ってイマスか！　黙だまるのデス！」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度を取るミーネの口を、ミリンが後ろから慌てて塞ふさいだ。

　長嶺帝は振り返ると、後方に控えていた紫し芹きんに声をかけた。

「紫芹も余と共に参ろうぞ」

　紫芹は目を見開くと、慌てて首を振った。

「いけません、皇こう帝てい陛へい下か。わたくしは、玉間に入れる身分ではございません！」

「では、紫芹に身分を与えよう。お前は今日から朱しゆ一いち位いだ。今まで通り余と共にいてくれ」

「そ、それは……」

　うろたえる紫芹を見て、長嶺帝は静かに言った。

「宮中には、しきたりや規範がたくさんあることは知っている。だが、余はそれを変えることができる。余が命じたのだ、共に参ろうぞ、紫芹」

「かしこまりました……この紫芹、皇帝陛下のお言葉に従います」

「そう、それでいい。新しい帝国は、新しいしきたりと規範で作っていくものだからね」

　長嶺帝はそう言って微笑ほほえむと、王宮の正面に向かって延びる石段に敷かれた緋ひ色いろの敷物の上を、ゆっくり、と昇り始めた。




　皇帝が執務や公式の行事を行う部屋『玉間』は、王宮の正面から真っすぐ入った、突き当たりにある大広間である。

　帝国の高級官僚や、貴族階級にあたる定じよう族ぞくのすべてを迎え入れ、国家行事が行えるだけの広さがあり、中央の王道と呼ばれる皇帝専用の通り道を境に、右側に定族、左側に官僚が並ぶことになっている。

　そして、王道の正面の一段高くなったところに、紫し檀たんで作られ、宝ほう玉ぎよくと金の装飾をちりばめた、豪ごう華かな皇こう帝ていの座る椅い子す……いわゆる玉ぎよく座ざがある。

　長ちよう嶺れい帝と共に玉ぎよく間まに入った晴せい凛りんたちは、定じよう族ぞくの立つ位置に案内された。

　もっとも、定族のほとんどは、戦乱が帝都に及ぶことを恐れて、理由をつけて自分の領地に逃げてしまっており、その席には誰もいなかった。

　もっとも、数の少なさでは、官僚たちの席も大して変わらない。

　宮中に入ることのできる位を持った、いわゆる殿てん上じよう官と呼ばれる高級官僚のほとんどが、帝都から逃げ出してしまっているため、その場にいるのは二十名ほどだった。

　定族の席に案内された晴凛は、不安そうに伏ふせ龍たつに訊きいた。

「いいんですか？　ここは皇帝の姻いん戚せきである定族しか入れない席ですよ？」

　晴凛が小声で聞くと、伏龍はうなずいた。

「確かに、ここは定族の席だ。歴代の域王は、すべて皇帝陛へい下かの兄弟だったからな。お前は姻戚関係ではないが、れっきとした北域王だ。だからここでいいんだ。気にするな。

　俺は向こう側に席があるから、ここで分かれるが、宮中のお偉方の中には、長嶺帝と俺たちの横紙破りに腹を立てている連中も多そうだ。気をつけろよ」

「わかりました、無用の波風を立てないように気をつけます」

　晴凛はそう答えると、隣にいるミーネを見た。

「……というわけだ。しばらくおとなしくしてほしい」

「何でわしに念を押すのじゃ！」

「ミーネ姫は元気すぎるからです。もし、ここがシムールの都で、シムールの儀式をやっているとします。そこに帝国人が入り込んで勝手なことをしたら、シムールの人たちはどう思う？　いい気分にはならないだろう？　それと同じことさ」

「うむ、そう言われてみれば、その通りじゃ。これはシムールで言うところの、族王戴たい冠かんの儀式のようなものなのじゃな」

「そういうこと。さあ、長嶺帝が参られた。席を立って、礼をするよ」

「うむ、礼を尽つくさねばな……」

　ミーネは席を立って、手を胸に当て、頭こうべを垂れた。

　どどん！　どどん！　どどん！　という太たい鼓この音を合図に玉間の扉が開かれ、帝国皇帝の証あかしである玉ぎよく衣いに着替えた長嶺帝が姿を現した。

　列席している人々が頭を垂れる中を、長嶺帝がゆっくり、と玉座に向かって進み始めた、そのとき。

　高級官僚たちの席から、声が飛んだ。

「お畏おそれながら申し上げます！　長嶺帝陛下凱がい旋せんの儀！　式次第に疑義あり！　典てん礼れいの儀典に沿わぬ儀礼は、帝国の安あん寧ねいの妨さまたげとなり申す！」

　玉座に向かって進んでいた長嶺帝は、その場で足を止めると、官僚の席を見つめて言った。

「申したきことがあれば、進み出て申すがよい、許す」

　進み出たのは白髪の老人だった。

「わたくしは宮中儀ぎ典てん長の雅が楓ふうと申します。先代より、今の職を賜たまわり、宮中の儀式を取り仕切って参りました。

　宮中のしきたりは、祖そ霊れいを敬うやまい、よってこの国を安らかにするためのものにして、帝国の礎いしずえともなるべきものであり、決しておろそかにしていいものではございません！

　然しかるに長ちよう嶺れい帝陛へい下かは、本日、この凱がい旋せんの儀において、位すら持たぬ蛮ばん族ぞくの娘を宮中に引き入れ、付き人の女官を朱しゆ一いち位いと為なし、およそ、しきたりを守ることなくまさに傍ぼう若じやく無ぶ人じんの振る舞いをなされました。

　このような無法な振る舞いは、決して許されることではございませぬ！　帝国の伝統をないがしろにすることは、祖霊をないがしろにすること！　しきたりを守らねば、帝国は成り立ちませぬぞ！」

　長嶺帝は老官僚に微笑ほほえみかけた。

「雅楓か、覚えておるぞ、余が幼き頃。宮中のしきたりを教えてくれたな」

「ありがたきお言葉。恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　雅楓は深々と一礼した。

「……だが、父が世を去り、余が皇こう帝ていとなったときから、そなたは余ではなく、摂せつ政しようである菰こも野の盛せい元げんの下もとに通いつめ、余に宮中のしきたりを伝えることはなかった。余が祖霊を祀まつる祭さい祀しの作法を教わったのは内だい裏りの女官長からだ。

　雅楓よ、お前は今、しきたりを守らねば、帝国は成り立たぬと言った。余も、そう思っていた。だから、余は今までずっと、雅楓の言う通りしきたりを守ってきた。

　だが、そのしきたりは余を守ってはくれなかった。

　菰野の一族が余を亡き者にしようとしたとき、宮中の誰ひとりとして、それを止めようとはしなかった。

　宮中のしきたりに通じ、礼儀作法を知り尽つくし、式典儀礼に通じた、ここにいるお前たちは、誰ひとりとして余を助けようとはしなかった！」

　長嶺帝はそこで言葉を切ると、雅楓を正面から見み据すえて訊きいた。

「雅楓よ、帝国皇こう帝ていである余が死ぬことよりも、しきたりを守ることが大事か？　ならば、そのしきたりを記した典礼書に玉ぎよく衣いを着せ、玉冠を載せて、玉ぎよく座ざに置くがいい。さぞかし祖霊は喜び、帝国はますます栄えることだろう」

「そ、それは……」

　言葉に詰まった雅楓に冷たい視線を投げ、長嶺帝は短く告げた。

「席に復せ」

　雅楓が打ちのめされたように、よろよろ、と席に戻ると、長嶺帝は再び玉座に向かって歩き始めた。

　玉ぎよく座ざの前に進んだ長ちよう嶺れい帝は、その場でひざまずき、玉座の後ろにある祖そ霊れいの祭さい壇だんに向かって深々と三回頭を下げて礼を尽つくした。

　礼を終えて立ち上がった長嶺帝は、段を上がり、玉座の前で再び一礼して、玉座に座った。

　すかさず待機していた侍従が進み出て、銀の王おう杓しやくを差し出す。

　王杓を手にした長嶺帝は胸を張り、少年特有の高い、澄んだ声で告げた。

「余はただいまこのときをもって摂せつ政しようを廃し、延えん喜ぎ帝国皇こう帝ていとして執務することを宣せんす！　このときより、典礼、しきたりは、内だい裏りの中で祖霊を祀まつる祭祀の際にのみ、それを用いることとする！　王宮内における殿てん上じよう身分制を廃し、無位無官の者であっても、王宮内へ立ち入ることを許す！

　これは、帝国の内政、外征、運営の決定に関し、広く人々から意見を聞き、知恵を借り、最善を尽くすための、新しき法である！」
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　玉ぎよく間まにいる官僚たちは、ざわついた。

　目の前にいる長嶺帝は、もはや大人たちの言いなりに動く子供ではなくなっていた。

　自分と、自分を取り巻く世の中を知り。その中で何を為なすべきか、それを考えることができるひとりの少年だった。

　驚き騒さわぐ官僚たちをそのままにして、長嶺帝は再び口を開いた。

「余が執政するにあたり、余の片腕として北域王泉せん野や晴せい凛りんを筆頭執政官に任じ、王宮北宮を与え、帝国軍総軍監であった皇こう伏ふせ龍たつを政務総監兼務とし、帝国内政の全権を与える。

　伏龍よ、前に出て世の与えた勅ちよく状じようを掲げよ」

「かしこまりました」

　伏龍は一礼すると、前に進み出て懐ふところの書状を取り出し、長ちよう嶺れい帝に一礼する。そして、巻いてあった紐ひもをくるくる、と解き、一枚の書状として掲げた。

　それが、何の文面も書かれていない、文字通りの白紙委任状だということを知った官僚たちから、「おおっ」とか「ううっ」という言葉にならないうめくような声が上がった。

「汝なんじらの中には、余の与えた白紙の勅状について、危き惧ぐする者もいるだろう。このようなものを与えたのでは、謀む反ほん内乱の源みなもとになると考える者も多かろう。

　だが、構わん。

　もし、伏龍と北域王晴凛が謀反内乱を企くわだてているのなら、余は北域で殺され、ここにおらず、帝国軍は征せい古こ原げんで敗れ、帝都は炎に包まれていたであろう。

　余がここに、こうして存すること、それこそが、この二人の忠誠の証あかしである！

　伏龍の言葉は余の言葉と心得よ。よいな！」

　居並ぶ高級官僚たちは、無言のまま頭こうべを垂れた。

　長嶺帝は満足そうにうなずくと、伏龍に言った。

「政務総監よ、皇こう帝ていたる余は、まず手始めに何をすべきか、述べよ」

　伏龍は両手を胸に当てて頭を垂れる宮中の礼を取った後で、顔を上げて答えた。

「まずは、帝国皇帝を僭せん称しようし、国こく璽じを持って逃走した、菰こも野の盛せい元げんと、その一族を討とう伐ばつし、国璽を奪だつ還かんすることが先決でございましょう。

　菰野盛元とその一族は東域の敬けい州しゆうに戻り、そこで持ち逃げした国璽を用いて、みずからを皇帝と名乗るものと思われます。

　これを看かん過かすれば、帝国の乱は収まりませぬ！　陛へい下か！　菰野盛元討伐の詔みことのりをお出しくださいませ！」

「うむ、わかった。征古原の戦いに勝利したとはいえ、南域の乱が収まったとは言えぬ今。さらなる乱を見過ごすわけにはいかぬ。国璽を取り戻すは焦しよう眉びの急。即刻兵を向け、菰野盛元を捕らえよ！」

「仰おおせのままに」

　伏龍は深々と一礼した。




　摂せつ政しようである菰野盛元とその一族が逃げ出した帝都に長嶺帝が凱がい旋せんした。そして、今後は摂政を置かずに、北域王晴凛とその軍師であった伏龍が、皇帝を補佐し執務にあたることとなったという知らせは、練れん涯がい塾の塾生が帝都の街中で撒まくビラによって、あっという間に帝都中に広まった。

「玉ぎよく麗れいお姉さま！　たいへんたいへん！　一大事！　お読みになりました？　このビラ！」

　手にビラを握り締めた銀ぎん麗れいが、大声で騒さわぎながら、蒼あお橋はし商会の店先に飛び込んできた。

「ええ、読みましたわ……ホント、驚きました。まさか、あの晴せい凛りんと伏ふせ龍たつさんが、長ちよう嶺れい帝の補佐役になるなんて……」

「侘タ瑠ル徒トで知り合った頃に手をつけておけば、今頃、とんでもない玉の輿こしだったのになあ……しくじったかな？」

「何を馬ば鹿かなこと言っているのよ」

「馬鹿なことでも何でもないわ、だって手の届くところにいたのよ？　将来帝国の重じゆう鎮ちんにまで出世するってわかってたら、ミーネ姫を押しのけてでも……」

「ミーネ姫を押しのけて、しゃしゃり出て、後からミリンさんに足払いかけられて、転んだところをとどめ刺されたでしょうね。

　くだらない夢なんか見ていないで、裏の倉庫に行って延えん声せいで仕入れてきた包建パイクーと、毛織物を馬車に積むように伝えてちょうだい！」

　銀麗は怪け訝げんな顔になった。

「包建と毛織物？　どっちもシムール産だから帝都じゃあ馴な染じみがないので、売れ行きが今ひとつの品物だけど。買い手がついたの？」

「そうよ、さっき王宮から使いの人が来て、役所で全部買い上げてくれるんですって！」

　そう言って嬉うれしそうにうなずいた玉麗を見て、銀麗は目を見開いた。

「すごい！　さすがお姉さま！　早くも裏で手を回し、晴凛様に食い込んで、注文を取ってくるとは……まさしく政商になるために生まれてきたような魔ま性しようの女ですわね」

「そんなんじゃないわよ！　変なこと言わないでよ！　長嶺帝様が、帝都の城壁の外にいる流る民みんを城内に入れて、衣食住を与えよ、って命令したんだって。だから、家を作るまでの間、広場に包建を建てて、毛織物を敷いて生活させたいから、うちで扱っている品物を全部持ってこいって話なのよ」

「あ、そうか、シムールの包建のほうが、城壁の外に並んでいるあの掘っ立て小屋より、何倍もマシだものね。毛織物敷けば、冷たい土の上にムシロ敷いて寝るのに比べたら、文字通り天国だもの」

「そういうこと。流民に臨時の戸籍を与えて、帝都の中で仕事をさせる、とも言っていたわね。西にし木き市場のゴミ掃除とか、河か西さい用水の掃除とか、そういう仕事を与えて手間賃を払うんですって。そうすればそのお金で市場の物を買うわけで、そうなれば、流民はお客様になる。ただの厄やつ介かい者じゃなくなるってことみたいね」

　銀麗は感心したようにうなずいた。

「色々考えてるわねえ、伏龍さんも……本当に、世の中が変わっていく気がしてきたわ。あの人たちが言ってた『世直し』って、掛け声だけじゃなかったのね」

「そうよ。問題は、そういう新しいことをしようとすると『前例がない』とか『失敗したら誰が責任を取るんだ』とか言い出す連中が、ゴロゴロいるってことよ。

　いつもと同じことをやっていれば、今と同じ生活を続けていけると思い込んでるオヤジ連中が、足を引っ張んなきゃいいけどね」

　玉ぎよく麗れいの言葉を聞いて、銀ぎん麗れいがにやっと笑った。

「老舗しにせが潰つぶれる理由がそれよね。時代が変わって、客の好みも、必要とする物も日々変化していくのに『うちは今までこれでやってきたんだから』という理由で仕入れる品物を変えない。確かに、今までのお客さんはそれを買ってくれるけど、新規のお客さんがつかないから、少しずつ客足が落ちていく。気がつけば、売り上げは半分。

　でも、どうしていいかわからない。決まったものを仕入れて店に並べるってことの繰り返しが商売で、変化しないものだと思ってるから……んでもって利益が出なくて店を閉めるしかなくなる……嫌いやになるほど見てきた構図よね」

「新しいことをするには、考えなくちゃいけないもの。何が売れそうなのか、何を必要としているのか、考えて動かなくちゃいけない。でも、いつもと同じ仕入れだけやるなら、考えないでもいいのよ。考えないでいいってのは……楽よ。楽してお金が入ってくるなら、考える必要はないって思うのも当然だわ」

　銀麗は真剣な顔つきでうなずいた。

「それが、お父様が戒いましめていた『のれんに寄り掛かった商売』というやつなのね」

「そうよ。帝国の役人たちも、帝国ってのれんに寄り掛かっていたから、こんな風になっちゃったのよね。

　伏ふせ龍たつさんと晴せい凛りんくんが、どう建て直すか、楽しみだわ」

　玉麗がそう言って、期待に満ちた目で王宮の方向を見つめていた、その頃。




　帝都から馬で半日ほど東に進んだところにある塩えん路ろ庄しようと呼ばれる村では、菰こも野の盛せい元げんが同じように帝都の方向を見つめていた。

「おかしい……煙が見えんようだ。帝都はどうなっておるのじゃ？　燃やすのではなかったのか？」

　傍かたわらに立っていた菰野銀ぎん斉さいが、眉まゆをひそめて小声で耳打ちした。

「盛元様、もしかすると、帝都に残した菰野袁えん翔しようが裏切ったやもしれません。早めに逃げたほうがよろしいかと……」

「なんだと？　袁翔が裏切っただと？　では、帝都はそのままか！　足止めができんということか！」

「左様でございます。この塩路庄で一泊する予定でございましたが、ここは少しでも早くお逃げになったほうがよろしいかと……」

　菰こも野の盛せい元げんはためらった。

　肥満し、贅ぜい沢たくに慣れた菰野盛元にとって、半日馬車に揺ゆられるということは、拷ごう問もんに等しかったからだ。

「ううう……いや、これから動いても夜になるばかりだ。夜道は危険だ、わしは今夜、ここを動かん。明日だ、明日の朝早くここを発たつ。それでいいであろう？」

「わかりました。では、そのように取り計らいます……失礼したします」

　一礼して、塩えん路ろ庄しようの宿屋の特別室を出た菰野銀ぎん斉さいは部下を呼んだ。

「おい、馬車を用意しろ！」

「しかし、盛元様は明日の朝にここを発つ、と……」

「あの馬ば鹿かに付き合っていたら、こっちの首が危ない！　ほうっておけ、俺は逃げる！」

　部下は素早く頭を下げた。

「かしこまりました、では、馬車の手配を……」

「早くしろ！　わしは他の連中と話をまとめてくる！」

　菰野銀斉はそう言うと、一族が集まって宴えん会かいをしている席に向かった。

　戸を開けると一族の連中が、机の上に料理と酒を並べ酌しやく婦ふをはべらせて酒を飲んでいた。

「よう、銀斉。何をやってるんだ、辛しん気き臭くさい顔をして……お前もこっちに来て飲め！」

「ああ、そうだ。俺たちは今、敬けい州しゆうで盛元様を皇こう帝ていとして、新しい国を作る会議をやっていたんだ。右大臣、左大臣は、まあ重じゆう鎮ちんがやるとして、だ。お前は何をやりたい？　ああ、言っておくが収税総監の席は譲ゆずらんぞ。俺がやることに決めた！」

「お前ばかり、実入りのよさそうな部局を手に入れようったってそうはいかんぞ」

「ははは、バレたか……」

　酒に酔って、勝手なことを言い合っている菰野一族を見て、銀斉は吐はき捨てるように言った。

「酔っ払って夢を見るのもいいかげんにしろ！　菰野袁えん翔しようが裏切ったんだ！　もうすぐ長嶺帝の追っ手がここに来るってのに、何をやってるんだお前らは！」

　宴会の席が凍りついた。

「な、なんだと？」

「袁翔が裏切っただと？　馬鹿な、あいつは盛元様の直系の子だぞ。俺たちよりよっぽど血が濃いんだ！　まさかそんなことをするわけが……」

「噓うそだと思うなら、外に出て西の空を見てみろ！　帝都を焼き討うちにしたなら、今頃夕ゆう陽ひが隠れるほどの黒煙が立ち昇っているはずだ！　だが、煙など、どこにもない！」

「本当か？」

　宴会をやっていた菰野一族は、戸を開けて廊下から中庭に降り、西の空を見上げた。

　銀斉の言う通りだった。西の空には、少し傾かたむいた太陽が輝き、煙らしいものは何ひとつない。

「……本当だ。煙がない」

「帝都は無傷だ……ということは、長ちよう嶺れい帝と近衛このえ騎兵がこっちに向かっているってことか！」

「いかん！　逃げなければ！」

　菰こも野の一族たちが、わたわた、と慌あわて出したところに、青ざめた顔の銀ぎん斉さいの部下が転がるように走ってきた。

　土気色の額ひたいに冷や汗を浮かべて、銀斉の部下が叫さけんだ。

「た、大変です、銀斉さま！」

「どうした？」

「馬です、馬がいません！　御ぎよ者しやも雇った連中も、みんな姿がありません！　やつら、馬を連れて逃げてしまったようです！」

「なんだと！　本当か！」

　中庭に出ていた菰野一族の連中が、銀斉の部下の周りに群むらがった。

「荷物は？」

「荷物はあります、馬車はそのままです。でも、馬がいません、一頭も。御者も馬の世話係も荷物を運ぶ使用人も、姿が見えません！」

「どういうことだ？」

「おい、銀斉、どうなってるんだ？　馬車も荷役の使用人も、お前が手配したと言ったではないか！」

　銀斉はその場にへなへな、と崩れるようにへたり込んだ。

「ハメられたんだ……これは全部、罠わなだったんだ……俺たちが帝都に立て篭こもらないように、立て篭もって帝都を戦場にしないように、仕組まれた罠だったんだ……」

「どういう意味だ？」

「馬と馬車を用意したのは実は俺じゃない、袁えん翔しようだ。俺たちは袁翔にハメられたんだ！

　あいつは最初からやつらの……長嶺帝と北域王の仲間だったんだ！　あいつは、盛せい元げん様に逃げるように進言した。逃げるために馬車も人も用意してあると言ってな……確かに用意してあった。だが、それは全部袁翔と、長嶺帝を支える一派の仕込みだったんだ。

　逃すつもりなんかなかったんだ。最初からこの塩えん路ろ庄しように閉じ込めるつもりだったんだ！

　俺たちはまんまと引っ掛かって帝都を明け渡し、のこのこ、と、この塩路庄にやってきた。もう安心だ、とばかりに酒を飲んでいい気分になっているうちに、馬と使用人は、手はず通り俺たちを置き去りにして、さっさと帝都に戻っちまったんだ。

　馬が無ければ、どこにも行けない……俺たちはもう終わりだ」

　すっかり酔いも冷めた菰野一族が、青ざめた顔を見合わせた、そのとき。

　西の方角から、ラッパの男が聞こえた。

　それは近衛騎兵隊のラッパの音だった。

「来る！　どうする？　どうすればいい？」

「隠れよう！　納屋の中にでも隠れていれば……」

「馬ば鹿かか！　子供じゃあるまいし、納屋に隠れて見つからないと本気で思っているのか！」

「じゃあ、どうすればいいんだ！」

「うるさい！　俺に訊きくな！　どうするどうするって、お前は自分で考えたことがあるのか！」

　怒鳴りつけられた男は、泣き出した。

「考えたことなんかないよ！　人と同じことをやっていれば安心だったんだ！」

　銀ぎん斉さいは、絶望のあまり泣きわめく菰こも野の一族の男たちを前にして、しばらく無言だったが、やがてくるり、と身を翻ひるがえすと、菰野盛せい元げんのいる奥の間に向かって歩き始めた。

「……まだ切り札がある。あきらめてたまるか！」

　無言のまま奥の部屋に入った銀斉は、四つんばいになって逃げ出そうとしている菰野盛元を見て笑った。

「何を無様な姿をさらしているのですか、盛元様！」

「あ、ああ、何だ、銀斉ではないか。驚かすな、てっきり近衛このえ騎兵が来たものかと……」

「近衛騎兵が来たとしても、別段逃げる必要はございません。堂々としていればよろしいのです。なぜなら、我々には延えん喜ぎ帝国の国こく璽じがございます。国璽を持つ者こそが、皇こう帝ていでございます。国璽と引き換えに、身の安全を要求し、もし受け入れられぬなら、国璽を石に叩たたきつけて破壊するぞ、と言ってやればよろしいのです！」

　菰野盛元は目を見開いた。

「おお、その手があったか！」

　銀斉はすかさず畳み掛けるように言った。

「もし、よろしければ、私めに交渉をお任せください。盛元様はこのような交こう渉しよう事に不向きでいらっしゃいますゆえ……」

「そ、そうか、わかった、任せる！」

「かしこまりました。では、国璽を私にお預けください。交渉のための大事な切り札です。国璽がこちらの手にあることを証明しなくては、交渉になりません」

「う、うむ、それも、もっともだ……これ、誰かおるか？　国璽をここに持ってこい！」

　菰野盛元が控え室に向かって呼びかけると、侍従らしい老人が、金糸の刺し繡しゆうが施ほどこされた布で包まれた、ひと抱かかえほどの大きさの箱を持ってきた。

「こちらに……」

「おお、ご苦労、銀斉、あれが国璽だ。延喜帝国の皇帝たる者の証あかしだ。決しておろそかにするでないぞ」

「肝きもに銘めいじます」

　銀斉は一礼した後で布で包まれた箱を受け取った。

「では、私はこれより近衛このえ騎兵との交こう渉しように行ってまいります！」

「うむ、よろしく頼むぞ」

「ご期待ください！」

　銀ぎん斉さいは自信ありげにうなずいてみせると、盛せい元げんのいる奥の間から退出した。

　廊下に出て、数歩歩いた銀斉は、後ろを振り返った。

　奥の間から、後を追ってくる者がいないことを確認すると、銀斉は脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。

　──馬ば鹿かめ！　誰がお前の命乞ごいなんぞするものか！　こいつは俺が使う！　これさえあれば、長ちよう嶺れい帝の一派も俺には手を出せない！

　そのとき、再び近衛騎兵隊のラッパの音が聞こえた。音はすぐそこに迫せまっていた。

　中庭に戻ってきた銀斉は、血走った目で辺りを見回した。

　右往左往する菰こも野の家の男たちの群れの中に、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ自分の部下を見つけた銀斉は、国こく璽じの入った箱を抱かかえて駆け寄った。

「おい、お前、どこかその辺の家で、農民の服を手に入れてこい！　そしてわしの服を着ろ。そして近衛騎兵が来たら、お前が俺の名前を名乗るんだ！　その間に、わしが農民になりすまして逃げる！」

「わ、私はどうなるのですか？」

「抵抗しなければ、近衛兵もこの場で殺しはせんだろう。帝都に連れていかれて取り調べられたら、本当のことを言えばいい。袁えん翔しようがお前を別人だと証言してくれる。

　俺は切り札を手に入れたんだ。農民の服を着て逃げて、何が何でも敬けい州しゆうにたどり着いてみせる！

　ほとぼりが冷めたら、敬州まで来い、この礼はする！　急げ！」

　銀斉はそう言うと服を脱ぎ始めた。




　近衛騎兵隊が塩えん路ろ庄しように入ったのは、それからほんの少し後だった。

　村の中央を通っている東域行路の両側に、ずらりと並んで停まっている家財道具を満載した馬車の列を見て、泉せん野や聡そう凛りんがあきれ果てたようにつぶやいた。

「こいつら、都の物なら何でも、根こそぎ持っていくつもりだったらしいな……見ろ、あの馬車には屋根瓦まで積んである」

「菰野盛元が皇こう帝ていになった、と言うので、おこぼれに与あずかろうと、群むらがってきた連中ですからね。まさか三日天下で終わるとは思ってもいなかったのでしょう。来たからには少しでも儲もうけて帰らなきゃ意味がないということでしょうな……それにしても、馬のいない馬車の列、というのも間抜けな光景ですな」

　副官の言葉を聞いて、聡凛は面白そうに笑った。

「帝都で篭ろう城じようさせないために菰野盛元とその一族を追い出して、この塩路庄でひと休みさせる。その隙すきに馬を外して、連れ去る……あの、菰こも野の袁えん翔しようという男、なかなか頭の回るやつだな。菰野家の人間とは思えん」
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「策を与えたのは、練れん涯がい塾の老ろう子し殿だという話ですが……」

　副官の言葉を聞いた聡そう凛りんは、首を振った。

「策というのは考え付くことより、それを実際に行い、成功させるほうがはるかに難しい。それをやってのけるだけの才覚がなければ、どんな策も意味はない。

　あの袁翔という男、菰野家の縁えん者じやとして、この件に連座させるには惜おしいやつだな。伏ふせ龍たつ殿に申し入れて、何とか救ってやりたいものだ」

　聡凛は右手を上げて、近衛このえ騎兵の隊列を止めた。

「よし、全員下馬！　作戦行動開始！　菰野家の者を捕ほ縛ばくして、護送用の馬車に乗せろ！　菰野盛元は定じよう族ぞく専用の馬車だ。使用人も逃がすな。村の人間以外はすべて捕えて馬車に乗せるんだ。縄なわは打つな。だが逃げようとする者は容よう赦しやするな！」

「了解！」

　近衛騎兵たちは一いつ斉せいに馬を下りると、分隊ごとに塩えん路ろ庄しようの村の家々に向かった。

「それにしても、こういった捕り物のような作戦などは、わざわざ我ら近衛騎兵が出で張ばらなくともいいのでは？　帝都の警備兵にやらせればよろしいのではないかと思うのですが……」

　不満そうに言う副官を見て、聡凛はなだめるように首を振ってみせた。

「まあ、そう言うな。菰こも野の盛せい元げんは謀む反ほんを起こしたとはいえ、帝国の定じよう族ぞくだ。ましてや今回の作戦は菰野一族の捕ほ縛ばくだけでなく、持ち去られた国こく璽じを奪だつ還かんする目的もある。国璽を扱う作戦であるなら、近衛このえ騎兵が扱うべきだろう……」

　聡そう凛りんは少し真剣な顔つきになって、言葉を続けた。

「北域国軍は長ちよう陽ようの渡しで承しよう安あん軍の動向に目を光らせている。帝国軍は度重なる連戦で疲ひ弊へいしきっている……使える戦力が我々しかない、というのも、そして信用できる指揮官が我々しかいない、というのも、理由なのだろうな……」

「信用できる……ですか？」

　怪け訝げんな顔をする副官を見て、聡凛はうなずいた。

「今、帝都に残っている連中や、軍務局にいる連中は、菰野の息がかかってるような者と、事なかれ主義のやつらばかりだ。

　自己保身のために我々の増援要求を揉もみ潰つぶし、地方領主から賄わい賂ろをもらって、兵士供出を見逃してきたような連中だぞ？　そいつらの部下に菰野盛元の捕縛を任せることができると思うか？

　我々は、この後、おそらく南域討とう伐ばつに向かうだろう。承安は水路に守られた、堅固で攻めにくい街だ。攻略は楽ではないだろう。だが、我々は恵まれている。前に立つのはすべて敵だ。

　帝都に残り、長ちよう嶺れい帝を中心とした新体制を作ろうとしている晴せい凛りんや伏ふせ龍たつ殿は、前に立つ人間が敵なのか味方なのかを見極めなくてはならない。どう考えても、最前線で槍やりを振り回していたほうが楽だ……見ろ、菰野盛元だ」

　聡凛がそう言って指差した先には、奥の旅籠はたごから出てくる身なりのよい男たちの姿があった。

「やはり旅籠にいたようですね……おおかた、物もの見み遊ゆ山さんのつもりで酒でも飲んでいたんでしょう……」

　副官がそう応じたとき、聡凛の顔つきが変わった。

「待て！　まだ村人を戻すな！」

　聡凛の視線の先には、部下が村の家々から呼び集めた住民たちの姿があった。菰野一族が見つかったと言うので、部下は村人たちを解放しようとしたのだ。

　聡凛は馬から下りると、村人の群れの中にいる、ひとりの男を指差した。

「おい、お前、ここに来い」

　指差された男はみすぼらしい農民の服を着た中年男だった。畑仕事でもしていたのだろうか。手も足も顔も、土つち埃ぼこりで真っ黒である。

　指差された男は驚いたように目を見開くと、怯おびえたような顔つきで、おずおず、と聡凛の前にやってきた。

「後ろを向いてみろ」

　背中を丸めて後ろを向いた中年男の肩を、聡凛は、ぽん、と叩たたいて言った。

「手足と顔を汚して変装するときは、耳の後ろも汚さんとな……」

「あ！」

　振り向いた男の顔は、土つち気け色いろだった。

「おい！　こいつを連れていけ！　顔を洗って、菰こも野のの使用人に見せて、正体を確かめろ！

　走り寄ってきた部下に男を引き渡した聡そう凛りんは、引き立てられていく男の後ろ姿を見送ってつぶやいた。

「変装して抜け出そうとしたところを見ると、あいつが国こく璽じのありかを知っていそうだな……」

「よく気がつきましたね……」

　感心する副官を見て、聡凛は苦笑いを浮かべた。

「昔、教わったのだ。素人しろうとは、変装するときに、鏡に映る自分の正面顔だけ変えて、これでいいと思い込む。玄人くろうとは、念入りに前後左右、中身も変える……素人が誤ご摩ま化かせるのは、同じような素人だけだ。とな」

　しばらくして、ひとりの部下が小走りでやってくると、聡凛の前で敬礼して言った。

「報告します！　先ほど、農民の中に混じって逃亡を企くわだてていた男は、菰野銀ぎん斉さいと判明しました！　菰野盛せい元げんの言によりますと、銀斉に国璽を渡した、とのことであります！」

「そうか、ご苦労！」

　聡凛はそう言ってうなずくと、副官に言った。

「勘が当たったな……さて、国璽のありかを、銀斉の身体からだに訊きくとしよう」

「身体……ですか？」

　驚く副官を見て、聡凛は笑った。

「なまじ頭の回るやつと話をすると、遠回りになる。言葉に耳を貸す前に、身体に訊いたほうが早い」

　聡凛の言葉の通りだった。

　菰野銀斉は縛しばり上げられて、責め棒で軽く二回ほど背中を叩たたかれただけで、あっさり、と国璽の隠し場所を白状した。

　馬小屋の干し藁わらの山の中に隠されていた国璽は、近衛このえ騎兵の手によって無事に回収され、菰野一族は全員捕ほ縛ばくされて帝都に連れ戻されることとなった。




　次の日。

　王宮の玉ぎよく間までは、捕縛した菰野盛元から取り戻した国璽を、長ちよう嶺れい帝の手によって玉ぎよく璽じ函かんと呼ばれる保管箱に戻す儀式が執り行われた。

　国璽とは国の印鑑であり、別名御ぎよ璽じとも呼ばれ、帝国が公式に発する書状に押されるものである。

　この印以外にも、皇こう帝ていの名を刻んだ勅ちよく印いんと呼ばれるものがあるが、これは緊急の場合に正式な儀式を行う暇がなく命令を発する必要があったときだけに、文書に押す仮印である。緊急事態が収まった後に、改めて御ぎよ璽じを押した正式な文書に差し替えられることになっている。

　捧ささげ持った国こく璽じを、無事に玉ぎよく璽じ函かんに収めた長ちよう嶺れい帝は、玉ぎよく座ざの前で、伏ふせ龍たつと晴せい凛りんに笑いながら言った。

「これで、正式に晴凛を北域王に任ずることができる……よろしく頼む」

「ありがとうございます」

　深々と一礼する晴凛に深くうなずいた後で、長嶺帝は伏龍に向き直った。

「伏龍に渡した白紙の勅ちよく認にん状を、ちゃんと国璽を押した、正式のものに取り替えないといけないね」

　伏龍は胸の前で両手のひらを長嶺帝に向け、横に首を振った。

「いえ、白紙の勅認状は、あのままで結構です。公式の書類にするには、あまりにも力を持ちすぎております。あくまでも非公式のものとして、皇帝陛へい下かの親任を示す象徴として使わせていただこうと考えておりますので」

「そうか。確かに、悪用しようと思えば、いくらでも悪用できるものだからな。わかった、伏龍の好きにするがよい」

「恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　一礼した伏龍に、長嶺帝は訊きいた。

「東域行路の塩えん路ろ庄しようで捕縛した、菰こも野の盛せい元げんとその一族はどう処分するのだ？　全員斬ざん首しゆか？」

「いえ、しばらくは処分保留のまま、牢ろう屋や敷内で拘こう留りゆうしておきましょう。今の帝国には、菰野の処分よりも早急に片付けねばならない事案がございます」

「南域の反乱か」

　伏龍はうなずいた。

「はい、冬になるまでに南域の乱を鎮ちん圧あつし、人々の暮らしが成り立つように計らわねばなりません。乱が長引いて冬がくれば、一旦戦いが終わり、鎮圧した場所であっても、収穫もなく暮らしの立ち行かない民たみが流る民みんとなってしまいます。流民は徒党を組んで賊ぞくとなり、再び乱が始まります」

　晴凛が手に持った公文書を長嶺帝に捧げ渡した後で言った。

「北域の運うん例れいの領主よりの書状でございます。食糧と赤塩を帝都に送った、とのことです。おそらく一両日中には届くことと思われます。それが届けば、出撃準備が整います」

　晴凛の言葉を聞いた、長嶺帝は目を丸くした。

「一両日？　余が帝都に凱がい旋せんして、まだ二日だぞ？」

「はい、実は運例の街からの書状によると……征せい古こ原げんの戦いに姿を見せたエオル王は、北域より大量の塩と食糧を携たずさえて参ったそうでして、それを運例の街に預けて兵士だけを引き連れて征古原にやってきたようです。

　書状にはエオル王の文も入っており、運うん例れいに置いた食料と塩は、長ちよう嶺れい帝凱がい旋せんの祝いの品とするので、受け取って欲しい。一刻も早く南域の乱を鎮しずめ、帝国を掌しよう握あくし、共にこの地に王おう道どう楽らく土どを築こうではないか。との内容でございました。

　皇こう帝てい陛へい下か宛てとは書かれておらず、親書の体ていも取っておらなかったため、知らずに広げて黙もく読どくしたことを、お詫わびいたします」

　長嶺帝は首を振った。

「いや、構わん。だが、後で、ちゃんと読ませてくれ」

「はい、かしこまりました」

　一礼する晴せい凛りんを見て、長嶺帝は戸惑いがちな口調で訊きいた。

「晴凛はエオル王と親しいと聞く。教えて欲しい。こういうとき、礼状を出すものなのだろうか？　エオル王が親書という形を取らぬのなら、余は、どのような書を書けばよいのであろう？」

「そうですね……」

　晴凛は考え込んだ。

「エオル王が親書という公式の文書の形を取らなかったのは、シムールから品を贈られた長嶺帝陛へい下かのお立場を考えて、のことだと思います。

　帝国人の多くはシムールのことを敵だと考えております。このことが公おおやけになれば、矜きよう持じの高い者は、敵からものを恵んでもらったのか、と怒るでしょうし、うぬぼれる者は、シムールの王が貢みつぎ物ものを持ってきた、と奢おごるでしょう。

　そのどちらも、帝国とシムールのためにはなりません。

　私がエオル王に書状を送りますので、その中に、皇帝陛下の書状を同封いたしましょう。運うん例れいの領主が私のところにエオル王の書状を送ってきたのと同じ方法です。これでしたら、表向きは北域王である私とエオル王との書簡のやり取りですので、公式の記録には残りません」

　晴凛の言葉を聞いた長嶺帝は、ほっとしたように微笑ほほえんだ。

「そうか、では、そのように計らうがよい……公式のことと私的なことを、どう区別するか、余にはまだ思し慮りよが足りないところがある。これからも余に色々教えてもらいたい」

「私も、教授できるほどの経験は積んでおりませんが、できる限りのことはいたす所存でございます。よろしくお願いします」

　そう言って一礼した晴凛を見て、伏龍は思った。

　──今は、逃げた高級官僚どもが戻っていないから、こうやって親密に話ができるが、近在官の連中が戻ってきたら、やれ、しきたりがどうのこうのと、また長嶺帝を御み簾すの後ろに押し込んで、権限を振るい出すに違いない。

　苑その山やま燕えん鵬ほうの劣化量産型みたいな連中が、権けん謀ぼう術じゆつ数すうを競ってしのぎを削るようなことになるに決まっている。

　そういった有象無象が、文句を言えないような重じゆう鎮ちんになってくれる人はいないだろうか？

　練れん涯がい塾の老ろう子しを相談役に引き入れることは決まっているが、あの方は官かん吏りではないから、その辺ににらみが利かない。

　──こうやって考えてみると、あの月つき原はら弦げん斉ざいってのは、トンでもねえ親父おやじだったんだな。




　次の日。

　おびただしい数の馬車と荷に駄だが、北域行路をやってきた。

　帝都の城壁の北にある玄げん武ぶ門をくぐった馬車の列は、そのまま都みやこ大おお路じを南下して、帝国財務省の管かん轄かつする蔵町へと向かった。

　馬車と荷駄に挿されている「皇こう帝てい凱がい旋せん」「献けん上じよう赤塩」と書かれたのぼりを見て、帝都の人々は噂うわさし合った。

「赤塩って、あれか？　シムールの赤塩ってやつか？　本当にあったんだな！」

「ああ、北域では普通に使われているって話だったけど、本物を見るのは初めてだ」

「南域の反乱で塩が入ってこなくなって値上がりしていたから、本当に助かるな」

「あの馬車に乗っているのは羊だな……北域は遊牧が盛んだからな」

「塩と羊は、市場に回るのかな？」

「ああ。いったん、帝国の財務局の倉庫に入れてから、市場に売りに出すことになっている。塩と羊肉の値が下がるな」

「ずっと品不足で馬ば鹿か高くなってたからな、これはありがたい」

「北域王ってのはあまりぱっとしない若い男だが、なかなか見所がありそうだ」

　帝都の人々が北域からやってきた荷馬車の列を見て、がやがや言い合っていた、その頃。

　馬車の終着点である蔵町では、兵部省算議部の花はな金かね和かず典のりが、送り状と実際に送られてきた品物とを照らし合わせる部下たちからの報告を取りまとめていた。

「小麦が合計で、千二百五十袋、羊が二百二十頭……輸送中に二頭死亡か。これは損耗に計上しろ。とにかく必要なのは実数だ！　帳簿の数字じゃなくて実数を報告しろ！

　自分の出した数字に自信が持てないのなら、概算と記しておけ！　数え間違いは誰にでもある！　だが、自信のない数字を、実数として報告するな！」

　送り状の束とソロバンを前にした花金課長は、部下の報告書の数字を確認しながら、声を枯らしていた。

「まったくもう、こいつは戦場だな……俺は本来装備課の人間なんだぞ。人が足りないって言うんで応援にやってきただけなんだ」

　そう言ってぼやく花金を見て、部下のひとりが笑いながら言った。

「課長は、装備課に配属される前は、私たちと同じ主計課にいたんですよね？」

「ああ、そうだ。帳簿と計量マスを誤ご摩ま化かして、帳簿外の品物を作って売りさばいていた上司を告発して、装備課に左さ遷せん喰くらったんだ」

「どうですか？　古巣は」

「変わらんよ。装備課でも定数と員数合わせに、日々あけくれていた。算議部ってのは数字で戦う兵隊だからな」

　花はな金かね課長がそう言って笑ったところに、伝令が新しい送り状を持ってやってきた。

「倉庫のほうに、新しい馬車が着きました。荷物は糧食ではなく、弓矢です。送り状によると、弓千二百張り。矢、三万五千本、となっております」

　伝令の言葉を聞いた課長は目をむいた。

「弓千二百張りに、矢が三万五千本だと？」

「はい、ただし、帝国風の弓矢ではありません。シムール用の短弓と呼ばれるものです」

　花金課長はちょっとがっかりした顔になった。

「あ、ああそうか。わかった。その馬車はこっちの蔵町ではなく、装備課の倉庫に回してくれ。帝国の弓矢とは違うということがわかるように、品物に札を貼はっておくように伝えてくれ」

「了解しました！」

　伝令は敬礼すると、走り去っていった。

　その後ろ姿を見送って、花金課長はつぶやいた。

「シムールの短弓か……使い勝手が違うが、北域国軍の騎兵はあれを装備していると、伏ふせ龍たつ閣かつ下かが言っていたな……帝都に死蔵しておいても意味がない。さっさと最前線に送るように手配しておくとするか……」

　結局、北域から送られた物資が、すべて倉庫に納まったのはその日の夕暮れだった。

　机の上に積み上げられた帳簿と送り状の束を前にして、花金課長は言った。

「ようし、これですべての物資は把握した！　さあ、次は、ここから南域討とう伐ばつ部隊用の補給物資を引っ張り出す作業だ！　夜勤になるから、これから一いつ刻ときの間、休きゆう憩けいとする！

　食事をするなり、湯を浴びるなり、仮眠をするなり、好きにしろ！」

　算議部の兵士たちは、それぞれに安あん堵どのため息をつくと、持ち場から立ち上がった。

「まいったな……夜勤かよ」

「仕方ねえよ。俺たちが頑張らねえと、最前線の兵士が苦労するんだからな。矢が飛んでこないだけありがたいと思わなくちゃな……」

「まったく、ソロバン習わされてたガキの頃は親を恨うらんだが、こうなってみると芸は身を助けるってのがよくわかる。いまさら槍やり持って敵を突いてこい、と言われても無理だ」

　そんなことを言い交かわしながら、主計部の兵士は部屋を出ていった。

　さっきまでの喧けん騒そうが噓うそのように静まり返った主計部の部屋で、花金課長は机の上に足を置き、顔の上に布をかける。それから、椅い子すに身体からだを預けた。

　──この一刻、少しでも仮眠を取っておかないと、もう若くないからな……。

　そんなことを考えていると、誰かが傍かたわらに立った気配を感じた。

　──誰だ？　休きゆう憩けい時間だっていうのに……。

　不ふ機き嫌げんそうな顔で、顔にかかっていた手ぬぐいをめくった花はな金かね課長は、思わず声を上げた。

「うぉあっ！」

　そこに立っていたのは、榎えのき耶や将軍と副官の参さん謀ぼうだった。

　椅い子すから転げ落ちるようにして立ち上がった花金課長は、慌あわてて敬礼した。

「も、申し訳ありません！　今夜は徹てつ夜やになりそうですので、部下に一いつ刻ときの間休憩を命じました！」

　榎耶将軍は笑いながら、顔の前で小さく手を振った。

「いやいや、敬礼には及ばん。これは督とく励れい巡視とかそういうたぐいのものではない。北域から物資が届いた、という話を聞いたのでな。南域討とう伐ばつのために、どの程度持っていけるのか、確かめておこうと思ったのだ。今、参謀本部では作戦計画を作っておる。連れていける兵力を決めるのは、何と言っても補給物資の量だ」

「は、はい。こちらに、今現在の帝国軍の管理下にある物資の量の一覧がございます。あちらの青い背表紙の帳簿は、財務局の管理する物資が記載されています。

　軍務局の軍事用物資では足りないときには、財務局の物資を使用できますので、実質的に変わりはありません」

　榎耶将軍は軍務局が管理している物資の一覧に目を落とした。

「おお、これはすごい。今日一日で、一気に増えている」

「北域から、小麦、大豆、塩、という補給物資の基本とも言うべき品目が、どさっと届きましたので、余裕を持った日数と人員で編成が可能だと思われます」

　榎耶将軍は難しい顔になった。

「うむ、我が軍が使うだけなら、これだけあれば十分だろう。だが、南域の村々は反乱軍に略りやく奪だつや焼き討うちを受けて、疲ひ弊へいしきっていると聞く。

　軍だけではなく、南域の人々にも物資を分け与えなくてはならないとしたら、とてもこれだけでは足りんだろう……」

「財務局の抱かかえ込んでいる物資も出してもらわねばなりませんね……あいつら、いい顔しませんね、きっと」

「うむ、まあそれは仕方ない。窮きゆう民みん救済も、軍の仕事だからな……」

　榎耶将軍はそう言うと、持っていた帳簿の数字を取りまとめた小さな冊子を指差して、花金課長に訊きいた。

「これをいただいて構わんかな？　作戦指導の参謀に見せて参考にしたいのだが……」

「あ、どうぞ、別に構いません。それは部内の覚おぼえ書がきのようなものですから」

「すまんな、では、これをいただいていくとしよう。そちらが徹夜でやっているように、わしらも徹夜で作戦計画を立てている。一刻も早く南域を平定しなければ、長ちよう嶺れい帝を奉ほうじて戦ったわしらの意味がなくなるからな」

「こちらでも、運ぶ馬車の数や馬の数などの具体的な数字が判明次第、そちらにご報告に上がります」

「うむ、よろしく頼む。ではわしらはこれで失礼する」

「ご苦労様です！」

　花はな金かね課長が敬礼すると、榎えのき耶や将軍はにっこり笑って答礼を返した。




　そして、次の日の正午。

　帝国軍の参さん謀ぼう本部が、南域討とう伐ばつ部隊の作戦計画書を完成させた、その頃。

　ロバに牽ひかせた小さな二輪の馬車に乗った、ひとりのみすぼらしい老人が、帝都の南門で衛兵の誰すい何かを受けていた。

「おい、爺じいさん、どこから来たんだ？　帝都に何の用だ？　商売か？　名前は何というんだ？」

　老人はにっこり笑って答えた。

「わしは南域の承しよう安あんから来た。帝都に来たのは、南域の乱を何とかしたいと思ったからだ。商売と言えば商売だな。この首を売りに来たわけだから……名前かね？　うむ、わしの名は月つき原はら弦げん斉ざいという。長ちよう嶺れい帝に取次いでくれんかね」

　衛兵は絶句した。




「本物か？」

　月原弦斉がやってきた、という話を聞いて、伏ふせ龍たつの口から出たのはそのひと言だった。

　疑うのは無理もない。

　月原弦斉という名前は、それだけの重みがあった。

「ええ、本物です」

　そう言ってうなずく晴せい凛りんの顔を見て、伏龍は苦笑いを浮かべた。

「お前がそう言うのなら、間違いはなさそうだ……しかし、よりによってこのときに帝都にやってくるとはな、やっぱりあのおっさんはただ者じゃねえな……」

「とりあえず、賓ひん客きやくとして南宮の一室にご案内しておきましたが、牢ろう暮らしが長かったせいでしょうか。すっかり年を取られて、ひと回り小さくなったように思えます」

　痛々しそうな顔をする晴凛を見て、伏龍は首を振った。

「いや、弦斉閣かつ下かが小さく見えたのは、牢暮らしのせいじゃないと思うぞ。

　そりゃあ、苑その山やま燕えん鵬ほうに罪を着せられて、牢に繫つながれていたことが弦斉閣下の健康に影響を及ぼしたのは間違いない。

　老ふけて見えるのも事実だが、本当は違う。お前がひと回り大きくなっただけだ」

　伏龍の言葉を聞いた晴凛は目を見開いた。

「僕が大きくなったですって？」

「ああ、そうだ。侘タ瑠ル徒トで、弦げん斉ざい閣かつ下かに帝国語の教師として雇われた、あの頃の晴せい凛りんから見た月つき原はら弦斉は、途方もなく大きな存在だったに違いない。

　でも、今は違う。経験を積んで、自分の力を信じて、北域王としての自覚を持った今の晴凛は、かつての侘瑠徒の総そう督とくだった頃の弦斉閣下を超えた存在になった。だから、弦斉閣下が小さく見えたんだよ」

　晴凛は慌あわてて首を振った。

「とんでもない！　弦斉閣下が先代の皇こう帝ていの下もとで、宰さい相しようとして国を運営していた頃の帝国は、とんでもない強国だったんですよ？

　地方領主や役人たちの不正は影を潜ひそめました。そして、租税は適正に徴収され、帝国に蓄たくわえられた富は、たとえ五年間日照りが続いても、農民を流る民みんにさせないであろう、と言われたほどだったんですから……それに比べれば僕なんて……」

「そりゃあ、最盛期の弦斉閣下はすげえ存在だった。あの方の治世の最大の功績は、その二十二年間にわたる任期において、ただの一度も、帝国国内において飢き饉きんによる餓が死し者を出していない、ということに尽つきる。

　二十二年の間にも、帝国は何度となく日照りや水害などの天災に襲われた。

　収穫が少ないどころか、皆無に近い年もあったが、弦斉閣下は不作が予想されると早い時期に備蓄穀物の放出を行い、被害の少ない地方で収穫された穀物を回すことで、収穫が壊滅的な地方が飢饉を起こすことを未然に防いだんだ。

　このため、不作の地方の農民たちであっても、自分たちの土地に住んで、次の年を迎えることができた。

　この、耕作の継続こそが、帝国の繁栄の礎いしずえだということを、弦斉閣下は知っていたんだな」

　晴凛は深々とうなずいた。

「流民は、最大の問題ですからね。治安の悪化もありますけど、何と言っても農民が農地を捨てて流民になれば、今まで耕されていた農地は、わずか数年で荒地になります。

　地養と灌かん漑がい設備を失った荒地は、再び開かい墾こんしなければ作物を作ることはできません。放置すれば耕作地は減り、何も生み出さない荒地だけが広がっていくことになるわけですからね……」

「そうだ。流民が出て農地が減る。収穫が減るから税を上げる。税に耐えかねて農民が流民となる。この負の連れん鎖さを断ち切り、流民を出さない。弦斉閣下がやったことを突き詰めると、そこに落ち着く。

　あの人には、外交や、貿易や、治水事業や、いろいろな功績があるけど、そういったものを支えてきたのは、帝国の豊かさだ。

　国家にとって農業は国の要かなめである。弦斉閣下はそれを心底から理解している人だな……」

　伏ふせ龍たつはそう言って真剣な顔になると、晴凛に訊きいた。

「で？　帝都にやってきた理由は何なんだ？」

　晴せい凛りんは肩をすくめた。

「それは……教えてくれませんでした。ご挨あい拶さつして、昔話を少しして……いろいろ探さぐりを入れてみたんですけど、詳くわしいことは長ちよう嶺れい帝に拝はい謁えつしてその席で話をする。とにかく、長嶺帝に会わせてくれ。帝国の未来について、話をしたい、とおおせられまして」

「帝国の未来か……あのおっさんの言うことなら、間違いはないだろう。というか、俺たちの代わりに、もう一度宰さい相しようになって欲しいくらいだ。内だい裏りと調整して、明日にでも長嶺帝に拝謁してもらうとしよう」

　伏ふせ龍たつは言葉を切った後で、にやっと笑って付け足した。

「南域討とう伐ばつは思ったよりも簡単にいくかもしれないぞ……南域の反乱軍は、これで担かつぎ手だけじゃなくて、御み輿こしも失っちまったからな」




　月つき原はら弦げん斉ざいの長嶺帝への拝謁は、次の日の午前中に行われた。

　拝謁の儀には、伏龍と晴凛だけでなく、官僚たちも顔を揃そろえていた。

　居並ぶ官僚たちを見て、晴凛がつぶやいた。

「官僚の方たちが増えていますね……疎そ開かい先から戻ってきたのでしょうか？」

　そのつぶやきを聞いて、伏龍は驚いた。

「聞いていないのか？　戻ってきて復職願を出した連中について、一覧と一いつ緒しよに詳細な書類を回したはずだぞ？」

「いいえ？　受け取っていませんが……」

　伏龍は小さく舌打ちをした。

「ちっ！　やつら、晴凛をないがしろにして、自分たちだけで書類を回し始めたな……決裁の印も、おそらく勝手に専決扱いにしているに違いない。早急に確認しないとな」

　そのとき、玉ぎよく間まの中に、太たい鼓この音が響き渡った。

　どーん！　どーん！　どーん！

　大太鼓三つは、皇こう帝てい臨席を告げる音である。

　晴凛と伏龍は両手の平を胸に当て、頭こうべを垂れる皇帝を迎える礼法で、長嶺帝を迎えた。

　侍従長に連れられて玉間に入ってきた長嶺帝は、ゆっくり、と緋ひ色いろの絨じゆう毯たんの上を歩いて、玉ぎよく座ざに向かう。玉座の後ろに掲げられている祖そ霊れいの祭壇に向かって深く一礼すると、玉座に座った。

　長嶺帝はよく通る声で、伏龍に告げた。

「南域より参った月原弦斉をこちらへ」

「かしこまりました」

　伏龍は一礼すると、控え室の前に立つ侍従に向かって小さく目礼した。

　どーん！　どーん！

　賓ひん客きやくを意味する二回の太たい鼓こが打たれ、控え室の戸が開いた。

　太鼓の音を聞いた官僚の間から、ひそひそ声が聞こえる。

「賓客扱いだと？　あいつは反乱の首しゆ魁かいだぞ」

「いや、そもそも乱を起こした理由は、苑その山やま燕えん鵬ほうが冤えん罪ざいを着せて、流罪にしたからだ。苑山がいなくなった今、罪も何もあるまい」

「しかし、帝国に反旗を翻ひるがえしたことに変わりはあるまい？」

「反旗の相手は菰こも野の盛せい元げんと苑山燕鵬であって、長ちよう嶺れい帝ではない、ということなのかもしれん」

　やがて、控え室の戸が開き、月つき原はら弦げん斉ざいが姿を現した。

　晴せい凛りんと伏ふせ龍たつ、そして居並ぶ官僚たち全員が絶句した。

　月原弦斉が着ていたのは、皇こう帝ていが着る玉ぎよく衣いそっくりの衣装だった。

　驚き騒さわぐ官僚たちに、構わず歩みを進めた月原弦斉は、長嶺帝の前に進み出ると、そこに膝ひざをついて、深々と一礼した。

「南域承しよう安あんの乱の首魁、月原弦斉にございます」

　月原の着ている衣装に目を丸くしていた長嶺帝は、慌あわててうなずいた。

「遠路はるばる大儀であった……そなたと会うのは、久しぶりだが……何ゆえにそのような姿で余の前に参ったのだ？」

　月原弦斉はにっこり笑った。

「大きくなられましたな、長嶺帝陛へい下か。私が宮中に参さん内だいした頃は、まだ三つか四つの頃でした……覚えておられますか？」

「うむ、覚えている。亡き父と宮中で、よく碁ごを打っていたな……碁敵という言葉は、そのとき、そなたより教わった」

「はい、よく覚えていらっしゃいます。友にして敵、敵にして友、私と先代皇帝は、そういう間柄でございました……」

　月原弦斉はそこで言葉を切ると、胸を張った。

「その後、紆う余よ曲きよく折せつを経て、私は帝国への反逆を理由に牢に繫つながれ、南域承安に流され、そこで処刑されることとなりました。

　しかし、それを知った南域の民たみは領主に反旗を翻し、承安を落とし、私を牢から引き出して、南域承安軍総軍監として乱を指揮するように要よう請せいいたしました。

　南域は、初代皇帝が延えん喜ぎ帝国を興おこし朗ろう義ぎ王朝を攻め滅ぼすまで、朗義帝国の首都でございました。

　帝国に帰順し、延喜帝国の総そう督とくが治める土地となっても、独立の気風が高く、言語や習慣も帝都とは違います。

　今、私が身に纏まとうこの服は、延喜帝国に滅ぼされた南朝の皇帝が着ていた玉衣にございます！」

　月つき原はら弦げん斉ざいの言葉を聞いた官僚たちの間に、驚きの声が上がった。

「なんと！　南朝の皇こう帝ていの玉ぎよく衣いだと？」

「だが、南朝が滅びたのはもはや百年も前の話、その頃の服には見えんぞ？」

「本物なのか？　ハッタリだろう」

　月原弦斉の言葉は続いていた。

「南域の民たみは南朝の皇帝を偲しのび、南朝滅亡以来、百年の年月を越えて、その玉衣を保存しておりました。

　長い年月を経るうちに劣化した箇所を繕つくろい直し、刺し繡しゆうが色あせれば刺し換え、常に輝きを失わぬように手入れしてきたのでございます。

　南朝の王朝の血統はすでに途絶え、もはや皇帝をいただくことは適かなわなくとも、この玉衣は南域の民の心の拠より所であったのです。

　南域の民は私にこの玉衣を差し出し、これを着てくれと願いました。

　それは、南域の思いを受け取ってくれという願いでもありました。

　南域で産する塩は帝国にとって重要な専売品であり、帝国の歳費はその収入によって賄まかなわれていると言っても過言ではありません。

　しかし、近年、この専売の価格が高こう騰とうしました。

　専売による収益を増やすために、価格を吊つり上げたのです。そして、それによって増大した闇やみで流通する塩を取り締まる塩役人が南域に置かれました。

　しかし、この塩役人は賄わい賂ろを受け取って闇塩商人を見逃し、さらには専売塩の買取の際、公定価格よりも低い値段で買い叩たたき、その利ざやを自分の懐ふところに入れる、という役人の風上にも置けぬ腐ふ敗はいぶりでした。

　闇塩商人は儲もうけのためにならず者や海かい賊ぞくを雇い入れ、南域はもはや法が意味を持たぬ地となったのです。

　法の力の及ばぬ地で、最も虐しいたげられる者、それは力を持たぬ民でございます。

　その実情を知ったとき、私は深く後悔しました。

　二十二年の長きにわたり、宰さい相しようとして帝国の禄ろくを食はんできたこの私は、南域の真の姿を知ろうとも思わなかったのです。

　部下からの報告と、数字。それが、私の知っている南域のすべてでした。

　そして、南域の実情を知ったとき、私は南域の民の差し出すこの玉衣を受け取ったのです。

　帝国に反旗を翻ひるがえすことと知りつつ、私はこの玉衣を受け取り、南域承しよう安あん軍の総軍監として名乗りを挙げました。

　このとき、私は南域の乱が成功するとは考えておりませんでした。

　帝国は強大で、その兵は精せい鋭えいです。烏う合ごうの衆である承安軍の兵士が歯が立つ相手ではございません。どう考えても勝ち目のない相手でございます」

　月つき原はら弦げん斉ざいの言葉を聞いていた長ちよう嶺れい帝が、顔を上げ尋たずねた。

「すると、そなたは勝ち目のない乱と知って、乱の首しゆ魁かいになったということか？　なぜだ？　どう考えてもそのような役目、間ま尺しやくに合わんではないか」

　月原弦斉は淡く微笑ほほえんだ。

「はい、間尺に合いませぬ。しかし、それは私が背負った罪にございます。

　私が宰さい相しようであった頃、もう少し南域のことに関心を持っていれば、民たみが乱を起こすまで追い詰められることはなかったはずです。

　私は、私が撒まいた種を刈かり取るために、乱の首魁となりました。

　南域の民の想いの行き先を作らぬ限り、この乱は収まらぬと思ったのでございます」

　長嶺帝は首を傾かしげた。

「ふむ、そなたの言いいたいことは少しわかった。だが、乱を起こせば、多くの民が死ぬ。余は、征せい古こ原げんで凄せい惨さんな戦いの様を見てきた。あの死んでいった民については、どう思っているのだ？」

「はい、それもまた、私の罪でございましょう。しかし、あの南域承しよう安あん軍の兵となった若者は、職もなく、生きる道もなく、日々を徒むだに過ごしていた者たちです。

　乱を起こし、兵として統率せねば、徒党を組み流る浪ろうの賊ぞくとなって、村々を荒らし回るようになることは必至でありました。

　南域に端を発した流りゆう賊ぞくは、帝国国内を横行し村々を荒し、立ち行かなくなった村の民は農地を捨て、流る民みんとなります。

　その流民の中には、流賊に身を投じる者も出てくるでありましょう。

　流民を放置することは国の崩壊に繫つながるのです。

　私は、その流民となる恐れのある無為無職の若者に、反乱軍という目標を与えました。乱によって生活が変わる、よりよい暮らしができると思わせました。

　私は多くの若者を騙だまし、戦場に送り込み、その多くを死に追いやりました。それはまごう事なき私の罪でございます……」

「だが、その犠牲がなければ、帝国はさらなる疲ひ弊へいの中に落ち込み、帝国は瓦が解かいしたであろう。と言うのか？」

　月原弦斉はうなずいた。

「はい、しかし、私はそれを功績として売り込むつもりは毛頭ございません。私が本日参ったその目的とは、私の首と引き換えに、南域承安の民を罪に問わぬことを請こい願うためでございます！」

「なんと！」

　長嶺帝は目を見開いた。

「死にに来たと申すか、月つき原はら弦げん斉ざい！」

「はい、南域承しよう安あんの民たみの南朝への想い、それをこうやって身に纏まとい、共に黄よ泉みに旅立つことで、南域の乱は終結いたします。

　私の首に免じて、なにとぞ南域の民にご高配賜たまわらんことを……」

　月原弦斉はその場に平へい伏ふくした。

　長ちよう嶺れい帝はその姿をじっと見つめていたが、やがてゆっくり、と言った。

「わかった、そなたの首、申し受ける！　余、みずからの手でな。誰か！　剣を持て！」

　長嶺帝の言葉を聞いた人々の間にざわめきが広がった。

「皇こう帝てい陛へい下か御おんみずからの手で、お手打ちになさるだと？」

「よほど腹に据すえかねたのであろう……とはいえ、子供の手で大人の首が落とせるのか？」

「それはどう考えても無理だ。これはつまり、死ぬまで放置して苦しめ、という意味に違いない」

「生殺しのまま、死んだことにして牢ろうに放り込み、傷が腐り死するのを待つという極刑があると聞いたが、それか？」

　がやがやざわついていた官僚たちが、剣を捧ささげ持った侍従長が戻ってくると、しん、と静まり返った。

　それは少年が腰に帯び、振り回すことができる長さと重さに作られた特別な剣であり、名高い刀とう匠しようが、長嶺帝のためにあつらえて鍛きたえた業わざ物ものだった。

「見ろ、あの剣を！」

「大きな大人用の剣を振るうところを想像していたが、違ったな……」

「あれなら首が落とせるのではないか？　力がなくとも剣が仕事をするぞ」

　無造作に剣を握った長嶺帝を見た晴せい凛りんは、思わず前に出ていた。

　それを見た長嶺帝は真剣な目で言った。

「案ずるな晴凛　これは余の仕事だ」

「しかし……」

　そのとき、晴凛の袖を、伏ふせ龍たつが引き囁ささやいた。

「待て、晴凛」

「でも、これは……」

「いいから、長嶺帝のやりたいようにさせろ。おそらく長嶺帝には考えがある。子供の手で大人の首を切れるわけがないことを、長嶺帝はご存知だ。だとしたら、これには別の意味があるはずだ！」

「……わかりました」

　晴凛は小さく一礼すると、元の位置に戻った。

　剣を携たずさえて、月原弦斉の前に立った長嶺帝は、静かに言った。

「その玉ぎよく衣いを脱げ。今は滅したとはいえ、それはかつて皇こう帝ていが身に着けていたもの、血で穢けがすわけにはいかぬ」

「かしこまりました、お待ちください」

　月つき原はら弦げん斉ざいは玉衣を脱ぎ始めた。

　侍従が二人付き添って、刺し繡しゆうの施ほどこされた玉衣を脱がす。

　玉衣の下に着ていた無位の官服姿になった月原弦斉は、再びその場にひざまずくと、頭こうべを垂れた。

「なにとぞ、南域へのご高配を！」

「うむ、承知した」

　長ちよう嶺れい帝はそう言うと、月原弦斉の着ていた玉衣を持ち去ろうとした侍従を呼び止めた。

「待て。その玉衣を、もう一度余によく見せよ」

　侍従たちは慌あわてて畳んだ玉衣を広げ、背中の龍りゆうの刺繡を長嶺帝に見せた。

　そのとき。

　長嶺帝は無言で駆かけ寄り、玉衣に向かって剣を振り下ろした。

　鋭利な剣の下で、玉衣は真っ二つに切り裂かれ、侍従たちは、その場にしりもちをついた。

「驚かせた、すまぬ！」

　長嶺帝は腰を抜かした侍従にそう言うと、月原弦斉に向き直った。

「面おもてを上げろ、月原弦斉。そなたに取り憑ついた南朝の亡ぼう霊れいは、一足先に黄よ泉みに旅立ったぞ。南域の民たみの扱いは、帰順すればよしとし、責任者への懲ちよう罰ばつをもって南域への処分とする。それでよいな？」

「わ、私めの首は？」

「死ぬことは許さん。帝国のためと言うならば、死ぬまで余のために働け。わかったか」

　月原弦斉はその場に平へい伏ふくした。




　この日、帝国軍参さん謀ぼう本部が作り上げた南域討とう伐ばつ作戦の作戦書の表紙は『南域鎮ちん撫ぶ作戦』に書き換えられることとなった。







　　　第五章「承安鎮撫軍」







　丘の上を吹く風には潮しおの香りがした。

　かぎ慣れない匂においに、思わずくしゃみが出る。

「くちゅん」

　帝国近衛このえ騎兵連隊総司令官、泉せん野や聡そう凛りんは、銀色の甲かつ冑ちゆうに身をかためた厳いかめしい外見に似合わぬ、可愛かわいらしいくしゃみをした。

　その横で、いつもの大福帳を広げた副官がくすり、と笑う。

「風か邪ぜですか、連隊長……ではなくて、鎮ちん撫ぶ隊長殿」

「いや。私の身体からだは問題ない。だが馬は少し疲れているようだな。船旅には馴なれていないせいかもしれん」

「足元が揺ゆれますからね。私も船を下りたとき、しばらく地面が揺れているような気分が抜けませんでした……まあ、馬はともかく、物資を船で運べたのは幸いでした。蔡さい蓮れん軍の連中、やはり南域育ちだ。手際がいい」

　副官が後ろを振り向くと、そこには近衛騎兵連隊を中核とした一万の兵が、進撃の準備を整えていた。さらに後方、部隊が上陸した浅瀬には、大量の補給物資が積み上げられている。荷揚げ作業をしているのは、帝国軍に降伏し、そのまま聡凛の配下になった蔡蓮軍の男たちだ。

「南路街道を進む榎えのき耶や将軍の本隊は苦労しているようです。街道沿いの町も村も、徹底的に略りやく奪だつされていたとか。食料を求めてさまよう流る民みんを捕まえては、帝都から運ばせた食料を配って故郷に戻しているありさまで、進軍は思うように進んでおりません」

「いや、本隊がやっているのは大事なことだ。乱は終わったのに、流民が賊ぞくとなって治安が悪化したのでは本末転倒だ」

「わかってはおりますが、本隊が遅れてる状況で、我々だけでアレを落とすのは、ちょっと無理がありませんか」

　丘の上から見えるのは、光こう来らい川の河口に面した巨大都市だ。計画的に建設され、方形に区切られた帝都と違い、ごちゃごちゃとした町並みを縫ぬうように道と水路が巡らされている。

　副官は筆を取り出して、目に付いた水路とそこを行き交かう船の様子を書き連ね始めた。

　──人口でいえば帝都に匹敵する帝国第二の巨大都市だ。一万では、せいぜい街道を封ふう鎖さするだけだが……あんなに水路があっちゃ、陸側を封鎖しても意味がないぞ。む、あの大型船は外洋から戻ってきたのか？　喫きつ水すいが深い。船腹に米が入っているとしたら、相当な量だ。篭ろう城じようのために食料を輸入しているのかもしれん。大型船がつけられる桟さん橋ばしはあそこだな、川沿いに倉庫が並んでいる……。

「くちゅん」

　再び聡そう凛りんがくしゃみをした。副官は筆を動かしながら、聡凛に訊きいた。

「鎮ちん撫ぶ隊長殿は潮しおの匂においは初めてですか」

「いや、海を見たことはある。もう少し北のほうでな……だが、そのときにはここまで強い匂いではなかったな」

「潮の匂いは、場所によって違いますからね」

　二人の会話に、背後から承しよう安あん訛なまりの女の声が割り込んだ。

「こいつは浅い海で腐ってるものの匂いさ。承安の近くだと、特にきついね。外洋に漕こぎ出したら、匂いなんかしなくなるよ」

「蔡さい蓮れんか。荷揚げのほうはどうだ？」

「順調だよ。ここは闇やみ塩を扱う連中が荷揚げ場として使ってたところだからね。周囲からは、この丘や茂しげみで見えないけど、すぐ近くに南域行路へ繫つながる道もある。上陸にはうってつけの場所だよ」

　丘の下から歩いてきた蔡蓮は腕を組んで首を傾かしげた。投降してからの彼女は、作業をする関係もあって、鎧よろいも何もない軽装だ。そうやって胸の下で腕を組むと、押し上げられた二つのふくらみが、深い谷間を作る。

「あたしの手下の中にも、この場所を知ってるのがいてね。驚いてたよ、あんたがこの場所を知ってるとは思わなかったって」

「ここについては、出発前に北域国の軍師から聞いた。月つき原はら弦げん斉ざいからの情報らしい」

「月原弦斉が？　あの人はずっと幽ゆう閉へいされてて、あたしらは顔も見たことがない。会えるのは鳳ほう鶴かくのダンナのところの、一部の人間だったはず。どうやって、そんな情報を仕入れたんだろう」

「さてな。だが、こういう情報の大事さを知る人物であればこそ、帝国を治めることができたのだと思う」

「ふーん。でも、上陸は上う手まくいったとしても、これからどうすんだい。あたしの手下は武器なんか持ってないし、あんたの兵隊だけじゃ、さすがに承安は落とせないだろ」

　帝国に降くだった蔡蓮軍は、長ちよう陽ようの渡しから、温うん蕉しよう、承安に至る光こう来らい川沿いに散って兵へい站たん線を維持する仕事に従事している。この場にいるのは五千。聡凛が指揮する承安鎮撫隊一万の兵站を維持する人数としては十分だが、非武装なので戦力にはならない。

「さて、まずは北域国軍師殿の献策を試してみるか。蔡蓮、例のモノは持ってきてあるな」

「ああ、ここにある。おい！　あたしの旗を持ってこい！」

　蔡蓮に呼ばれ、丘の下から旗を巻いた棒を持った蔡蓮の部下が駆かけ上がる。

「副官。こちらの旗も準備はいいな」

「そいつは任せてください。それ、我が連隊の旗を揚げろ！」

　黒地に銀で刺し繡しゆうされた近衛このえ騎兵連隊旗がばさり、と海からの風に翻ひるがえる。

　続いて、あちこちを繕つくろったが傷みの激しい、『蓮れん』の字が描えがかれた赤い旗が揚がる。




　承しよう安あんの街から見える丘の上に、二つの旗が揚がったのはすぐに知れ渡った。

　片や、南域の人間にとって、シムールにおける霜そう弊へい経けいのような、生ける厄やく神しん的扱いを受ける、銀しろがね率いる帝国近衛騎兵連隊の旗。

　片や、南域の人間にとって、戦場での勇戦から高い人気を博す、蔡さい蓮れんの旗。

　二枚の旗が、承安の城門から目と鼻の先にある丘の上に掲げられたのだ。

　旗が見える城壁の上は、たちまち人で鈴すず生なりになった。

「うわー、あんなところに、もう帝国軍が来たんかいな」

「それも銀しろがねや。こらもうあかん。あれは人が勝てる相手ちゃうで」

「隣の蓮の字の旗は、ありゃ、蔡蓮様の旗や」

「何で一いつ緒しよなんや。あの女、わしら裏切ったんか」

「そらないやろ。征せい古こ原げんで負けたときに、蔡蓮様の軍が最後まで戦場に残って、味方が逃げるんを助けてくれたそうや。うちとこの甥おいが、生きて帰れたんは蔡蓮将軍のおかげや、ゆうとった」

「それで逃げきれんで、降くだったんか」

「降った蔡蓮様の旗が、あそこにある、ちゅうことは……こら、もしかしたらエエ話かもしれん」

「どこがや！　エエ加減なこと言うな！」

「待てや待てや。エエ話、いうんは、わしもそうかもしれんと思う」

「何でや」

「降伏した蔡蓮様が、銀しろがねと一緒に帰ってきたんなら、蔡蓮様は殺されとらん、いうことや。帝国軍はわしらを皆殺しにせん、いう意思表示ちゃうか」

「それや！」

　ぎらり。それまで不安と恐怖に染まっていた承安市民の目が、希望に輝く。

「へたに抵抗しても、痛い思いするだけや。ここはもう、すっぱりあきらめて降伏したほうがええやろ」

「そやな」

「これで終わりかー。わしらの国ができるか思うとったから、ちぃと残念やけど」

「短い夢やったな。夏祭りのときに始めて、まだ冬にもなっとらん」

　ひとりの言葉に、その場にいた者が顔を見合わせる。

「祭りはもう、しまいや」

　別のひとりの言葉に、全員がうなずいた。




　祭りに参加した民衆の側はそれでよかったが、祭りの主催者側は、そう簡単に終わらせるわけにはいかなかった。

「蔡さい蓮れんやと？　本物か？」

「旗は本物でっせ。本人がおるかどうかは、今、確認させとります」

「で、旗が出た場所は、あそこなんやな」

「あそこです。自分も何度も使った浅瀬のある場所ですから、間違いありません」

「ほうか」

　垣かき不ふの報告を聞いて、鳳ほう鶴かくはどっかり、と腰を下ろし、顔を手で覆った。

「あそこに上陸した、いうんなら、こらもう、抵抗するだけ無む駄だやな」

　闇やみ塩商人なら誰もが知っている、つまり承しよう安あんの塩商人のほぼ全員が知っている浅瀬は、門外不出の秘密というわけではない。秘密を知る者は大勢いる。

　だが、これを逆さかしまにすれば、帝国軍が浅瀬の場所を誰から聞いたのか特定はできないということでもある。承安の誰が裏切り者なのか、そいつがどれだけの情報を流しているのか、わからないのだ。

「抵抗できんのやったら、逃げますか？　今からなら、まだ外洋に行ける大型船を何なん隻せきか押さえられます」

　垣不の進言に、鳳鶴は手で顔を覆ったまま小さく首を振った。

「あかん。ここで最初に逃げるやつが生け贄にえにされるで。逃げたら言い訳できんからな。あいつが悪かったんです、って皆が口を揃そろえて言い出すで。わしかて言うわ」

　むしろ、承安軍幹部の誰かが逃げ出そうとしてくれないか。鳳鶴は内心でそのように考えており、港には人をやって監視させている。おそらく、他の幹部連中も同じことをしているだろう。

「でも、このままやとわしらが一番不利でっせ。月つき原はら弦げん斉ざいも、蔡蓮も殺されんかったいうことは、帝国はほんまもんの乱の首しゆ謀ぼう者しやを探しとる、いうことかもしれまへんし」

「そやな。今おる承安の塩商人まるごと取り潰つぶして、入れ替えよういう腹かもしれん。強ごう突つく張ばりな帝都の御用商人やったら、考えそうなこっちゃ」

　人は誰しも、自分を基準に考える。鳳鶴は帝国が南域への対応を討とう伐ばつから鎮ちん撫ぷに切り替えた背景に、帝都の御用商人の意向がある、と考えていた。承安の商人を根こそぎにし、自分たちが塩や交易の利権を牛ぎゆう耳じろうとしている、と。

　鳳鶴のこの考えは勘違いとばかりは言えない。実際、帝都ではそうした動きがあり、役人も加えた南域の利権争そう奪だつ戦を食い止めるため、伏ふせ龍たつは錬れん涯がい塾の人脈を総動員して奔ほん走そうしていた。南域のためではなく、利権のすべてを帝国中央に奪うばわれたら、それこそ二度目の乱が起きかねないからだ。

　──ここで逃げたら、命は取られんでも南域でわしらが築いたもんは全部、持ってかれる。かというて、逃げんでも、あれこれ難癖つけて奪うばってくやろ。なら、今あるもんを守るのは下へ手たの打つ手や。ここで終わったら、あかん。この博ばく打ちは負けたけど、次の勝負に出られるようにせんとな。

　ぱんっ！

　鳳ほう鶴かくは己の顔を平手で叩たたいて気合いを入れた。

「よし。こないしとってもしゃあない。垣かき不ふ、金目のもん、いつでも動かせるようにしとるな？」

「やっぱ、逃げますか」

「いや、使うで。このままやったら、どっちにしろ誰かに持ってかれるか、買い叩かれるわ。それなら、ぱあっと使ってしまえ」

「ぱあっと使う……言いましても、どないしますねん。宴えん会かいでも開きますか」

　垣不が首を傾かしげる。彼の感覚では、金をぱあっと使うというのは遊ゆう興きようしかない。

「あほ言うな。ぱあっと金を使うんやったら、目立たなあかん。ああ、それとな」

　気合いを入れて赤くなった鳳鶴の頰ほほに、酷こく薄はくな笑えみが浮かんだ。

「お前にはもっと大事な仕事があったわ。豚の首ひとつ、帝国軍への引き出物に用意せなあかん」

　今度は、垣不にも鳳鶴が何を言いたいのかがわかった。それこそ、二人が駆かけ出しの闇やみ塩商人であった青年時代からやってきた役割分担だ。

　垣不の顔から表情が消えた。

「わかりやした。そういうこともあろうかと、監視はつけてあります」

「首から下はいらんで。首と胴体が一いつ緒しよやったら、あの駄だ肉にく、ようしゃべるからな。いらんこと言われたらかなわん」

「へい」

「ま、人の命を何とも思うてへん男やからな。自分の番が来ただけや思うてもらお」

　鳳鶴の言葉に、垣不はぺこり、とうなずいて部屋を出ていった。腹心である男の動きから、足音が消えていることに、鳳鶴だけは気づいていた。




　南路街道に出た聡そう凛りん率いる承しよう安あん鎮ちん撫ぶ隊一万は、近衛このえ騎兵連隊を先頭に、承安を目指して進軍を開始した。

　先頭で馬を歩ませるのが泉せん野や聡凛で、その斜め後ろに副官がいるのはいつも通りだが、さらに副官の左隣には蔡さい蓮れんが居心地悪そうに馬に乗っていた。

「ううむ」

「どうした、蔡さい蓮れん」

　聡そう凛りんが訊きくと、蔡蓮は腰につけた刀に目をやった。

「馬に乗せてもらったのはありがたいけど、刀まで返してもらっちゃ、逆に気味が悪いね」

「お前の、降伏した部下の取りまとめは見事だった。捕ほ虜りよであっても、将校に帯刀が許可されるのは当然のことだろう」

「そりゃどうも。ま、それにここでこの刀を抜いてあんたに斬きりかかっても、殴なぐり倒されるだけだってのは、身に染しみてわかってるからね。無む駄だなことはしないよ」

「渡と河が点での戦いか。槍やりの間合いをかいくぐって距離を詰めた動きは見事だった。あれは正直、肝きもが冷えた」

「……本当かい？　あんたみたいな男でも、びびったりするのかい？」

「もちろんだ。戦いで恐怖を感じない兵はいない。恐怖とは押し殺すものではなく、律りつするものだ」

「へえ……」

　まじまじと蔡蓮は、前を進む聡凛の背中を見た。戦場では鬼き神しんのような武人だが、人としての情も持ち合わせているらしい。

「それで隊長。こっから先はどうするんですか？　城攻めの準備をするなら、そろそろ陣を築いて攻城兵器の組み立てに入りたいんですが。あまり近すぎると、逆襲を受けたときに対応できません」

　副官の問いに答えたのは、聡凛ではなく蔡蓮だった。

「もうちょい近づいたらどうだい。面白いものが見られると思うよ」

「面白いもの？　何だ？」

　副官が苛いらつきを隠せない声で蔡蓮に訊くと、蔡蓮は閉じた承しよう安あんの大門を指差した。

「ほら、あそこ」

「どこだ？」

「門の上だよ。煮えたぎった油を入れとく大おお釜がまがあって下を通る敵に浴びせる仕掛けがあるところ。さっきから、兵の動きがある」

「まさか、篭ろう城じようの準備をしているのか？　だとしたら、作戦を立て直さないと」

　副官が身を乗り出すようにすると、聡凛が苦笑した。

「落ち着け。違うようだぞ」

　その言葉と共に、ばさり、と白旗が門の上に広がった。それも、そんじょそこらの白旗ではない。ちょっとした家ほどの面積がある巨大な白旗である。続いて十数枚の、それよりは小振りな白旗が城門の上に翻ひるがえる。

「……あれは降伏する、ってことですかね」

「だろうな」

「だとしても、何であんなにたくさん？　でかいのが一枚あれば十分でしょうに」

　副官が顎あご髭ひげを引っ張りながら首をひねる。蔡さい蓮れんがにやにや笑いながら答える。

「自分とこは降伏しました、って見せるためだよ。あのでかいのは、鳳ほう鶴かくのダンナだろうね」

「鳳鶴というと、闇やみ塩商人でこの乱の首しゆ謀ぼう者か。意外とあきらめがよいのだな」

「いやいや。鳳鶴のダンナは意地汚いからね。あきらめるなんて、絶対にしないよ。率先して白旗を振るのは、そうしないと他の連中に戦犯として引きずり出されるからだね」

「なんとまあ。では、あの白旗の一枚一枚が、承しよう安あん軍の幹部が用意したもので、我々が入城したら、そいつらが『白旗を掲げなかったやつは、誰と誰でっせ』とご注進に上がってくると」

　副官が下へ手たな承安訛なまりの声色で言い、蔡蓮が吹き出した。

「そういうこと。ま、白旗が買えなかったやつも別のやり方ですり寄ってくるだろうから、注意しときな。賄わい賂ろとか、酒とか、女とか」

「安く見られたものだ。受け取るとでも思ったのか」

　副官が鼻を鳴らした。それを聞いて蔡蓮が難しい顔になる。

「そいつはどうだろうね。承安の人間ってのは、賄賂は単なる交こう渉しようのひとつで、悪いことだとは思ってないからね。受け取らないってことは、交渉を拒否する相手だと思われちまうよ」

「だが、賄賂が通用する、という意識があるままでは鎮ちん撫ぶは難しい。それに、あとで鎮撫隊が罪に問われる原因となる」

　蔡蓮と副官が二人揃そろって、むむむ、という顔になる。

「副官。承安の人間が金品を差し出したら、すべて受け取るように。そして記録をきちんと取って提出するのだ。賄賂ではなく、鎮撫隊の活動への寄付という形にしてな」

　聡そう凛りんが前を向いたまま、後ろに声をかけた。

「はっ！　なるほど、そういうやり方でいきますか」

「多額の寄付をした者には、帝都から感謝状が届くよう、手はずはしてある。賄賂のように裏で便べん宜ぎははからぬが、まったくの無む駄だではない。落としどころは、そのあたりだな」

「わかりました」

「ちょっと待っとくれよ。それ、誰が決めたんだい？」

「北域国の軍師、皇こう伏ふせ龍たつだ」

「またその男かい。同じ軍師でも、うちらの駄だ肉にく軍師とは、えらく違うね。手回しがいい」

「仮面軍師、崇すう鳳ほうと名乗る男か。軍師としては、大したものだと思うが」

「はんっ、どうだかね。結局は征せい古こ原げんであの有様だよ。あんたんとこの伏龍とは、月とスッポンさ！」

「伏龍殿は征古原での承安軍の戦いを高く評価している。つまるところ、軍師とは相手がして欲しくないことをする、嫌いやがらせをする仕事だとな。承安軍の戦い方は、稀まれに見るイヤな戦いだったと言っていた」

「そりゃそうかもしれないけどさ。味方までイヤな気分にさせてちゃ、そのうち後ろから……」

　何事かに気がついて、蔡さい蓮れんが口ごもる。

　がらん、がらん、がらん。

　巻き上げ機の音が轟とどろいて鎖くさりが引っ張られ、承しよう安あんの大門が開かれた。

　じゃーん。じゃーん。じゃーん。

　大門に据すえ付けられた銅ど鑼らが叩たたかれ、開門を知らせる。普段であれば、周囲に時を告げる役目もしている銅鑼だ。

「副官。門の警備に中隊をひとつあてろ。それと都市の外の警戒に一個連隊を。今は服属していても、付け入る隙すきを与えれば手のひらを返すぞ」

「わかりました」

「蔡蓮、これから承安の主立った人間と会見になる。同席して気になったことがあれば言ってくれ」

「あいよ」

「それと、隊の規律を厳正に……あれは何だ？」

　門の上、白旗を振っていた場所で動きがあった。円筒形に巻いた布を門の外に落とそうとして、棒でつついている。

「垂れ幕でも作ろうとしてるようですが。いったい何を……あ」

　引っ掛かっていた布がくるくる、とほどけながら落ちた。垂れ幕に書かれた文字が読めるようになる。

『祝　承安落城』

　大急ぎで書かれたのだろう。文字が乾いていないまま巻いたので、垂れ幕のところどころが墨すみで汚れている。

「あちゃー」

　蔡蓮が額ひたいを手で押さえた。しばらく垂れ幕の文字を見ていた聡そう凛りんは、憮ぶ然ぜんとした表情で蔡蓮を振り返った。

「誰かアレを止めるやつはいなかったのか？」

「言わんといて。どこにもお調子者はおるから」

　蔡蓮はため息をついた。

　──調子に乗ったっていうよりは、白旗を用意できずに出遅れたやつが、鎮ちん撫ぷ隊にすり寄って得点を稼かせごうとしてるんだろうね。こういうときに、それぞれ勝手に動き始めるのが承安人らしさではあるけど……この様子だと、あの駄だ肉にく軍師も誰かが本当に肉にしちまってるだろうね。あの奴ど隷れいの娘が巻き込まれてなきゃいいけど。

　こうして、承安鎮撫隊は一度も戦闘に訴えることなく、一兵も損そこなわず、そして一様に微び妙みような顔をして承安の大門をくぐることとなった。

　承しよう安あんの乱は、ここに終結したのである。




　そして、同時刻。

　蔡さい蓮れんが気にしていた奴ど隷れいの娘は、思いっきり巻き込まれていた。

「いたぞっ！」

「回り込め！」

　ずいぶんと逃げ回ったはずだが、追いかけてくる男たちの数はどんどん、と増えていた。

「ひぃ、ひぃ、ひぃ」

「ほら、ご主人様！　もっと早く走るですよ！　早く！　早く！」

　情けない声を上げてどたどた走る崇すう鳳ほうの尻しりを蹴け飛とばすようにして走りながら、ムルトは周囲を見回し、逃げ道を探さぐった。

　──やっぱりこうなったですよ。

　征せい古こ原げんの戦いで承安軍が負けたとき、いつかはこうなるだろうとムルトは覚悟していた。

　──ご主人様のような、性格が悪くて他人に恨うらまれている人間が、戦いで負けた後も無事で済むはずがないですよ。ぜーったい、責任取らされて焼き豚になるです。もう、絶対の絶対です。

　ムルトはそう予測していたし、その予測は正しかった。

　──唯ゆい一いつの救いは、ご主人様の首を狙ねらってるのは、ひとりや二人ではないことです。七つか八つの派は閥ばつが、ご主人様の首を取ろうとしてますですよ。早い者勝ちの競争になってて、互いに足を引っ張ってくれてるです。

　承安軍の軍師崇鳳の首は、承安鎮ちん撫ぶ隊が投降した蔡さい蓮れんを連れてきたことで、価値が暴ぼう騰とうした。帝国が、乱を起こした承安軍幹部の命までは奪うばわない、という姿勢を見せたからである。もし蔡蓮が殺されていれば、承安軍幹部は、鎮撫隊に投降するよりは逃亡する道を選んだであろう。投降しても命が助からないなら、わざわざ投降する者はいない。

　投降すれば命が助かると判断すればこそ、承安は城門を開いた。だが、助かるとなれば今度は欲が出る。投降時に〝土産みやげ〟を持参すれば、待遇はよりよくなると考える。

　〝土産〟といっても、自腹を切りたくはない。だから、他人に腹を切らせる。

　そして、承安軍の誰にとっても切らせて痛くない腹が、係けい累るいも何もない流れ者の駄だ肉にく軍師の腹だった。

「ひぃ、ひぃ、もう駄だ目めだ。もう走れない」

「泣き言は、死ぬまでとっとくです！　いいから走れっ！」

　へたり込もうとする崇鳳の尻を、ムルトはとうとう物理的な意味で蹴飛ばした。ぎゃっ、と悲鳴を上げて崇鳳が再び走り始める。

　いや、もう走ってはいない。べた、べた、べた。腕は左右に振っているが、足は上がらず、べったり地面についている。

　息もひゅうひゅう、と笛のようになっていて、普段から運動不足の駄だ肉にくが生理的に限界にきつつあるのは、ムルトにもわかった。

　──ああもう！　何で！

　ムルトは呪のろいたい気分だった。巻き込まれて死にそうになっている自分の運命を、ではない。それは、故郷の島で子供の頃に巻き込まれ、奴ど隷れいとして売られることになった革命騒さわぎで済ませている。

　彼女が呪いたいのは、この状況でも崇すう鳳ほうを見捨てられない、自分の心のままならなさだった。

　これは恋心ではない。ムルトは断言できた。崇鳳という男は、女が恋だの愛だのを抱いだく対象としては、駄だ目めすぎた。特に致命的なのは、他人への共感の薄さだ。崇鳳という男は、根っこのところで、自分以外の人間がどうでもいいのだ。どうでもいいから、相手が気分を害しても気にしない。自分の策でどれだけ大勢の兵士が死んでも、気にならない。他人には、男であれ、女であれ、価値を認めていないのだ。自分のことをどうでもいい、と思っている男に恋心を抱けるはずがない。

　──ここでムルトが巻き込まれて死んでも、この駄肉は心が痛まないに決まってるですよ。これだけお世話したムルトが、その他大勢のひとり、みたいに扱われるのは、絶対に納得できないです。

　自分という人間の価値を、この男の魂に刻んでやる。それはムルトの意地であった。奴ぬ婢ひとして売り買いされる立場になったからこそ、ムルトは他人にとって自分の価値がいかほどか、が気になるのだ。

　──といっても、さすがにこのままでは逃げ切れないですね。

　声を出す気力もなくなった崇鳳を後ろから押しながら、ムルトは考える。

　追っ手のいないほう、いないほうへと逃げた崇鳳とムルトはいつしか海岸にある崖がけへと追い込まれていた。波でえぐれ、海側にせり出した崖の上からは、波が砕くだける音と、白いしぶきだけが見えた。

　崖の上に来てから、追っ手の姿が見えなくなったが、それはつまり、追っ手同士の間で、追い込んだ獲物をどうするか、取り引きしているのだろう、とムルトは推測した。その取り引きが話し合いで行われているのか、殺し合いで行われているのかはわからないが。

　ついに、崇鳳が地べたに座り込んでしまう。ムルトもまた、その隣に膝ひざをついた。彼女もまた肉体的に限界だったのだ。

　そして、それを待っていたかのように男が現れた。承しよう安あん軍の本陣で何度か見た顔で、ムルトも覚えていた。鳳ほう鶴かくの腹心で、垣かき不ふという男だ。ムルトの鼻が男から漂う血の臭においをかぎ分けた。

　──殺し合いで決着がつきましたですか。

　垣かき不ふは何も言わず、崇すう鳳ほうとムルトに近づいてきた。脅おどしもせず、詫わび言もない。表情すら、まったく動かない。

　──これは、ご主人様をぶち殺して、首だけ持って帰るつもりですね。ムルトが邪じや魔ましたらばっさり殺すし、邪魔せず自分だけ逃げたら、追いかけることすらしないですよ。

　垣不は崇鳳とはまた違った意味で、ムルトに価値を認めていなかった。わざわざ殺す価値はないし、邪魔をすれば生かしておく価値もない。この男にとっては、人間らしい感情を抱いだく相手と、そうでない相手とが、身内かそうでないかできれいに切り分けられているのだ。

　自分だけ逃げれば助かる。

　それがわかったムルトは、無意識のうちに立ち上がろうとした。

　がくん。

　中腰で止まる。ムルトの服の裾すそを、丸っこい指が摑つかんでいたからだ。

「え？」

「え？」

　振り返ったムルトと崇鳳は、どちらも不思議そうに顔を見合わせた。崇鳳は自分がムルトの服の裾を摑んでいることを、自覚していないようだった。

「まったくもう……しょうがない、ご主人様ですよ」

　ムルトは崇鳳の手に、自分の手を重ねた。

[image: ]

「とりあえずは、これで勘弁してやるです。将来に期待、ですよ」

　ムルトは崇すう鳳ほうの頭の後ろに手を伸ばして、仮面を結ぶ紐ひもをほどいた。昔、仕事をさぼってこっそり見た芝居では、魔物につけられた呪のろいの仮面を外すと、怪物が美形の王子になるという筋書きだったが、崇鳳の場合は、単に不細工な顔が出てくるだけであった。

「ここは将来も期待できないですね」

　外した仮面を地面に投げ捨てる。

　ムルトが何をしようとしているのか気づいた垣かき不ふが足を速めた。懐ふところに手をやっている。その瞳ひとみに、苛いら立だちと驚きが浮かぶ。

　その男に、それほどの価値があるのか？

　垣不の目は、そう言っていた。

　ムルトは、べーっ、と舌を出した。

「お前なんかには、ぜーったいにわからないです」

　そして、まだ何が何だかわからない、という顔をしている崇鳳に向き直ると。

「えいっ！」

　気合もろとも、崖がけの下に向かって突き飛ばした。

「うひゃあぁうぇぇぇぇぃ！」

　悲鳴とも何ともつかない、情けない声を上げて、崇鳳は落ちていった。

「お前、何をするんや！」

　思わず声を上げた垣不のほうを見ようともせず、ムルトは崖の上からきれいな姿勢で白波の立つ海の中に飛び込んでいった。

　慌あわてて駆け寄った垣不は、崖の上から下を覗のぞき込んだ。

　崖の下には、荒磯に大洋の大波が打ち砕くだける光景が広がるばかりで、崇鳳の姿もムルトの姿もどこにも見えなかった。

「死によったか……」

「この高さや、まず助からんでっしゃろな……」

「降りて確かめるわけにもいきまへんし……落ちて死なんでも溺おぼれ死ぬのは間違いないと思いまっさ」

「しゃあない。どっかで、あいつによく似た男探して、そいつの首取って、さらしまひょ」

「そやな……そう言えば、お前、どことのう、あの男に似とるな」

「殺せつ生しような！　かんべんしてくんなはれ！」

「冗談や」

　垣不たちはそんなことを言い交かわしながら、戻っていった。




　こうして承しよう安あんの乱の初期、どこからともなく現れた仮面の軍師は、結局その正体がわからぬままで終わる。崇すう鳳ほうという名前が偽名であることまではわかったが、どこで知識を学び、どのような経歴の果てに承しよう安あん軍に参加したかについては、調査されることもなかった。

　承安鎮ちん撫ぶ隊として承安にて軍政を敷いた泉せん野や聡そう凛りんは、その報告書に、目撃者の証言として崖がけの上から身を投じ、以後の消息は不明、とだけ記し、仮面と共に帝都へと送った。

　報告書を受け取った皇こう伏ふせ龍たつは、反乱の記録と共に崇鳳が書いたとされる命令書を集めて保管した。







　　　第六章「抵抗勢力」







　南域の反乱が完全に終結するのを待っていたかのように、地方に逃げていた高級官僚や定じよう族ぞくたちが、続々と帝都に戻ってきた。

　そして戻ってきた高級官僚たちの数に比例するように、伏龍による改革の速度は目に見えて低下していった。

「晴せい凛りん、飯じゃ！　入るぞ！　……晴凛？　どこじゃ？」

　盆を持って執務室に入ったミーネがきょろきょろ、と左右を見回す。実際、首を大きく動かさなければ視界に入りきらないほど、北域王の執務室は広かった。何しろ帝国では皇こう帝ていに次ぐ地位にある、筆頭執政官の執務室である。

「ここだよ、ミーネ」

　これまた寝台ほどもある広い机に積み上げられた書類の向こうから、晴凛の手がのぞいた。

「晴凛！　忙しいのはわかるが、飯ぐらいちゃんと食わねば、倒れてしまうぞ！」

　ミーネは粥かゆの膳ぜんを持って晴凛に近づき、そこではたと膳の置き場がないのに気付く。机の上はそれほどに書類であふれていた。

「おい晴せい凛りん、机の上の紙をどこかにしまえ」

「しまえ、と言われてもね……」

　しょぼしょぼした目で晴凛が机の上を見回し、手近な書類を手に取った。だが、どこかにしまうわけにもいかず、元に戻した。下へ手たに動かしては、ますますどれがどれであったかわからなくなる。

「しょうがない、床の上で食べよう」

「いったいぜんたい、ここ数日の忙しさときたらどういうことじゃ？　朝から晩まで書類相手にずーっとにらめっこではないか。しかも増えておる！」

「本当にね。読んでも読んでも、書類が増えるんだ。ふわあああ」

　床の上に差し向かいで座り、ミーネに押しつけられるまま粥かゆの入った碗わんを手にした晴凛が、大きくあくびをした。

「わしも嫁として晴凛の手助けをするのは流鏑馬やぶさめではないが、書類が相手ではのう」

「『やぶさめ』？　ああ、『やぶさか』か。まあ、馬に乗って矢を射いても、どうにかなるものじゃないからね。北域で書類仕事も少しは馴なれたと思ったんだけど、さすが帝都の書類仕事は格が違いましたよ」

　げんなりとした表情で、晴凛は書類の上に積み上げられた一枚を差し出した。

　神経質そうな筆跡でびっちりと書類を埋めている文字の羅ら列れつを見て、ミーネが震え上がる。

「うわっ、何じゃそれは。北域でやってたように、判はん子こだけぽんぽん押して処理するわけにはいかんのか」

「報告書なら、読んで判子だけでもいいんだけど。ここにあるのは、僕の判断を求める書類なんだ。どうするか決めるには、全部読まないといけないし、時には他の書類と照らし合わせて複合的に決めないといけない。だから時間がいくらあっても進まないんだ」

「むむむ。じゃが、ついこの間までは、ここまで忙しくはなかったのであろう？　理由は何なのじゃ？」

「それがわからないんだ。ここ数日は伏ふせ龍たつさんも忙しくて相談できないし。このままだと、僕のところで書類がたまることで、政務が滞とどこおってしまう」

　晴凛が浮かない顔のまま、匙さじを使い粥を口に運ぶ。

　そこへ、新たな来客があった。噂うわさをすれば影で、政務総監職についた伏龍である。

「おい、晴凛。お前のところで……げっ、やっぱりか！」

　内だい裏りではやたら仰ぎよう々ぎようしい政務総監の冠かんむりを頭につけることになった伏龍は、早足で歩いたせいでずれたその冠を手で直しながら部屋を見回し、書類の山を見るなり、あちゃー、と額ひたいを押さえた。

「おお、伏龍！　いいところに来たな！　晴凛が書類に埋もれて死にそうじゃ！　何とかしてくれ！」

「そういうことか。やっぱり高級官僚連中はひと筋すじ縄なわではいかないな」

「どういうことです？」

「少し前に高級官僚連中の復職願いがお前のところに回ってなかったことがあっただろ？　ああいうことがないように、重要書類は事後承しよく諾だくせずに回すよう、手配しておいたんだ。そうしたら高級官僚のやつら、今度は何でもかんでも重要書類って扱いにして回してきたって寸法さ」

「なんじゃそれは！　子供の嫌いやがらせではないか！　馬ば鹿かどもめ！」

　ミーネは眉まゆを吊つり上げて怒いかりを爆発させ、晴せい凛りんはやってられないな、という顔になった。

　二人の顔を見比べて、伏ふせ龍たつが答えた。

「子供だよ。こいつは、お気に入りのオモチャを取られそうになった子供の発想だ」

「オモチャ……ですか？」

「どういうことじゃ？」

　伏龍は官衣の裾すそをまくって、晴凛とミーネの前に同じように座り込んで、あぐらをかいた。

「よし、いい機会なんで少し説明しておく。

　戻ってきた高級官僚の連中は、今まで帝都でやりたい放題やっていた菰こも野の盛せい元げんのところの連中とは、ものの考え方が少し違っている。菰野派にとって権力は金かね儲もうけの手段であり、他人に仕事や責任をなすりつけて自分が楽をするためのものだった。楽して儲けたいだけの怠なまけ者だ。でも、今、帝都に戻ってきている高級官僚にとって権力とは、金儲けの手段でもあるが、それはついでのようなもので、どちらかといえば生き甲が斐いに近いんだ」

「生き甲斐じゃと？　権力が？　何かの間違いではないのか？　権力なんか握ってても、面倒なだけじゃぞ？」

　ミーネが異議を唱える。

「まあ、普通の人間にとってはそうだな。だが俺はこれでも錬れん涯がい塾出身なんで、権力が生き甲斐って連中の気持ちもわかるんだ。ようは、自分がこの国を支えている、この国には自分が必要だって意識がすごく気持ちいいんだ。そういう人間は責任ある役職を与えるとばりばり仕事をする。そして出世する。この国で高級官僚になるのは、ほとんどがそういう人間だな」

「聞いただけだと、そう悪い人間でもないような……あ、でも、苑その山やま燕えん鵬ほうが高級官僚の一番上にいたんですよね。なら、悪い人間……なのかな？」

「弦斉のおっさんはどうなんじゃ？　反乱の首しゆ謀ぼう者しやかもしれんが、あのおっさんは悪い人間ではないぞ」

「苑山燕鵬も月原弦斉も、どちらも高級官僚の代表例だな。権力を使って帝国を支えることに生き甲斐を感じる人間だ。けどな、価値観が一いつ緒しよでも視野の広さが違うんだ。月原弦斉は過去の歴史を踏ふまえ、帝国の今と未来を見通すことができた。苑山燕鵬は過去と今は見えていたが、未来がどうなるかは見通せず、それが帝国の内乱を誘発した。そして、何もかも終わってから帝都に戻ってきた高級官僚連中は、だな」

　伏ふせ龍たつは机の上に積まれた書類の山を見た。

「こいつらは過去しか見ていない。能力のすべてを、自分の権力を守るために使うようなやつらだ。俺たちに好きなようにさせたら、自分の権力が小さくなり生き甲が斐いが減る、としか考えられない馬ば鹿かどもさ。こうなったからには……」

　伏龍が腹に据すえかねる、という風に何かを口にする前に、またもやミーネが爆発した。

「馬鹿も馬鹿！　大馬鹿ではないか！　そんな連中は、菰こも野の派のように帝都から追い出してしまえ！　伏龍、お前が皇こう帝ていからもらった白紙委任状なら、それができるのであろう。さっさとクビにしてしまえ！」

「だめだよ、ミーネ姫。それはだめだ」

　意外なほどに強い晴せい凛りんの言葉に、ミーネよりも伏龍のほうがはっとなる。

「僕は役所のことはわからないけど、昔から帝都の市場を見て回るのが好きだったから、人が大勢集まる場所というのが、どんな風になるかはわかるんだ。金かね儲もうけが好きな商人もいれば、客の笑いを取るのが大好きな芸人もいる。何が好きで、どんなことに生き甲斐を感じるかは、他の誰にも変えたり、止めたりできるものじゃない。ミーネだってミリンさんにお行儀よくしろと怒られるけど、どれだけ怒られても、お行儀が大事だと思うようにはならないだろ？」

「む……まあ、そうじゃな。ミリンが毒舌行かず後ご家けなのや、メンミが毒盛り女なのと一いつ緒しよじゃ。毒を吐はかないミリンや、毒を盛らないメンミでは、なんか違う気がするな」

「それと同じだよ。僕や伏龍さんと同じ価値観を共有しないからといって、高級官僚を追放していたんじゃ、帝国の改革は上う手まくいかない。価値観が違うのは本人の意志じゃどうにもならないんだから」

　ミーネはそれを聞いて腕を組み、真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「ううむ。晴凛の言う通りじゃな。世の中には伏龍のように、おっぱいが大きいのが好きな男もいれば、晴凛のように、おっぱいが小さいのが好きな男もいる。それは他人がどう言ったとしても、無理に変えられるようなものではないわけじゃ」

「何を自分に都合のいいことを言ってマスか、この山やま猫ねこハ」

「まったくです。晴凛様はおっぱいの大きさで女を差別する小さい男ではありませんわ」

　背後から声をかけられて、ミーネが床にあぐらをかいたまま飛び上がる。

「わわっ、ミリン！　それにメンミも！　いったい何しに来たんじゃ！」

「どこぞの山猫が食事を届けに行ったきり、いつまでも帰ってこないから様子を見にきたのデス」

「晴凛様のお仕事の邪じや魔まをしてるのではないかと思って来てみれば、案の定ですわね」

「うるさい！　仕事の邪魔はしておらん。それどころか、仕事の役に立つ大事な話をしておったのだ！」

「おっぱいの大きさが関係する仕事？　そんなものをココではやっているのデスカ？」

　ミリンがじろり、と晴せい凛りんをにらむ。慌あわてて晴凛が首を振る。

「やってないやってない。おっぱいはあくまで物のたとえで。ね、伏ふせ龍たつさん」

　晴凛が伏龍に水を向けると、伏龍は半ば上の空でうなずいた。

「ん？　……ああそうだな。おっぱいはどうでもいい」

「それならいいのデスが」

「伏龍の言葉に騙だまされるなよ、ミリン。この男、おっぱいはどうでもいいと言いながら、アイリーンを選んだくらいじゃ。きっと光こう凛りんもおっぱいはどうでもいいと言いながら、大きいおっぱいを選ぶに違いない！　ミリンは捨てられるのじゃ」

「そこでなぜ光凛殿の名前が出てきますカ！」

「ミーネ姫も、そのくらいにしておいたほうがよろしいですわよ。胸の問題でメンミさんをいじればいじるほど、自分が辛つらくなるだけでしてよ」

「わしはまだ成長途上じゃ！　いずれアイリーンほどではないにしても、シャールほどにはなる！」

「目標がお姉さまって……それはいくらなんでも夢を見すぎですわ」

「まったくデス。身長も止まって、季節ごとに服を仕立て直さなくてもよくなってきたノニ、胸だけ大きくなるとか、考えられまセン」

「うるさいうるさい！　メンミ、こうなったら、どちらが胸が大きくなるか勝負じゃ！」

　横道にそれまくった女性陣と、それをなだめようと無む駄だな努力をする晴凛を見て、伏龍は政務総監の冠かんむりを取って頭を搔かいた。

　──晴凛の言うことは正しい。帝都に戻ってきた高級官僚連中は、甘い汁を吸うだけの菰こも野の派とは違う。苑その山やま燕えん鵬ほうがそうであったように仕事熱心だし、派は閥ばつも作っている。

　国家試験である科か挙きよによって官僚が選ばれる帝国の役所では、生まれ育ちよりも能力で人を見る。協調性がある、仕事ができる、という役人は上の役人が目をかけ、より地位の高い仕事へと引き立てるのだ。

　──ひとりの高級官僚の下には、何十人、何百人という、そいつが引き立ててやった役人がいる。派閥の上を潰つぶせば、下の連中は後ろ盾を失って動どう揺ようする。他の派閥から引き抜きが行われたり、新たな派閥ができて、その抗争で仕事が滞とどこおる。今は粛しゆく清せいなんかやっている場合じゃない。

　伏龍が考えている間も、ミーネとメンミはどちらの胸が成長しているかについて言い争いを続け、ついに判定のため晴凛にどちらが大きいか触さわって確認するよう要求を始めた。

「ほれ、触るのじゃ！　そんな、人差し指で、ちょん、と突いたくらいで、おっぱいの大きさはわからん！　こう、下から持ち上げるようにして摑つかむのじゃ！」

「そんなこと言われても……」

「そうですわ、下から持ち上げるほどの体積もないくせに、あなたの場合は、おっぱいではなく、皮ひ膚ふよ、皮膚。すこーし脂肪がついただけの皮でしかありませんわ」

「な、何を言う！　二ヶ月前まではそうだった。じゃが、今はもうちょっと出ておる。前から見るからわからんのだ！　横から見ろ横からだ！」

「悪あがきはやめなさい、どこからどう見たって私のほうが出ていますわね」

「うにゃあー！」
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　きゃいきゃい、と言い合っているミーネとメンミを眺ながめながら、伏ふせ龍たつは考えた。

　──とにかく、今の晴せい凛りんでは高級官僚を上う手まく操縦できない。晴凛ではきれいすぎる。表のきれいなところは晴凛が、裏の汚いところは俺が担当する、ってのが北域以来の役割分担だ。だが、このやり方だけでは限界があるな。

　北域の政庁で働く役人の中には、晴凛と伏龍に取って代わろうという者はいなかった。シムールとの紛争が起きるまでは、北域という地域はあっても国はなく、北域の代表者である犂すき山やま家も、帝国中央のお飾りだった。

　──帝都にいる高級官僚連中は、何かあれば俺や晴凛が握っている権力を自分のものにしようとしている。だから、こうやっていやがらせをしてくる。しかも腹立たしいことに、ちゃんとどこが弱いかをわきまえていやがる。俺よりも晴凛のほうが与くみしやすいと考えたから、晴凛を書類の山で埋もれさせようとしたんだ。

　人は自分の弱点だと意識しているところを攻撃されると、頭に血がのぼる。伏ふせ龍たつも例外ではない。ついさっきまで、伏龍は怒いかりのまま高級官僚の何人かを更こう迭てつしようと考えてしまったくらいだ。

　──こういうときに、ミーネがいてくれてありがたい。

　感情豊かな……というか、裏表なく、怒るときは怒ってくれる彼女がいてくれるおかげで、俺は逆に冷静になることができた。

　伏龍は改めて、晴せい凛りんの執務机の上に積み重なっている書類の山を見回してから言った。

「晴凛、俺のところから何人か、事務処理が得意なのを回す。そいつらにまず書類を調べてもらい、重要な案件とそうでないのを切り分けろ。ひとまずそれで切り抜ける」

「そうですか、助かります……でも、この書類の山を片付けても、これと同じことが続いたんじゃいたちごっこだな……何とか手が打てないものかな？」

「打つ手はいくらでも考えられる。粛しゆく清せいするってのも、打つ手のひとつだ。だが、打った手に対してどんな反応があるかを読むのが難しい……」

「粛清するとか、叱しつ責せきするだけじゃなくて、高級官僚を僕たちの味方につけることはできないかな。届けられた文章を読んでいてわかるんだけど、頭がいい人たちだと思うんだ。自分たちの利益になるとわかれば、敵対しなくなるんじゃないかと思うんです」

「うーん、そういう手もなくはない。抵抗している高級官僚の中には、自分がないがしろにされて頭ごなしに改革が進むのが嫌いやなだけって連中もいる。こっちから頭を下げて協力を依頼すれば、面子めんつが立って味方になる者もいるだろう」

「全員を集めて、僕が頭を下げれば、上う手まくいくってことですか？」

「いや、そうもいかないんだな、これが。高級官僚はそれぞれが部下を抱かかえた派は閥ばつの長だからな。そうやって他の連中とまとめて十把ひと絡からげにされるのを嫌がる。頭を下げるなら、他の派閥の人間が誰もいないところで、そいつにだけ頭を下げなきゃならない」

「そんなやつに頭を下げることはないぞ！　頭を下げるくらいなら、そいつの頭を取って、さらしてしまえ！　天下の北域王に逆らうとこうなるぞ！　と知らしめてやるのじゃ！」

　ミリンがミーネの頭を、ぺちん、と叩たたいた。

「だから、それは一番ダメな方法だ、と言ったではないデスか！　敵に回すよりも味方にしたほうがいいのデス」

「じゃが、そんなやつらは味方にするほうが、よほど面倒ではないか！」

「面倒でも、やらねばならぬのデス。シムールの族長会議でも、エオル王がそうやって誠意を見せて、族長を説得していタデはないデスカ」

　ミリンの言葉を聞いた晴凛は、うなずいた。

「誠意か……難しい問題ですね。こっちが誠意を持っていても、相手が誠意を感じないこともある。そして今の帝国は悠ゆう長ちように時間をかけていられる状態じゃない」

　しばらく黙だまったまま、やり取りを聞いていた伏ふせ龍たつが、顔を上げた。

「こいつはあれだな……俺たちも派は閥ばつを作るしかないな」

「派閥を？」

　驚く晴せい凛りんを見て、伏龍は笑った。

「安心しろ、本当に作るわけじゃない。でも、作ると思わせるんだ。

　俺たちに敵対している連中の価値観に合わせて動いてやるのさ。

　いや、実は俺たちもお前らと同じようなことを考えているんですよ。こっちの味方にならないか？　と水を向けるんだ」

「上う手まくいきますかね？」

「上手くいくかどうかはわからないけど、特別扱いしてやれば喜ぶのは間違いない……そうだな。何人か、これという高級官僚と会談できる機会を作るとしよう」

「お願いします」

　晴凛は素直に頭を下げた。

　執務室を出た伏龍は冠かんむりを外して、がりがり、と頭を搔かいてつぶやいた。

「さて、と、優秀な書記官を引き抜きに行くとするか。練れん涯がい塾出身者の名簿が、確か俺のところにあったよな……」




　この後、晴凛の下もとに伏龍が手配した錬涯塾出身の書記官が交代でつくようになり、書類の山はみるみるうちに減っていった。

　同時に、高級官僚の中でも特に優秀な人士を選んで、伏龍や晴凛が直接出向いて会談し、味方へ引き入れる工作も進められるようになった。

　だが、味方を作ろうとする動きは、敵を刺激せずにはいられない。

　伏龍が進めようとする改革への抵抗勢力の動きは、次第に陰湿なものへと変わっていった。

　そして、その事件が起きたのは、高級官僚と会談を始めて二週間ほど過ぎた日のことだった。




「晴凛が怒ってる？　本当か？」

　伏龍は目を丸くした。

　すでに日没を迎えているが、内だい裏りの中にある政務総監室の中は、何本ものロウソクを立て明るくされ、夜でも昼間と同じように書類仕事ができるようになっている。

「とにかく、普段とはまるで違うご様子で……すぐに来てください」

　伏龍が晴凛の下につけた書記官は、伏龍の袖を引っ張らんばかりだ。

「わかった。すぐに行く」

　筆頭執政官の執務室へ向かおうとする伏龍を、書記官は慌あわてて止めた。

「そちらではありません。騒さわぎが起こったのは、酒しゆ宴えんの席です」

「ん？　ああ、そういえば今夜は定じよう族ぞくの方との会席があったな。そこで何があった？」

「はい。私もその場にいたわけではないのですが……」

　書記官の説明を聞くうちに、伏ふせ龍たつの眉み間けんの皺しわが深くなる。

　晴せい凛りんと会席を設けた相手は、定族の中のひとりだった。東方に小さな領地を与えられているが、刺激のない田舎暮らしを嫌ってほとんどの期間を帝都で過ごしている。

　殺された承しよう安あんの太たい守しゆ、峰ほう漕そうと似て、歌か舞ぶ音おん曲ぎよくが趣味という文化人である。

「少々奇き矯きようなところがあっても、政治権力とは縁のない男だから問題ないと思ったんだが……甘かったか」

　宴席の扉が開く。ぴん、と張りつめた空気に、伏龍の頰ほほが引きつる。

　──すげえ殺気だな、おい。何があったんだ。

　入り口の伏龍からは、晴凛は背中しか見えなかった。その向こう側に、青い顔で引きつっている派手な衣装の男が、宴うたげを催もよおした定族だろう。顔に濃く化粧をしているせいで、一見すると女性にも見える。

　宴の席は部屋の右と左に机が並んでいる。右側が定族の側で、左側が北域王の側だ。左側の端に、倒れた女官らしき姿と、それを介抱するミーネとシャールの姿が見える。

　──どうやらミーネとシャールは無事か。さすがに、奥方二人に何かするほどの度胸はなかったと見えるな。これなら手打ちにもち込めるかもしれん。

　こんなときにでも、そんな計算をしてしまう自分に呆あきれながら、伏龍は部屋の中に足を踏ふみ入れる。

「おおっ！　伏龍！　来てくれ！　メンミが大変なのじゃ！」

　ミーネが伏龍を見つけて大声で呼ぶ。入り口からはわからなかったが、蒼そう白はくな顔で倒れているのはシャールの付き人のメンミだった。シャールが真っ青な顔でメンミを抱いている。伏龍は近づいてメンミの様子を見た。外傷は右のこめかみに瘤こぶと出血。意識はないが呼吸は安定している。伏龍はシャールに尋たずねた。

「怪け我がをしたのか？　薬くす師しは？」

「呼びまシタ。それと晴凛様が……」

「ああ。よっぽど頭にきてるらしいな」

　普段は温厚な晴凛だが、何をされても怒らないわけではない。家族や仲間への愛情は人一倍深い人間だ。

　──それに、年は若いがくぐった修しゆ羅ら場ばが違う。

「聞きたいのは、この酒を用意したのは誰か、ということだけです」

　晴凛の言葉が聞こえてきた。手には酒の壺つぼが握られている。

「わ、わしは知らん！　何も知らん！」

　化粧をした顔をぶるぶる、と振って、定じよう族ぞくの男が答える。

「何だ、あれは？」

「毒の入った酒じゃ。晴せい凛りんの盃さかずきに注ごうとしているところでメンミが気付いた。酒の壺つぼを奪うばおうとして男に払いのけられて、倒れるときに頭を打ったのじゃ」

「その男は？」

「逃げた。ミリンが追っておる」

「なら、そっちは大丈夫か。それにしても、毒酒とは……くそっ！」

　伏ふせ龍たつは自分の見通しが甘かったかと臍ほぞをかんだ。立ち上がり、晴凛に近づく。

「落ち着け、晴凛。これは罠わなだ」

「罠？」

「ああ。その可能性が高い。本気で殺しにかかったにしては、粗雑にすぎる」

　椅い子すから半ばずり落ちて震え上がっている定族の男を見て、伏龍は確信した。このおっちょこちょいな男は、晴凛を引き出すだしに使われただけだろう。毒酒を用意したのも、それを注ごうとした男も、別の人物の手によるはずだ。

「犯人は別にいる。ここは宴うたげをお開きにして宿所へ戻ろう。もしこの男が関わっているなら、そのときにもう一度罪を問えばいい。帝都から逃がしはしないさ」

「わかりました」

　硬い口調と表情のまま、晴凛がうなずく。伏龍は晴凛の肩をぽん、と叩たたいた。そして定族の男をにらむ。

「逃げた男が捕まった後で、調査のためまた詳くわしいお話を聞かせてもらいます。よろしいですね？」

　こくこく、と男が壊れた人形のように首を縦に振った。

　待つほどもなく、メンミが毒酒を注ごうとした男を捕まえたとの知らせが入った。捕ほ縛ばく時に手足の骨は両方とも丁寧に折られていた。

　男は菰こも野の一族に使われていた下級の官かん吏りだった。金を握らされ、酒を渡され、それを晴凛に飲ませるよう命じられていた。酒の中身については何も知らないし、依頼人についても何も知らなかった。

「毒酒は臭においもきついし、口に含んだだけで吐はき出してしまうほど不ま味ずいものだった。狙ねらいは暗殺じゃないな」

　翌日、伏龍は晴凛に報告した。

「暗殺ではない？　では何が目的なんです？」

　晴凛の顔は暗い。幸いにしてメンミの怪け我がは大したことがないが、晴凛にとっては前にもミーネが暗殺者の矢を受けた件がある。メンミはシャールがつきっきりで看病と警護をしていた。

「脅おどしだよ。晴凛や俺と仲良くしようとしたら、こうなるっていう」

「昨夜の宴えん会かいに出席した人の誰かが犯人ではないんですね」

「ああ。あの定じよう族ぞくのおっさんは、政治的なことには興味も何もない人だからな。そこに付け込まれたんだ」

「よかった。もしあそこに伏ふせ龍たつさんが来ていなかったら、あの人たちを犯人だと考えて捕らえさせていたかもしれません」

「犯人もそれが狙ねらいだろうからな。陰湿なことをする連中だ……」

　そう答えながらも、伏龍は胸の中で。

　──もっとも、毒酒が持ち込まれるのを防げなかったんだから、完全に無実でもないがな……。

　と意地悪く考えた。

　宴うたげの食事や酒は、当然、主催者側の責任で用意される。毒でないにしても、腐っていたり痛んでいたりする食事を出して客に害があれば、罪に問われるのだ。

「真犯人は見つかりそうですか」

「難しいな。大まかな予測はつけられるが、証拠がない。証拠がなければ犯人の疑いがある、というだけでは捕ほ縛ばくはできない……あ、いや。できるにはできる」

「え？」

「俺には陛へい下かの委任状がある。お前がやれと命じるなら、俺は委任状を盾に犯人の可能性がある、という理由だけで容疑者を捕まえることも、そいつを拷ごう問もんにかけて自白を強要させることもできる」

「そんな……やめてください。考えたくもない」

「お前ならそう言うと思った……俺も、そう思っていた……だがな、実は俺はちょびっとだけ、それをやってもいいんじゃないか？　と考えちまった」

「伏龍さんが？」

「ああ。驚いたよ。まるで苑その山やま燕えん鵬ほうみたいなことを考えた自分にな。そして、強い権力を握ったやつが、どうしてそれを乱用するのかもわかった気がする。

　俺には犯人の目星はついてる。だが、現状では正しい処罰を下すことができない。毒酒を使うという卑ひ劣れつな罪を犯したやつが、のうのうとしていられるんだ。これは間違っているんだ。

　そして、今の俺には、その間違いをただす権力がある。

　別に、いきなり罰を与えようというんじゃない。厳しく取り調べれば、証拠が出てくるに違いないから、取り調べるためだけに権力を使えばいい。

　これは間違いをただすためなんだから、正しい権力の使い方だ。俺は間違っちゃいない……そんな風に言い訳を並べてる自分に気がついたんだ」

「自分に言い訳ですか……」

「あるだろ？　お前にも」

「ええ、あります。朝起きたくないときに、僕も起きなくていい言い訳を並べてますね。最後にはミーネに布団をはぎとられるんですけど……」

「だろ？　人間、自分のやりたいこと、やりたくないことに言い訳はいくらでも並べられる。問題は、その言い訳を現実にできる権力が俺にはあるってことなんだ。権力者は自分の言い訳に屈する誘惑に耐えなきゃいけない」

「どうすれば誘惑に耐えられるんでしょう」

「その鍵かぎは晴せい凛りん、お前さんが自分で言ったことだよ」

「えっと、ミーネに布団をはぎ取られるってことですか？」

「そうだ。人間はひとりだと、自分への言い訳から逃げられない。俺も何年も酒に逃げてたから、わかるんだ。

　今さら、この一杯を飲まなくても同じだ、とか。素面しらふの自分に何ができるってんだ、とか。理由を見つけては酒を飲んでいた。

　自分への言い訳を断ち切るには、仲間や家族が……自分にとって大事な人が必要なんだ。お前にとってのミーネのようにな」

　晴凛は視線を自分の手に落とした。

　そして、手のひらを見つめると、ゆっくり、と言った。

「……そうです。侘タ瑠ル徒トの街でミーネに会うまで……そして教え子としてのミーネを大事に思えるようになるまで、僕は自分への言い訳に振り回されていました。

　シャン族の居留地が襲われ、侘瑠徒の街を守るようになって、大事なものが増えていきました。北域王という地位にはまだ実感がわきませんが、自分を支えてくれてる人の信頼には応えたいと思っています」

　ばん、と伏ふせ龍たつは晴凛の背中を叩たたいて肩を抱いた。

「よし、お前はそれでいい。そいつを大事にしろ。だけど、権力を乱用せずに自制する生き方は、白黒がはっきりしない曖あい昧まいな道だ。毒酒を用意してメンミに怪け我がをさせた犯人が、この先も捕まらないとしても、それをぐっとこらえなきゃいけない」

「我が慢まんします。メンミには、犯人を捕まえて処罰するのとは別のやり方で、この恩を返します」

　本音を言えば、晴凛も真実を明らかにしたい、という欲求が強い。犯罪に巻き込まれると、人は何よりもまず真実を明らかにしたいと願うものだ。けれど、真実が被害者にとって納得がいくものである可能性は、低い。

「そうしろ、そうしろ。あと、権力は適当なところで陛へい下かにお返しするのが筋だな。帝国が混乱している今は強権が必要だが、改革がひと段落したら、委任状と政務総監の地位を返上しよう」

「そのときは僕も一いつ緒しよに。筆頭執政官の職をお返しして、北域に戻りますよ。権力を持っていながら自制する生き方はしんどそうだ。でも、いつ頃になりますかね？」

「一年や二年では無理だろうな。三年を目め処どにしよう」

　もしこの後、三年という時間が伏ふせ龍たつに与えられていたら、彼は実際にそうやって権力を皇こう帝ていに返していただろう。

　だが、事態は別の方向から急速に悪化を始める。原因は征せい古こ原げんの戦いを決着させた、シムールに対する関所の通行許可証だった。




　宮殿内における空気が悪くなった、と最初に感じたのはミリンだった。

　内だい裏りで働く者が、自分やミーネを見てひそひそ話をする。

　仕事中に陰湿な目でじっと見てる。

　あからさまな監視と、あからさまにしない悪意が、彼女たちを囲んでいた。

　その空気をひしひし、と感じながら、ミリンは思った。

　──なんだか懐なつかしい感覚ですね。最初に侘タ瑠ル徒トの街に来たときも、こんな感じでした。そして、私が覚悟していた帝都の雰ふん囲い気きも、こういうものです。

　そもそもミーネが侘瑠徒の街で晴せい凛りんに帝国の言葉を学ぶきっかけとなったのは、シムールの姫を皇帝に輿こし入いれする話があったからだ。両者の融ゆう和わのため、という月つき原はら弦げん斉ざいのお題目は理解したが、ミリンにしてみれば権力者どもが、何を言ってやがる、というものであった。

　──ミーネ姫は帝国人の悪意にさらされ、ひとりぼっちで帝都で暮らさねばならなかったのです。

　女の子ひとりを人ひと身み御ご供くうにして帝国とシムールを仲良くさせようなど、権力者の考えそうなことです。

　だから私は決めたのです。

　私だけは絶対にミーネ姫の味方になると！

　力の限りミーネ姫を守り抜く。もし何かあれば、シムールと帝国との融和など破は綻たんしてもいいから、ミーネ姫のために戦おうと……。

　あれから色々あってすっかり忘れていましたが、ここは本来、敵地。

　シムールと帝国は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵。そんな風に考えている人はまだまだ多いのです。まったく、そんなことも忘れてしまうとは、私も甘くなったものです。

　ミリンは肩をすくめて、小さくため息をついた。

　それにしても、この空気の変わり様は急だった。帝都に入ってしばらくは、奇異の目で見られることこそ多かったが、敵意が向けられることは少なかった。むしろ皇帝を守り、承しよう安あん軍と共に戦ったということで、シムールは蛮ばん族ぞくかもしれないがその武力は頼りになる、という空気だったように思う。

　──これは何かあったようですね。晴凛殿と伏龍殿には話をしておいたほうがよさそうです。その前にいろいろと調べておきますか。最悪の場合も考こう慮りよしておきませんと。

　内だい裏りでのミリンは、北域王の后きさきであるミーネのお付きである。女官の中でも最上位の身分を与えられているので、比較的自由に行動でき、しかも入れない場所は少ない。

　ミリンが調べたのは、逃走経路である。いざというときのため、複数の路を用意しておく。変装用の着替えや、可能ならば馬の手配もしておきたい。

　──手配といっても、どこの厩うま舎やにいる馬を奪うばうかの目星をつけておくだけですけど。ふむ、近衛このえ騎兵の馬はどれも立派なものですが、立派すぎて悪目立ちします。……おや。

　厩舎の裏で密談をする男たちの姿を見つけ、ミリンはそっと物陰に隠れた。

　──近衛の将校と役人ですか。顔つきからして、ろくでもない会話をしてそうです。

　しかし、そこでの会話はミリンの想像以上に悪いものであった。




「俺たちが反乱を起こそうと考えている、と言うんだな？」

　書類を見ながら、届けられた饅まん頭じゆうにかぶりつくという行儀の悪いやり方で食事をしていた伏ふせ龍たつは、ミリンに確認した。

「ハイ。深刻な顔で、相談していまシタ」

「南域鎮ちん撫ぶのために軍の主力がいない隙すきを狙ねらい、シムールの力を借りて、帝都を制圧。長ちよう嶺れい帝は退位し、北域王が皇こう帝ていになる。やけに具体的だな。これも誰かが筋書きを書いてばらまいてそうだ。それで、そいつらは、もしそうなったら、どうしようと考えていたんだ？」

「最悪の場合、陛へい下かを連れて帝都を脱出する算段をしてまシタ」

「……本気だな。本気で心配してるんだ」

「何の悪い冗談かと思いまシタ。私がその厩舎に行ったのも、最悪の場合、ミーネ姫を連れて帝都を脱出する下調べでしたカラ」

　二人は顔を見合わせて苦笑する。苦笑するしかない。

「どっちも、大事な人を守るために、最悪に備えてるってわけだ。忠義であるがゆえに、止めにくいな」

「会話の中で何度も『信じたくはないが』という言葉がありまシタ。シムールが裏切るというのは、あの人タチの考えではないようデス」

「だろうな。これも、誰かが疑ぎ心しん暗あん鬼きになるよう風評をばらまいているんだ。……このこと、ミーネ姫には？」

「黙だまっていマス。言うつもりもありまセン」

　伏龍はうなずいた。

「それでいい。しかし……仕方がなかったとはいえ、征せい古こ原げんの戦いでシムールの助力を得たことが、重いツケになったな」

　伏龍の言う通りだった。

　伏ふせ龍たつが与えた通行許可証を使って関所を通り、帝国内を走り回ったシムール二万騎の姿は、帝国内の至るところで確認され、大きな衝撃を与えていた。

『シムールがまた帝国に攻めてくるのではないか？』

『北ほく擾じようの役えきと同じことが、また起こるのではないか？』

　そんな不安を人々が抱いだいたとしても、無理はない。

「まずいのは、不安を煽あおるネタには不足がないってことだな」

　ミリンは苦虫を嚙かみ潰つぶす表情になった。

「北域王の晴せい凛りん殿はシムールと仲がいい。二人の后きさきもシムールデス。内だい裏りに入り込んだ晴凛殿が手引きをすレば、シムールが帝都を制圧することは可能デス。

　帝国軍と近衛このえ騎兵の主力は南域鎮ちん撫ぶのために帝都にはいマせん……まさしくおあつらえ向きデスね」

　伏龍はうめいた。

「うーむ、まいったな。事情を詳くわしく知らない人間が聞けば、反論できないぞ、これは……」

　ミリンは眉まゆをひそめた。

「この噂うわさを聞いた人間ハ、シムールに対して警戒心を持ちマス。距離を置き、シムールや北域国の腹を探さぐろうとするでショう。探られるこちらも、心穏やかではありマセン。平然とはしていられマセン。不和が広がルでショウね……」

「そんなことになったら、改革どころじゃなくなる。こっちのやることを、いちいち悪意に取られちゃ、改革なんて進むはずがない……」

　真剣な表情で考え込んだ伏龍を、ミリンは珍しいものを見るかのように覗のぞき込んだ。

「浮かない顔をしてマスネ」

「ああ、こっちにとってやりにくい手を打ってきやがった。まったく、誰が裏で糸を引いているかは知らないが、それだけの能力があるなら、もっと建設的なことに使えと言いたいね」

「あなたらしくもないですネ。建設的なことをすると、失敗して責任を取らされる危険がありマス。他人の足を引っ張るだけなら、責任を取らされる危険はありマセン。失敗を恐れる人間が、どちらを選ぶかは自明でショウ？」

　ミリンに諭さとされて、伏龍は埒らちもないことを言った自分に苦笑した。

「そうだな。建設的なことをやるには危険があるが、足を引っ張るだけなら危険はない……待てよ。そうか、他人の足を引っ張ることに危険がないから、人はそっちを選ぶんだ。ならば、足を引っ張ることに危険があれば……」

「伏龍殿、悪い顔になってマスよ」

　伏龍は悪魔が来年のことを考えているような微笑を浮かべてうなずいた。

「ああ、悪いことを考えてるからな」




　その日の晩。伏ふせ龍たつは仕事場から居宅に戻り、官服から私服に着替えると、そのまま屋敷の裏口から姿を消した。

　そして一時間後、伏龍の姿は西にし木き小路こうじの一本裏手に入ったところにある、河か西さい飯店と書かれた提灯ちようちんの下がった小さな酒しゆ家かの中にあった。

　年季が入った、と言えば聞こえはいいが、ひと言で言うと小汚い店である。

　伏龍がこの店を密会の場所に使うのは二回目だ。

　まだ、伏龍がお尋たずね者だった頃に、この店で練れん涯がい塾出身の同窓生と会ったことがある。

　伏龍はそのときと同じ、西域風のゆったりした衣装を身に纏まとい、顔と頭を布で覆った姿で、奥の一室に座っていた。

　そこに現れたのは、白髪しらがの長い髪を総髪にして、片目に眼帯をかけた腰の曲がっている老人だった。

　老人は、ふがふが、と息が抜けるような声で言った。

「お招きいただいてありがとうございます。酒しゆ仙せんさま……」

　伏龍は顔を覆っていた布を跳はね上げてにやり、と笑った。

「さすがですね、最初は誰かと思いましたよ。迂う詰つみ課長……」

　迂詰課長と呼ばれた老人は、にやっと笑い返すと、中年男の声で答えた。

「こちらこそ……伏龍閣かつ下かがこんな店を知ってるとは驚きでした。考えてみれば、帝都ご出身なのですから、色々な店を知っていても不思議じゃないわけですな」

「若い頃は裏路地を回って悪さをしたものです。まあどうぞ、お座りください」

　伏龍はそう言うと、店の主人を呼んで、北域の馬ば乳にゆう酒しゆとケバブを頼んだ。

　無愛想な主人はひと言も発することなく、焼きたてのケバブと馬乳酒を運んでくると、その一室の戸を閉めて、外から御み簾すを垂らして戻っていった。

　それを見て伏龍は小さくうなずいて、顔を覆っていた布を外しながら言った。

「これでよし、この席に誰がいて何を話しているのかは、もう誰にもわかりません。つまり、この席に座る客は、そういうたぐいの客、ということです」

　顔を見せた伏龍を見て、迂詰も眼帯を外した。

「私をここにこうやって呼び出したということは、表向きにはできない話だ、ということですな？　例の毒酒の件ですか……」

「さすがですね」

　迂詰は肩をすくめた。

「まあ、蛇じやの道はヘビ、と申しますが……ああいった工作を好む人物というのは限られますからね。かく言う私も、何度か仕事を依頼されたことがあります」

　伏龍はぼそり、と言った。

「鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜん……ですね」

　迂う詰つみはわずかに緊張をにじませた表情で答えた。

「そうです。初代皇こう帝ていの右腕として、延えん喜ぎ帝国を興おこすために尽じん力りよくし、皇帝の血縁ではないが、定じよう族ぞくとして列せられた鵬ほう儀ぎ一族の総元締めです」

　伏ふせ龍たつは考え込みながらつぶやいた。

「鵬儀天てん繕ぜんの考えていることが、俺にはどうにもわからないのですよ。鵬儀一族は初代皇帝と共に、この延喜帝国を作り上げたとされています。しかし、その後、一切表に出ていないのです。宰さい相しようになることもなく、官僚の長になることもない。軍を司つかさどることもない。ただ、定族として存在し続けるだけ。

　権力を持つことも、振るうこともない。そのくせ、何か政変があれば、必ず鵬儀一族の名前がそこにある……あの鵬儀という一族は一体何なのですか？」

　迂詰はしばらく黙だまり込んだ後で、言葉を選ぶようにゆっくり、と話し始めた。

「こう言うと、実に差し障さわりがありますが……鵬儀一族は伏龍閣かつ下かと同じようなものの考え方をする人間ではないかと思うのです」

　伏龍は目を丸くした。

「俺ですか？」

「そうです。仕掛けをして、自分の思う通りに人を動かすことに喜びを感じるが、表立って権力を振るうことや、権力を手に入れることには執しゆう着ちやくしない……欲しいのは権力ではなく影響力。そういう部分です」

「権力ではなく、影響力、ですか？」

「そうです。人が権力を欲するのはなぜか。それは他人を思うがままに動かせるからです。そのために、官僚も軍人も商人も権力を求め、それを振るうことに執着します。

　しかし、権力には責任が伴います。役職につけば権限も増えますが、その分責任も増えます。

　公式の肩書きというのは、それだけ重いものです。失敗すれば言い逃れはできません」

「でも、影響力は違う……それはあくまでも私的な人間関係における力であって、公式なものではない。それだけに、他人を好きに動かしても、それは公的な力ではないので、責任はない。失敗しても言い訳する必要はない。そもそも、何の記録にも残らない……そういうことか」

　迂詰はうなずいた。

「鵬儀一族の初代は、ちょうど晴せい凛りん様と伏龍閣下のような関係だったのではないかと思います。初代皇帝にすべての権力を集中させ、帝国を皇帝を中心として動くように役所や軍の組織を整えた鵬儀一族の初代は、権力の分散が起こらぬように、自分は一切の役職から離れ、表向き何の権限も持たぬように振る舞った……しかし、延喜帝国を作り上げたその実力は、誰もが認めるところだった。

　鵬儀一族はそれ以来、帝国の表舞台には一切顔を出すことはなかった。何の役職にもつかぬまま、ただ帝国の裏で、その影響力を行使し続けた……」

　伏ふせ龍たつは迂う詰つみの言葉の後を継いだ。

「……やがて、帝国皇こう帝ていは二代目に代わった。帝国の官僚組織も軍の組織も地方の行政も、すべてがちゃんと皇帝を中心として回るようになった。

　本来ならば、ここで鵬ほう儀ぎ一族の仕事は終わるはずだった。もはや鵬儀一族の力がなくとも帝国は動いていくのだから……だが、鵬儀一族にしてみれば、そんなことを認めるわけにはいかなかった。

　帝国の人事や軍事に常に影響力を持ち続けなくては、鵬儀一族は成り立たない。

　鵬儀一族の目的はこの時点で、帝国皇帝を補佐し帝国を動かすことではなく、自分たち一族の影響力を保持し続けることに変わった……」

　迂詰は深々とうなずいた。

「そういうことです。そして、そのために、鵬儀一族は我々と同じような工作員を使い始めます。我々はあくまでも帝国軍の一組織で、軍人として採用され、訓練を受けて様々な工作に従事するのですが、鵬儀一族が使っている工作員は、代々鵬儀一族に仕える使用人なのです。

　伏龍閣下も会ったことがあるはずです。延えん声せい攻略のときに送り込まれた毒使いの男を……」

　伏龍は目を見開いた。

「ああ！　会った！　ミリンさんが苦戦した、とんでもねえやつだ！」

「はい、あの男は鵬儀一族の子飼いの暗殺者でした。しかし、今、鵬儀一族が使っている暗殺者は凡ぼん庸ような連中ばかりで、あれほど腕の立つ者はいません」

　伏龍は大きくため息をついた。

「そうか……やっとすべての謎なぞが解けた……昔から鵬儀一族に関して色々言われていたことの真相がわかった。でも、なぜ、こんな重要なことが、今まで俺の耳に入ってこなかったんだろう？」

　迂詰はくぐもった声で笑った。

「それは簡単なことです。今まで伏龍閣かつ下かは権力とは無縁だったからです。鵬儀一族の影響力とは、権力を持つ者にのみ作用すればいいのです。一介の風来坊だった頃の伏龍閣下が知らなかったのは当然のことなのですよ」

　伏龍は顔をしかめて、馬ば乳にゆう酒しゆを飲んだ。

「嫌いやだねえ。好きでもねえ権力を持たされると、こういう権力の底のほうに溜たまったドブの泥みたいなものまで一いつ緒しよにくっついてきやがる……この泥をどっかに流しちまう方法はないものかな……」

　迂詰は肩をすくめた。

「なかなかそうはいきませんからね……それより、どうしますか？　鵬儀天てん繕ぜんの暗殺者を防ぐ任務なら、いつでもやれます。というか、鵬儀のところの暗殺者どもは同業者みたいなもので、顔見知りばかりですから、いつでも片付けられますが……」

「片付けなくてもいいよ、まとまった金を渡して、足を洗えって言ってくれ」

「そうですね、それがいいでしょう。顔見知りを始末するのはどうも寝覚めが悪い」

　迂う詰つみは恐ろしいことをさらりと言って、馬ば乳にゆう酒しゆを飲んだ。

　伏ふせ龍たつは迂詰の顔を見て訊きいた。

「鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんの暗殺者はあなたに任せるとして……鵬儀天繕本人をどうすればいいと思いますか？」

　迂詰は口に含んでいた馬乳酒を噴き出した。

「鵬儀天繕を始末するんですか？」

　伏龍は慌あわてて顔の前で手を振った。

「いや違う、そんな意味で言ったんじゃない」

「ああ、びっくりした。いや、やれと言えばやりますが……鵬儀天繕は家から一歩も出ませんから、なかなか難しいですよ」

「いや、だから暗殺とかそんなのじゃなくて。鵬儀天繕の前で土下座するまで、鵬儀天繕はこれからも俺と晴せい凛りんに色々なことを仕掛けてくるだろうし、それをどうしようか、ということなんです」

「確かに、それは続くでしょう。一番いいのは、晴凛様と伏龍閣かつ下かが並んで鵬儀天繕に頭を下げに行くことです。そうすれば、嫌いやがらせも何もぴたりと収まるでしょうな。

　何か律りつ令りようを定めるときも、軍や役人の人事を決めるときも、皇こう帝てい陛へい下かに採決をいただく前に、鵬儀天繕のところに行って、これこれこうでよろしいですか？　とお伺うかがいを立てれば、鵬儀天繕は何も言いますまい。

　月つき原はら弦げん斉ざい閣下も苑その山やま燕えん鵬ほうも、みんなそうやってきたわけですから……」

　伏龍は考え込んだ。

「それは悪習だな……誰が見ても」

「そうです。今まで誰もが断ち切ろうとしてきましたが、ことごとく失敗しました。

　月原弦斉閣下の失脚も、大元にはこの悪習を断ち切ろうとした、というのがあるのだと思います」

　伏龍は考え込んだ。

　──王道は晴凛が歩む道だ。誠意をもって示し、互いに理解を深めて協力関係を築く。しかし、この王道には時間か、共通の敵が必要だ。これまで晴凛のやり方で上う手まくやってこれたのは、俺たちの前に共通の敵がいてくれたからだ。侘タ瑠ル徒トを攻めてきたシムール、帝国軍、苑山燕鵬、そして承しよう安あん軍。だが、共通の敵はもういない。団結して協力する必要がなくなれば、足を引っ張るほうが利益になる。なら、時間をかけて理解を深めるか？　いや、帝国の改革は時間をかければかけるほど、機を失って元に戻る。今やらなければいけないんだ。であれば……。

「作り出すしかないか。共通の敵を……」

　伏ふせ龍たつは覚悟を決めた。







　　　第七章「帝国の化け物」







　伏龍が決意を固めた日から、数日が過ぎたこの日。

　王宮の玉ぎよく間までは菰こも野の一族の処分を決める会議が開かれようとしていた。

　部屋の中央には、菰野盛せい元げんをはじめとする、菰野一族のそうそうたる顔ぶれが一列に並んで、床に座らされている。

　王位を簒さん奪だつしようとしたとはいえ、帝国の定じよう族ぞくであることから縄なわを打たれることはなかったが、その罪の重さゆえに膝ひざの下に敷物を敷くことは許されなかった。

　菰野の罪を糾きゆう弾だんする検察官役は伏龍だった。

　前に進み出た伏龍は、膝をついて座っている菰野盛元を指差して、きっぱり、と言った。

「菰野盛元！　汝なんじは長ちよう嶺れい帝の摂せつ政しようとして帝国の実権を握るだけでは飽き足らず、歴代皇こう帝ていの血を引く皇帝を殺しみずからが皇帝となる計画を立て、北域王の名前で北域におびき出し、そこで謀ぼう殺さつしようとした！

　それに失敗し、帝都に長嶺帝がお戻りになると聞いた汝は、国こく璽じを持って東域の敬けい州しゆうに落ち延び、そこに新しい帝国を立てようと画策した！　さらに、時間稼ぎのために、この帝都に火を付け、帝都の民たみもろとも、火の海にしようとした！

　この罪はいかなる帝国の法をもってしても、極刑は免まぬがれん！　菰こも野の盛せい元げんは斬ざん首しゆ！　三親等の血族及び姻いん族ぞくとなる菰野一族も連座として斬首！　首を都みやこ大おお路じにさらし、世の戒いましめとする！　何か申し開きたきことあらば、述べよ！」

　菰野盛元は、その肥満した頰ほほを、ふるふる、と震わせながら答えた。

「わ、わしは何も知らん！　すべてはわしの名前を使って、誰かがやったことだ！

　皇こう帝てい暗殺など命じたこともない！

　皇帝に即位しようとしたのは、長嶺帝が北域でシムールの手にかかり、崩ほう御ぎよされたと聞いたからだ。この帝国存亡のとき、皇帝なくして帝国は成り立たぬと言われ、皇帝になってくれという請願を受けて、皇帝を名乗ったのみ！」

「では、国こく璽じを持って、東域に逃げたことについては、どう申し開きをする！

　国璽は帝国の証あかし！　それを持って自分の領地敬けい州しゆうへ落ち延び、そこで帝国皇帝を名乗り、国璽を使い、長ちよう嶺れい帝を偽王と決め付け、討とう伐ばつを命じる勅ちよく命めいを出すためだったに違いあるまい！」

「ち、違う。そのような目的のために持ち出したのではない！　帝都が南域の反乱軍に襲われ、国璽を奪うばわれる恐れがあったために保護したのだ……わしは善意の保管者であって、簒さん奪だつ者ではないのだ！」

　伏ふせ龍たつは鼻で笑った。

「善意の保管者が聞いて呆あきれる。お前の言葉が真実ならば、何ゆえに塩えん路ろ庄しように近衛このえ騎兵連隊が赴いたときに、国璽を差し出さなかったのだ！　お前は一族の菰野銀ぎん斉さいに国璽を渡し、隠すように命じたではないか！　その事実。菰野銀斉の取り調べにより明白である！」

「ち、違う、わしは、国璽を隠せ、などひと言も言っていない！　そ、そもそも、わしから、こうしろ、ああしろと指図したことはないのだ……。

　わしは何もしていない！　何かしたのは、他の連中だ！　わしではない！　なのに、なぜ、わしがこうやって罪人扱いされねばならんのだ！」

　伏龍はきっぱり、と言った。

「それはあなたがこの帝国の摂せつ政しようだったからだ！

　摂政は帝国皇帝に代わって、この帝国を動かす責任者だ！　にもかかわらず、あなたはこの帝国の中で発生した様々な問題に、何ひとつ手を打たず、すべて放置した！

　天候不順や水害で、作物が取れず凶作だった地方が窮きゆう乏ぼうしたときも、何ひとつ有効な手を打たなかった。税収が減ったときも、税収減の理由も調べず、対策も採らず、ただ税率だけを上げて、それでよしとした！

　農民が過酷な税の取り立てに耐え切れず、流る民みんと化しても何ひとつ手を打たなかった！　北域の乱も、南域の乱も、これ、すべての根源は、帝国中ちゆう枢すうの無能にある！

　帝国の中ちゆう枢すうは誰か！　それはあなただ、菰こも野の盛せい元げん！　あなたこそが摂せつ政しようであり、あなたが全責任を負うのは当然のことだ！」

「違う！　違う！　わしではない！　わしは……わしは摂政にしてくれと頼んだわけではない。わしは……摂政になれ、と言われただけだ！

　わしとて馬ば鹿かではない。帝国の中で起こった様々な問題を放置していたわけではない！

　わしはちゃんと命じたのだ！　これこれこのような問題が起こっているではないか、何とかしろ、と！

　何とかしろと言ったのに、何とかしなかったのは官僚どもだ！

　領主や徴税官の人事を決め、律りつ令りようを定めたのはすべて苑その山やま燕えん鵬ほうだ！　悪いのは苑山だ！　わしではない！」

　伏ふせ龍たつはわざとらしくうなずいた。

「ふむ、なるほど、あなたは放置しなかった。あなたは指示をした『何とかしろ！』と……指示を下したにもかかわらず、誰も何もしなかったのだから、その、何もしなかった官僚や下の人間に責任がある。自分には責任がない。と、こう言いたいわけだな」

「そうだ！　何とかしろと言ったのに、何もしなかった人間が悪いに決まっているではないか！」

　伏龍は指を突きつけて叫さけんだ。

「あんたは馬鹿か？　馬鹿でなければ極めつけの無能だ。そして素人しろうとだ！

『何とかしろ』だけで、すべてが上う手まく回るのなら、誰も苦労しない！　そして摂政の存在すら必要ない！

　摂政の仕事、国家を動かす人間のすべきことは、他人に『何とかしろ』と、責任から何から全部を投げて、知らん顔をすることではない！

　摂政の仕事とは、国家を動かす人間のするべきこととは、『何とかしよう』と思い、考え、関心を持ち続けることだ！　そのために自らが動くことだ！

　そのためには知らねばならぬ！　覚えねばならぬ！　考えねばならぬ！　それが摂政だ！　この帝国の行政の長の仕事だ！

　お前はその一切をすることなく、国家の金で贅ぜい沢たくな生活をすることが摂政の仕事だと思っていた。

　お前とお前の一族眷けん属ぞくは、全員が同じだ。等しく無能で、等しく素人だ！

　官僚組織の何たるか、国家運営の何たるかを知ることもなければ、知ろうともしなかった。お前らは、摂政も行政の長も、ただ『何とかしろ』と言うだけの仕事だと思っていた。世の中を舐なめきっていた！

　帝国の機構も組織も知ることなく、世の中を実に単純に考えていた！

　お前らはまるで子供だ。子供でなければ、馬鹿だ。馬鹿で無能で、欲にまみれた俗物だ！

　お前らのような馬ば鹿かが、たとえ一時期でも帝国の中ちゆう枢すうに就けたことは、この延えん喜ぎ帝国の汚点だ！

　我々は末代まで後ろ指を差されるだろう。史上最低の大馬鹿を摂せつ政しようにしたことでな！」

　舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく決めつけながら、伏ふせ龍たつは素早く視線を官僚たちの席と定じよう族ぞくの席に投げた。

　官僚と定族たちの反応は様々だった。

　──そうだ、その通りだ！　と怒る者。

　──勝者が敗者を裁くよくある光景だ、と白けきった視線で眺ながめる者。

　──面白い見世物だ。と、自分には縁がないと思い込んで野次馬に徹する者。

　伏龍は、そういった様々な視線の中に、ひとつだけ不気味な視線を感じていた。

　視線は定族の席の一番奥から投げかけられていた。

　──鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんめ、自分の言いつけ通り俺が動くかどうか、確かめに来やがったな……。

　どこか能面にも似た、一見優やさ男おとこに見える鵬儀天繕の顔を見ながら、伏龍はその男の屋敷を訪れた三日前の夜のことを思い出していた。




　鵬儀天繕の屋敷は、王宮の東側の加か西さい用水から引かれた掘割に囲われた中にあった。

　まるで島のように周囲を掘割で囲われた屋敷の敷地への出入り口は、東西南北の四方に向いた橋だけである。

　鵬儀家の迎えの馬車に乗って、北の橋を渡り敷地に入った馬車は、ぐるりと屋敷を回って、南に向いた玄関についた。

　広大な敷地内には庭園らしいものはなく、犬小屋と鶏とり小屋、そして使用人たちの住居があるだけで、なんとも殺風景な光景が広がっている。

　──定族にしてはずいぶん質素な造りの屋敷だな。普通あんなところに犬小屋や鶏小屋は置かないぞ？

　それにしても、なんでわざわざ北の橋から渡ったんだ？　南の橋から来ればすぐだったのに……。

　屋敷の中に入る玄関は、何段か石段を登ったところにあった。

　石段の下から玄関を見上げた伏龍は、その構図に見覚えがあった。

　──こいつは……王宮だ。

　この屋敷は王宮をそのまま小さくしたような造りになっているんだ！

　そして……あの橋は……門だ！　帝都の城壁の東西南北に作られた門なのだ！　水を満たした掘割は城壁で……あの犬小屋と鶏小屋は、帝都の平民が住む住宅地で、使用人の家は、官僚の屋敷町なのだ。

　その戯画化された帝都の構造に気がついたとき、伏龍は何ともいえない嫌いやな気持ちになった。

　王宮に模した屋敷に住むことよりも、帝都の平民を鶏や犬に見立てて何とも思わない、その鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんの価値観が、とてつもなく薄気味悪かった。

　屋敷の中に入った伏ふせ龍たつが通されたのは、長い廊下を進んだ一番突き当たりの部屋だった。

　部屋の調度品や装飾は手がこんだものだが、派手ではない。

　侍従に言われて座った椅い子すも、目の前の卓も、金銀をあしらったり朱しゆで塗ったりという、俗世のきらびやかな贅ぜい沢たくとは一線を画した、落ち着いた色調で統一されている。

　その部屋の突き当りには鳥籠かごが置かれ、その中に一匹の猿さるがいた。

　首輪をつけ、銀色の細い鎖くさりで繫つながれ、止まり木のような棒の上にちょこんと座り、訪問客である伏龍のほうを、くりくりした目で見ている。

　──鶏とり小屋といい、この猿といい、鵬儀天繕という男は動物が好きだな。

　伏龍がそんなことを考えていたとき、屋敷の主あるじである鵬儀天繕が姿を見せた。

　帝国の裏で影響力を行使し続けてきた、とは思えない優ゆう雅がな物腰で伏龍の前に現れた鵬儀天繕は、椅子から立ち上がって最敬礼する伏龍を、面白そうな目で見て言った。

「この席で、お主を皇こう伏龍、と呼ぶのはふさわしくないな。神しん流りゆう千せん斗との名で呼ぶべきだろう。伏龍という仮の名は、お主がかぶっている仮面にこそふさわしい……違うかね？」

　伏龍は顔を上げた。

　鵬儀天繕の目は伏龍を試していた。

　──この男、何と答えるか、楽しみだ。

　伏龍の脳はものすごい勢いで回った。

　──何と答えるべきか。この男が言いたいことは、つまり皇伏龍という名でやっていること……帝国の公務としての表向きを捨てろ、ということだ。

　神流千斗という本当の名前、つまり本当の心、野心を見せろと言っているに違いない。

　野心を見せれば、この男はそれを利用し、俺を意のままに動かそうとするだろう。エサを与え、手なづけ、そして気分の思うままにいたぶり、遊ぶだろう……間違いない。

　しかし、野心を見せなければ、この男は敵に回る。それも間違いない。

　──問題は、こいつが攻撃するのは俺ではない、ということだ。

　こいつは俺を攻撃しない。俺が大切にしたいもの、俺が守りたいものに刃やいばを向けるだろう。それも、風評や事故という目に見えない形の攻撃を続けるだろう。

　こいつが狙ねらっているのは、おそらく晴せい凛りん。そして晴凛の周りにいるミーネやシャールだ。

　では……野心を見せるべきか？

　だが、俺には、野心などというものは最初からない。

　いつでも今の立場を捨てて、元の風来坊に戻れる自信がある。人間、何をやっても食っていける。俺はそういう生き方を知っている。

　──だが、こいつはそれを信じないだろう。

　こいつが知っている人間は、すべて権力者になりたくて生きてきた連中だけだ。成り上がり、権勢を振るうことが人生のすべてだと思って生きてきたような人間しか、こいつは知らない。

　いくら、俺が「野心なんかない」と言ってもこいつは絶対に信じない。そういう生き方が存在することを、こいつは知らない。

　──では、どうすればいい？

　伏ふせ龍たつは、目の前で、にたり、と笑っている鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんの顔を見た。

　──下品な微笑だ。

　それが、伏龍の印象だった。

　──あれは人の上に立つ人間の笑い顔ではない。いや、人の笑え顔がおではない。もっと卑いやしい、もっと汚お濁だくに満ちた、人の心の中に住む悪あしきものが沈殿し、人の形になったような生き物の笑顔だ。

　そして、そのとき、伏龍は理解した。

　──こいつとは話が合わない。何ひとつ接するところがない。こいつが見ている世界と、俺が見ている世界は違う。同じものを見ても、違うものにしか見えない。

　ならば……。

　伏龍は卓の上に両手をつき、額ひたいをこすりつけるようにして、頭を下げた。

「慧けい眼がん、恐れ入ります……この、神しん流りゆう千せん斗と。謹つつしんで鵬儀天繕閣かつ下かを奉ほうじさせていただきます」

　その瞬しゆん間かん、鵬儀天繕は高い声で笑った。

「はははは、そうだね、それがいい。この、北域に端を発した一連の乱。見事だったよ千斗。君は格かつ好こうの木で偶くを手に入れたね。泉せん野や晴せい凛りん。あの男があんな立派な木偶になるなんて、私は予想だにしなかった。君には先見の明があった。

　この、鵬儀天繕、その点については君に脱帽するよ……木偶を使ったシムールの懐柔も見事だった。異民族を直接統治することは難しいが、北域国というからくりを考え出したのも見事だった。

　いやはや、君を見ていると、我が鵬儀家の初代様を見ているようだね。どうだね？　長ちよう嶺れい帝が若くして崩ほう御ぎよされた後、晴凛を立てるのだろうが、その後、この鵬儀家の養子にならないかね？

　私にも息子はいるが、どれも凡ぼん庸ようでね。ここらで、外から優秀な血を入れなければいかんと思っていたのだ……まあ当分先のことだから、今すぐ返事はしなくてもよい。だが、私はそれほど君を買っているんだということは覚えていてくれたまえ」

「過分なお言葉、恐れ入ります……」

　宅の上に再び頭をこすりつけながら、伏龍は思った。

　──こうである、と思いたいのならば、思わせておけばいい。

　こいつの思うままの俺を演じてやればいい。こいつは俺がすべてを捨てることができる人間だとは思っていない。

　その一点で、俺はこいつより優位に立てる……。

　伏ふせ龍たつが隷れい属ぞくすると思い込んだ鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんは、獄ごくに繫つながれている菰こも野の盛せい元げんの処遇について、極刑に処するように、伏龍に告げた。

「あの男は愚ぐ鈍どんであるがゆえに、扱いやすかった。だが、苑その山やま燕えん鵬ほうが死んだことで、その愚鈍さに歯止めが利かなくなってしまった。

　菰野盛元の愚鈍さは、我々のような人間が使うから意味がある。なのに、その愚鈍さを同じように使って、自分たちも利益に与あずろうと考える、馬ば鹿かな素人しろうとの犬どもが群がり寄ってきた。

　帝国の国政は馬鹿でも務まるが、素人には無理だ。馬鹿は我々には使えるが、素人には使いようがない。

　神しん流りゆう千せん斗との仕事は、帝国の国政から馬鹿な素人をひとり残らず排除して、そいつらの首を都みやこ大おお路じにさらし、二度と素人に口を出させないように戒いまめとすることだ。いいな」

　伏龍は鵬儀の顔を正面から見返して答えた。

「お恐れながら、それは下策かと存じます」

　鵬儀は一いつ瞬しゆんむっとしたような表情になった後で、そっけなく訊きいた。

「この私に、下策と申すか……面白い、千斗の策とやらを言ってみるがいい」

「はい、菰野に極刑を下すところまでは、鵬儀様の申しつけ通りにいたしますが、その後で、減刑しとうございます。それも、私ではなく、北域王の口から減刑を言わせます。

　北域王晴せい凛りんの徳が上がり、このことが民たみに知られれば、民は北域王を徳の高い域王と思い込むでしょう。

　私は、菰野盛元と菰野一族に全財産を差し出させることで、罪一等を減じることを北域王に申し向けます。

　北域王は自分の減刑の意が通ることで満足し、菰野盛元と菰野一族は死を免まぬがれたことで満足し……」

　伏龍はにやっと笑って付け足した。

「……そして、私は、伏龍という人間は金の価値がわかっている男だ、金の話ができる男だ、という評判を手に入れることができます。

　帝都に戻ってきた官僚と定じよう族ぞくの間では、今、平定が終わった後の南域と承しよう安あんの総そう督とくが誰になるのかで、持ち切りです。

　南域と造塩業は切っても切れません。塩の専売は帝国歳入の要かなめ。そして、専売と闇やみ取引も切っても切れない関係。つまり南域承安総督になれば、塩に関する利権をすべてその手に握ることができます。

　乱が収まった直後で、帝国軍も常駐することが決まっている南域承安は、実に美お味いしい場所になりました。ここの総督になれるのならば、千金を積んでも元が取れると考えている人間は多いことでしょう。

　財産の差し出しと引き換えに菰こも野の一族を減刑してみせることで、そういった者どもに合図を送ることができるのです。

　私の下もとに流れ込んだ富は当然鵬ほう儀ぎ様の下へと流れていくことになります。これが私の策でございます……」

　鵬儀は面白そうに笑った。

「ははは、なかなか考えているな。確かに、菰野の馬ば鹿かは一文無しになっても、殺されるよりはいいだろう。北域王は人気が上がるだろう。そして、お主の懐ふところは潤うるおう。面白い策だ。

　この一件でお主の下には、南域承しよう安あんの人事のみならず、あらゆる許認可の度に富が転がり込むだろう。

　お主は、その富を私に振り向けるようなことを言っていたが、その心遣いは無用だ。

　私は富を自分の手で持つことに興味はない。

　必要なときに必要なだけ用立てることができれば、それでいいと思っている。私のために、お主が持っていれば、それでよい」

　──なるほど。財布は持ち歩かない、支払いはお付きの者の仕事、というわけか。

　何をするにも、とにかく絶対に自分の手は汚さない。

　鵬儀一族はこうやって生き延びてきた、というわけか……。




　鵬儀天てん繕ぜんは機き嫌げんよさそうに笑うと、侍従を呼んだ。

「食事にしてくれ。食べ物の匂においがすると、長ちよう嶺れいが騒さわぐ。長嶺のエサも一いつ緒しよに持ってきておくれ」

「長嶺というのは……もしかして？」

　鵬儀天繕は笑って、部屋の一角に置かれた籠かごを指差した。

「あの猿の名前だよ。あいつがいるのは、いわば玉ぎよく座ざだからね。ふさわしい名前だろう？」

　そのとき、伏ふせ龍たつは理解した。

　──この屋敷は帝都だ。建物は王宮だ……そして俺がいるこの部屋は、玉ぎよく間まだ。

　この男は、玉間を模して作られた宴えん会かい場の、玉座の席に籠を置いて猿を飼い、猿に皇こう帝ていの名をつけているのだ。

　自分にはそれほどの傲ごう慢まんをも許される力がある、ということを、こうやって招待した客に見せつけるのだ。

　この日。

　伏龍は本物の下げ衆すを見たような気がした。

　──帝都の大掃除はまだ終わっちゃいない。帝都の一番底に溜たまっている、このドブの泥を搔かい出し、綺き麗れいな水を流さない限り、帝国の土台は再び腐り始めるに違いない。




　伏ふせ龍たつは菰こも野の盛せい元げんに刑を言い渡すところまで、会議を進めた。

「菰野盛元の申し立てには、何ひとつ罪を減じる要素がないことが判明した！

　長ちよう嶺れい帝陛へい下かを亡き者にし、帝位を簒さん奪だつし、それが適かなわぬと見るや、この帝都を焼き払い、国こく璽じを持って東域敬けい州しゆうに逃げ延びようとした事実は明白である！

　この、どの事実を持っても、それは帝国への反逆！　いずれの事実にも情状酌しやく量りようの余地はない！

　菰野盛元とその一族は、妻、子供に至るまで、すべて斬ざん首しゆ！　都みやこ大おお路じの罪首台に首をさらし、世の戒いましめとする！」

　伏龍の言葉が終わるのを待って、晴せい凛りんが声を上げた。

「待って欲しい！」

　伏龍は、待ってました、と言いたい視線を晴凛に投げた後で、訝いぶかしげに答えた。

「これは、これは北域王殿。私の裁定に何かご不満がおありかな？」

　晴凛は首を振った。

「不満ではない。政務総監殿の裁定に少々納得がいかないだけだ」

　菰野盛元が長嶺帝陛下を亡き者にして、帝国皇こう帝ていを僭せん称しようし即位した、という事実には異議を唱えるつもりはない。

　ましてやその犯人を私に押し付けようとした、という事実を知って、助命を嘆たん願がんするつもりもない。

　私が納得いかないのは、菰野一族への連座だ。

　政務総監殿の申し立てた罪状の中に、帝都を捨てて逃げる際に市中に放火し、火の海にして時間を稼ごうとした、というものがあった。だが、それは、自暴自棄になった菰野一族が、この帝都に立て篭こもって帝都を戦火に巻き込まぬようにするために、守護要監であった菰野袁えん翔しよう殿が立てた策略であったはず。

　菰野袁翔殿は菰野一族の直系であり、菰野盛元の子。されど、長嶺帝への敬愛は深く、帝都守護のために、尽じん力りよくしてきた人間である。

　そのような者ですら、菰野の名の下もとに断罪し、斬首するべきではないと私は思う。

　是ぜは是、非は非、としっかりとした区別をつけた裁定こそが必要であり、一時の情に任せた裁定をよしとするのは、よくない。

　帝国の法には慈じ悲ひがなくてはならないと、私は思うのだ」

　伏龍は顎あごに手を当てた。

「なるほど、北域王殿の申すことにも一理ある。先ほどの裁定を取り下げ、改めて菰野盛元とその一族に刑を申し渡したいと思いますが、よろしいでしょうか、長嶺帝陛下」

　伏龍と晴凛のやり取りを、面白そうに聞いていた長嶺帝は、にっこり笑ってうなずいた。

「伏龍に任せる。汝なんじらのやり取りは、実にためになる。人を裁くとはどういうことか、ここで、しかと見ておきたいのだ」

「恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　伏ふせ龍たつは深々と頭を下げた後で、菰こも野の盛せい元げんに向き直った。

「菰野盛元よ、汝なんじはこの帝国の摂せつ政しようとなった後、どれほどの富を帝国の歳入庫から引き出した？　覚えておらぬだろう。

　帝国は皇こう帝ていあってのもの。ならば帝国は皇帝のものにして、帝国の歳入は皇帝の歳入……この理屈で国の歳費を湯水のごとく使い、国を滅ぼしたのが、延えん喜ぎ帝国の前にこの地を治めていた南朝の皇帝だ。

　汝は、その南朝の皇帝と同じことを、この延喜帝国で繰り返したのだ……」

　伏龍は菰野盛元の顔を覗のぞき込んだ。

「その歳費、そっくり返してもらおう……汝の財産をすべて帝国に返納するのだ。金銀、書画骨こつ董とう、家屋敷はもちろん、ありとあらゆるものを帝国に差し出すのだ。さすれば斬ざん首しゆは取りやめてやろう。どうだ？」

　菰野盛元は目を見開いた。

「く、首を斬きられぬのか？　い、生きて帰れるのか？」

　伏龍は重々しくうなずいた。

「菰野一族を斬首し、その資産を没収するほうが簡単なのだがな……だが、それを前例にしたのでは、悪事を働く者は財産を隠すようになるだろう。

　闇やみで膨ふくらんだ資産は、闇で融通されることとなり、後ろ暗い金を管理する連中がのさばり返ることになりかねん。

　罪を認め、全財産を投げ出すことで、罪一等を減じる。この前例は、すべてに適用されるわけではない。

　菰野袁えん翔しようという男の働きに免じ、特別の計らいで斬首を取りやめるのだ。菰野袁翔に感謝するがよい。

　菰野盛元とその一族に対し、改めて裁定を行う！

　菰野の名は、菰野袁翔とその子孫のみに許す！

　菰野盛元以下の他の菰野家には、今後菰野の名を名乗ることは許さない。死した後、墓に刻むことも、記録に残すことも禁ずる！、本日これより、汝らは無氏の民たみとなり、名のみを持って生きることとなる！

　汝らのすべての財産を没収し、西域の西せい稜りようへ流す！

　西稜では使用人の雇用は禁じるが、泉せん水すいの使用権と畑、十数頭の家畜を与える。

　あとは自分の才覚で生き延びよ！」

　驚く菰野盛元を見て、伏龍は笑った。

「汝は、すべて手下のせいだと言ったな？　ならば、ただのひとりも手下のいないところで暮らすがいい。自分の手を汚さずに楽をしようと考えることのできぬ場所なら、変なことを考える余裕もないだろう。

　西せい稜りように着いたその日から、汝なんじは自分の手で井戸から水を汲くまねば一杯の水すら飲めなくなる。それが汝への罰だ！」

　菰こも野の盛せい元げんは、その場に崩れ落ちるように手をつき、平伏した。




　その日の晩。晴せい凛りんは、王宮の奥にある北宮と呼ばれる建物の一室で、伏ふせ龍たつから話を聞いていた。

　王宮には、皇こう帝ていの住まいである内だい裏り以外にも外げ宮ぐうと呼ばれる東西南北四つの宮殿がある。

　この宮殿は皇帝の弟や、子供を産んだ側室などが住むことになっており、いわば、皇帝に何かあったとき、皇帝に代わって祭さい祀しを執り行う人間のための場所である。

　皇帝の血族でも何でもない晴凛が北宮に入ったのは、域王という扱いを受けているためである。

　伏龍から鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんに関する一連の話を聞いた晴凛は、大きくため息をついた。

「……そういう人物がいたのですね……」

「そうだ。この延えん喜ぎ帝国の創世期から深く関かかわってきた人物の子孫だ……こういう人脈の中に入り組んだ影響力ってのは、ひと筋すじ縄なわじゃ対抗できない……特に、俺たちのような若い人間には、経験値も人脈も足りない……」

「どうすればいいのでしょうか？」

「経験と人脈に長たけていて、俺たちと志こころざしを通じた人がいるだろう？　延えん声せいに……」

　晴凛は目を見開いた。

「犂すき山やまの御隠居ですか！」

「その通り……鵬儀天繕と一戦交えるには、味方は多いほうがいいからな」

　伏龍はにやっと笑った。

「延声に手紙を送ったんですか。じゃあ、アイリーンさんも呼んだんですね？」

　にこにこ笑いながら、そう言った晴凛を見て、伏龍は微び妙みような顔つきになった。

「あ……いや、アイリーンは呼んでいない。そのまま北域にいてくれ、と伝えてある」

「なぜですか？　一いつ緒しよに暮らさないんですか？　帝都にはアイリーンさんが抜けた教団の連中がいるからですか？」

「それもある……でも、それだけじゃない……ミーネやシャールたちと一緒に暮らしているお前から見れば、俺は卑ひ怯きよう者ものに見えるだろうが……弱点を増やしたくないんだ。アイリーンは俺の弱点だ。鵬儀天繕と戦うことになったら、あいつはおそらく俺じゃなくて、俺が一番大切にしている人間を攻撃する。

　俺も人間だ。そして、ひとりの男だ。もし、アイリーンが攻撃されたり、人質にされたりしたら……俺はアイリーンを見捨てることができないかもしれない。

　だから、アイリーンを帝都に呼ばないと決めたんだ……卑ひ怯きよう者ものと笑ってくれていいぜ。お前には、俺を罵ののしる権利がある……」

　晴せい凛りんは笑って首を振った。

「罵ったりしませんし、卑怯者だ、とも思いません。伏ふせ龍たつさんが言ったじゃないですか。鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんと戦うなら、味方は多いほうがいいって。ならば同じように、弱点は少ないほうがいいってことだと思うんです」

「そうか……そうだよな。ありがとう、晴凛。お前にそう言ってもらえて、気が楽になった……」

「伏龍さんの背負う荷物が軽くなるなら、お安い御用ですよ」

「まあ、その代わりと言っちゃなんだが……例の北域で長ちよう嶺れい帝暗殺計画に携わった元北域二課の連中が、王宮の使用人として入っている。ミーネやシャールたちへの工作は、何としてでも防ぐから、安心してくれ、と、迂う詰つみ課長が言っていた。

　北域で部下の命を助けてくれた恩義は必ず返すそうだ……ああいう世界で働いている連中には、連中なりの繫つながりがあって、それは肉親との繫がりよりも強いらしい。

　同じ死線をくぐって生き抜いた戦友、みたいな感覚なんだろうな」

「それは心強いですね。やっぱり、味方は多いほうがいいですね」

　晴凛は実に嬉うれしそうに笑った。

　その笑え顔がおを見て、伏ふせ龍たつは思った。

　──くそ、悔くやしいが、こいつのこの微笑だけは真ま似ねできねえ。

　俺がこんな風に笑えたら、この微笑を武器にして天下を取ってみせるんだが……そんな風に考えちまうから、俺にはこんな笑顔が作れねえんだろうな。




　犂すき山やまの御隠居が帝都にやってきたのは、それから十日ほど過ぎた日のことだった。

　晴凛の住む北宮にやってきた御隠居を見て、ミーネは大喜びだった。

「おおーっ！　来たか！　犂山の爺じいちゃん！　元気だったか？　さあ、上がれ上がれ。せまっ苦しくて窮きゆう屈くつで、ちっとも楽しくないところだが、布団は柔らかくて暖かいぞ！」

「お客サマに、布団の自慢をする馬ば鹿かがイマスか！」

　ぺちん、とミリンに頭を叩たたかれたミーネは唇くちびるを尖とがらせた。

「だって、本当のことではないか！　街にも出られん、王宮の中にも行けん！　日がな一日、このせまっ苦しい北宮とかいう建物の中で、晴凛が帰ってくるのを待っているだけではないか！　布団が友達になるのも無理はないわ！」

「ほっほっほっ、そりゃあ、ミーネ姫も文句のひとつも言いたくなろうというものだ。ましてやお前さんはじっとしていられん性格じゃ。帝都の、それも内だい裏りの暮らしはさぞかし辛つらかろう。

　どうじゃ？　帝都がしばらく落ち着くまで、北域に戻るか？　シャール殿とミリンさんと、女衆みんなでじゃ……」

「戻れるのか！」

　ミーネは目を輝かせた後で、はっと気がついた。

「……でも、今、女衆と言ったな？　女だけか？　晴せい凛りんは戻らんのか？」

　御隠居はうなずいた。

「うむ、晴凛にはやることがある。いや、やることが多すぎる。なんせ、一度傾いた国を立て直そう、というのだから、その仕事の量たるや、半端なものではない。

　ましてや、今、晴凛は伏ふせ龍たつと共に、この国を傾けた原因とも言うべき、帝国の床下に住み着いた、シロアリの親玉と戦っている最中なのだ」

　ミーネは目を丸くした。

「なんと！　そんな化け物が帝都の地下には住んでおるのか！　そんな化け物と晴凛は戦っているのか！　書類に囲まれてうんうん、うなっているのが仕事だと思っておったが、それは大変だ！　おい、シャール！　弓を持ってこい！　いっしょに助けに行くぞ！」

　そう言って立ち上がったミーネを見て、シャールは困惑したように笑った。

「あ、いえ、ミーネ姫。もしかして御隠居がおっしゃっているのは、もののたとえではないでしょうか。まさか、本当にシロアリの化け物と戦っていると思っているわけではないでしょうね？」

　ミーネは目を見開いた後で、顔をぶんぶん、と振った。

「え？　あ、いや、そ、そんなわけなかろう！　わかっておった、たとえ話じゃな。うむうむそうであろう。シロアリの化け物が本当にいるなど、これっぽっちも思っておらなんだ。うむ」

　すかさずミリンが突っ込む。

「顔が赤いデスよ？」

「う、うるさい！」

　御隠居は声を上げて笑った。

「ほっほっほっほっ、いやいや、ミーネ姫の思っている通りかもしれんぞ？　伏龍と晴凛が相手にしているのは、人の形をしておるが、この帝都に四代にわたって巣くっておる本物の化け物じゃ。こいつの恐ろしいところは、伏龍や晴凛には手を出さん。その代わり、伏龍や晴凛が一番大切にしているものを壊したり、傷つけたりするのじゃ。そうやって、少しずつ気力を削り、挫くじいていく……」

　御隠居の顔から、微笑が消えた。

　その表情に、ミーネとシャールは思わず背筋を伸ばした。

「……人間は、自分に対する攻撃には、なにくそ！　と立ち向かえるが、自分の肉親や恋人を狙ねらわれると弱い。

　愛する者が傷つけられたその痛みは、自分の傷の痛みの比ではない。愛が深ければ深いほど、傷もまた深いのじゃ」

　今まで黙だまって御隠居の話を聞いていたシャールが、静かに言った。

「つまり、私たちがこのまま、この帝都に留とどまれば、晴せい凛りん様は苦しむことになりかねない……ということなのですね？」

　御隠居は苦く渋じゆうの表情を浮かべてうなずいた。

「晴凛の敵が真っ先に狙ねらうのは、お主らじゃ。今でさえ、帝都の王宮にシムールの妻女が暮らしていることを陰で罵ののしる者は数多い……帝国への忠誠と、お主らへの愛情を天てん秤びんにかけるほど愚おろかなことはない。だが、人は、そう簡単に変わらぬものだ」

　御隠居の言葉を聞いていたミーネの顔色が変わった。

「な、何を言っているのだ？　まさか、晴凛を置いて、わしらだけ北域に戻れというのではあるまいな？　そんなことはできん！　許さん！　わしはずっと晴凛と一いつ緒しよだった！」

　そして、ミーネは吠ほえた。

「いつも、いつもじゃ！　敵が何だというのだ！　一緒に戦えばいいではないか！

　シャールの弓と、わしの弩いしゆみ！　ミリンの体術とメンミの毒！　わしらは戦えるぞ？　なよなよと、男にすがってその陰で泣いているような女ではない！

　わしらは戦ってきた！　侘タ瑠ル徒トで！　延えん声せいで！　そして、征せい古こ原げんで！

　わしらは一緒だ！　いつでも一緒だ！　わしと晴凛と、シャールとミリンと、メンミと、ずっと一緒じゃ！　誰が欠けてもならぬ！　全部一緒じゃ！　一緒に戦い！　一緒に泣いてきた！　そして、その何十倍も、一緒に笑ってきたのじゃ！

　なぜじゃ！　なぜそれを割さく！　そんなことは許さぬ！　わしはここにいる！　ここで晴凛と生きる！　ここで死んでもいい！　嫌いやじゃ！　嫌じゃ！　ごごにいるぅぅううう！」

　ミーネの言葉の最後のほうは、涙声でグズグズになって、言葉になっていなかった。

　泣き喚わめくミーネを見て、御隠居はなだめるように言った。

「ここでの暮らしは、ミーネ姫には窮きゆう屈くつすぎるじゃろう？　お主のためにも、北域に戻ったほうがいいと思うのじゃ……」

　ミーネは、ぶんぶん、と首を振った。

　涙と鼻水のしずくが飛んで光った。

「ガマンする！　文句は言わん！　外に出られなくてもよい！　ずーっと部屋に篭こもっていろと言うなら、一歩も出ん！　ご飯も文句言わん！　ハミウリが食えんでもいい！　焼肉が食えんでもよい！　お粥かゆでもガマンする！　生米でも文句を言わない！

　だから、ここにいさせてくれ……ここがいい……晴凛のそばがいい……他は嫌だ……離れたくないのじゃ……」

　えぐえぐ、と泣きながらのミーネの言葉を聞いていたミリンが、ぽつり、とつぶやいた。

「……あの食い意地の張った山やま猫ねこが、ハミウリも肉も要らナい、と言い出す日が来るとは思いませんデシタ……天変地異の前触れデスね」

　御隠居は優しく労いたわる声で言った。

「わがままを言うな。今こん生じようの別れ、というわけでもあるまい。一年……いや、二年だな。長くて二年。

　この帝都を大掃除して、長ちよう嶺れい帝がひとり立ちできるようになって、新しい官僚たちが育つまで、晴せい凛りんとわしらでしっかり帝国を立て直すまでの辛しん抱ぼうじゃ。

　それくらいの我が慢まんができんのでは、晴凛の妻は務まらんぞ？　お主と晴凛はまだ正式に夫婦になったわけではあるまい。わがままを言うと、選んでもらえんぞ？　それでもいいのか？」

「うー……」

　ミーネは唇くちびるを尖とがらせて、御隠居をにらみつけた。

「ズルイ！　そういって、わしを黙だまらせようとするのはズルイ！　そういうことを言う、爺じいは嫌いだ！」

「ほっほっほっほっ、確かに、今のは、わしがズルかったかもしれんな。でもな、ミーネよ。わしが言っているのは、本当のことじゃ。

　伏ふせ龍たつや晴凛やわしがしている戦いは、今までお主らと一いつ緒しよに戦ってきたような、弓や剣でする戦いではないのだ。お互いの考えていることを探さぐり合い、他人を少しずつ動かし、その動きが重なって、初めて相手が気づく。そういう気を張り詰めた、神経が磨すり減るような戦いじゃ。

　弓や剣で一いつ瞬しゆんに片がつくような戦いなら、どれほど気が楽かしれん」

　ミーネは御隠居の顔を見つめた。

「その戦いとやらが、どんなものなのか、まったくわからんが……とてつもなく大変なのだろうな……わしはそういう戦いの邪じや魔まなのか？」

　御隠居はうなずいた。

「うむ、身も蓋ふたもないが、邪魔と言えばその通りだ。ミーネ姫がいると、敵の目標が晴凛とミーネ姫の二つに増える。晴凛は自分を守ると同時に、ミーネ姫のことも守らねばならん。

　ミーネ姫が大切であればこそ、守らねばならん。それが、どれほど大変なことか、わかるじゃろう？」

　黙り込んだミーネに、シャールが声をかけた。

「ミーネ姫。私もミーネ姫と同じです。晴凛様と一緒にいたくて仕方ありません。ほんの一いつ刻ときでも、離れるのは嫌いやです。

　でも、誰かが、ここで傷つくのはもっと嫌です。

　ミーネ姫はさっき言いましたよね？　わしらはいつも一緒じゃ！　って……あのとき、嬉うれしかった。本当に嬉しかった。

　ああ、ミーネ姫と一緒にいることができて、本当によかった。晴凛様を同じように好きになった人が、ミーネ姫でよかったって本当に思いました……。

　だから……みんなで一いつ緒しよに暮らせるようになるために。また、仲良く喧けん嘩かしたり、笑い合ったりできるように我が慢まんしましょう。

　一年……もしかしたら二年になるかもしれないけど。

　また、晴せい凛りん様と楽しく暮らせる日のために我慢しましょう。そして、北域に戻ってきた晴凛様がびっくりするくらい、可愛かわいくて賢くて、お料理が上手で、弓の腕が天下一品で、部下と共に戦える、強い奥方になっていましょう……なれますよね？」

　ミーネは上目遣いにシャールをにらんだ。

「なんじゃ、偉そうに。上から目線で、物分かりのよい女みたいな言い方しおって……」

　シャールは無言のままミーネの前に座って、その手を取り、そのまま抱きしめた。

「ふぇ？」

　驚くミーネに、シャールは泣きながら答えた。

「馬ば鹿かなこと言うんじゃないわよ！　私だって泣きたいわよ！　私だって我慢してるのよ！　何よ！　自分だけ、悲劇のお姫様になったみたいな顔で泣き喚わめいて！　ズルイのはあなたじゃない！　私だって、わあわあ泣いてわめいてじたばたしたいわよ！」

　めったに見せないシャールの本音を聞いて、ミーネは目を丸くしたまま黙だまり込んだ。
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　抱き合ったまま、泣いているミーネとシャールを見て、御隠居がつぶやいた。

「因いん業ごう爺じいでなければ、こういった役は務まらん。と覚悟しておったが……これはこれで、なかなか寝覚めの悪い仕事じゃ……」







　　　第八章「大掃除」







「そうですか……ミーネたちには辛つらい思いをさせましたね……」

　御隠居から話を聞いた晴せい凛りんはそう答えると、大きくため息をついた。

「……いつでもどんなときでも、たとえ戦いの中でも僕はミーネと一いつ緒しよでした。そういう意味で、ミーネと僕は同じ死線をくぐった戦友でもありました。

　ミーネが怒るのは無理もないと思います。この後、北宮に戻れば、ミーネに殴なぐられるかもしれませんが、僕は甘んじてそれを受けようと思います」

「ふむ……」

　御隠居は考え込んだ後で、首を振った。

「いや、殴ったりはせんじゃろう……昔のミーネ姫なら、嚙かみ付いたり蹴け飛とばしたり、本当に山やま猫ねこのように暴れたかもしれんが。何というかな、こう、今はちゃんと人のことを思いやれるだけの器ができておる。

　見た目はあまり変わらんので、晴凛は気がつかんのだろうが、中身は大人になっておるのじゃ、少しずつな……」

「そう言われると、そうかもしれません。落ち着いたミーネというのは、これはこれでちょっと想像ができないのですけど……」

　そう言って笑った晴せい凛りんに、伏ふせ龍たつが話し掛けた。

「でもまあ、これでもう気兼ねなく鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんの相手ができるってわけだ。なるべく早く片付けて、帝国の大掃除を終えて、北域に帰らなきゃな」

　だが、伏龍の言葉を聞いた御隠居は難しい顔になった。

「いや、拙せつ速そくはよくない。鵬儀天繕の人脈と影響力は、深くそして細かい部分にまで及んでいる。いわば帝国という大木の根に絡みついてもぐりこんだ宿り木のようなものだ。

　帝国を支える根と同化しており、見分けがつかん。

　あれだけを切り取って枯らすことは不可能に近い。やつもそれを知っている。だから、平気な顔で、ああやって王宮に出てくることができるのだ」

「では、どうやって、鵬儀を退治するのですか？」

　御隠居は、目をつぶったまましばらく無言で考え込んでいたが、やがて目を開くと、静かに言った。

「鵬儀が帝国の根っこに同化しているのなら、こちらも鵬儀に同化するしかあるまい。しっかりと鵬儀に食い込んだところで、一いつ緒しよに引っこ抜いて枯らす……いわば、死なばもろともと抱きついて、共に煉れん獄ごくの炎の中に身を投じるような覚悟がなければ、鵬儀は倒せん。

　鵬儀と共に死ぬ覚悟がなければ……自分だけ助かろうという思いがあるうちは、その隙すきを鵬儀に突かれるじゃろうな……」

「それくらいの覚悟なら……」

　そう言いかけた伏龍を見み据すえて、御隠居は言葉を続けた。

「そう簡単に言うでない。それはつまり、鵬儀と同じ価値観で動くようになる、という意味じゃ。鵬儀のことを憎にくんだり、馬ば鹿かにしたり、反感を持ったままでは、鵬儀と同化することはできん。

　そういった個人の好こう悪おの感情を押し殺し、まったく表に出さぬようにならねば、このやり方は無理じゃ。

　そしてその生き方は、お主らが望んでいる生き方、お主らが目指す世界とは真逆のものだ。愚おろかで我欲に満ち、猜さい疑ぎ心と嫉しつ妬とで塗りたくった情実で、すべてを判断する……そういう世界じゃ。

　そういう世界に身を投じ、それを是ぜとして生きる。それができねば、このやり方はできぬのだ。お前にそれができるか？」

　伏龍はしばらく無言で、御隠居の顔を見つめていたが、やがてゆっくり、とうなずいた。

「……できます。というか、やります。やらなくちゃいけない、と思うんです。

　俺の中には、鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんと同じ部分があります。この世のすべてを虚こ仮けにして、自分の手のひらで踊らせたい、という子供みたいな願望です。

　それに気がついたとき、俺はぞっとしました。もし、ここで鵬儀天繕を倒しても、俺が無事で、そしてそのままこの帝国の中ちゆう枢すうに居座れば、俺が新しい鵬儀になっちまうかもしれない、と考えたんです。

　そんなのはまっぴらごめんです。だから、鵬儀天繕の隣に俺の首も並べて都みやこ大おお路じにさらしてもいいと、本気で思ってます」

「伏ふせ龍たつさん！」

「いや、止めるな晴せい凛りん。俺は本気だ。俺の才能は帝国を立て直すためには実に有効だ。でもな、立て直された帝国を動かしていくのは、もっと別の才能なんだ。

　その才能を持っているのは晴凛、お前だ。俺じゃない」

「確かにそうかもしれません、きっと伏龍さんの言っていることが正しいんだと思います。でも、僕は鵬儀と一いつ緒しよに首を跳はねるなんて、そんなことはできません！　絶対に！」

　伏龍は頭を搔かいた。

「うーん、確かに、正直言って死にたくはないな……ここで死んだらアイリーンに殺される……いや、死んでるんだから殺されるってのはおかしいけど……意味はわかるだろ？」

　晴凛は真剣な表情でうなずいた。

「わかります。だからこそ！」

　勢い込む晴凛の前に、伏龍は両手のひらを向けた。

「わかった、じゃあこうしよう。俺は死ぬ……というか、お前に首を跳ねられる。帝国の官僚や定じよう族ぞくの見ている前で、だ！」

「いや、それは……」

「いいから最後まで聞け……いいか？」

　伏龍はそう言うと、晴凛と御隠居だけに聞こえるように、小声で話し始めた。




　その日から三日が過ぎた。

　この日の朝、晴凛と伏龍は帝都の北にある玄げん武ぶ門にいた。

　都を南北に走る都大路は、この門を出ると、北域行路と呼ばれることになる。

　門の手前にある石畳の広場には、晴凛たちが乗って帝都へ入城した北域王の馬車と、その随行員や護衛の乗る馬車、そして帝国皇帝からの下賜品である東域の絹織物や染料、香料などを満載した荷馬車が長い隊列を作って、出発のときを待っていた。

「道中気をつけて……」

　晴凛が声をかけると、シャールとメンミ、そしてミリンが頭を下げた。

　だが、ミーネはそっぽを向いて何も言わなかった。

「はい、晴せい凛りん様も、お体にお気をつけください」

「お風呂に入れる薬草と、朝晩煎せんじて飲むと身体からだによい薬草を、北宮の侍従の方にお教えしておきました。ちゃんと使ってください！」

「……まだ拗すねているのデスか、この山やま猫ねこは！」

「……」

　ミーネは晴凛と目も合わさない。

　晴凛はにっこり笑って、ミーネに近づくと、顔を覗のぞき込んだ。

　息がかかりそうなほどに近づいた晴凛の顔をちらっと見て、ミーネは頰ほほを赤くして顔をそらした。

「何も言ってくれないんだね、ミーネ……」

「……」

「そうか……でも、何か言ってくれないと。僕はミーネの声を忘れてしまいそうだ。ひと言でいい。何かひと言でいいから、僕に声を聞かせてくれないか？」

　ミーネは何か言いたそうな顔になって、それでも必死に歯を食いしばって、ふるふる、と身体を震わせている。

　晴凛はしばらくミーネの顔を見つめていたが、やがてあきらめたのだろう。身体を起こした。

　そのとき。

　ついに、耐えかねたようにミーネが叫さけんだ。

「二年！　二年じゃ！　二年だけ待ってやる！　いいな！」

　そして、堰せきを切ったように涙をぽろぽろこぼして下を向いた。

「ほれ見ろ！　何か言ったら泣いてしまうから黙だまっておったのに……泣いて別れるのは縁起が悪いと聞いたから……泣かないために、ずっと黙っておったのに……すべてが無む駄だになったではないか！　馬ば鹿か！　馬鹿晴凛！」

　晴凛は再び身をかがめて、ミーネの顔を覗き込んだ。

「馬鹿晴凛……その言葉、その声、ちゃんと覚えておくよ」

　ミーネは顔を上げた。

「そんな言葉覚えるな！　馬鹿！」

　晴凛は笑いながらうなずくと、シャールに向き直った。

「シャール、二年待ってくれ。二年過ぎたら、必ず北域に戻る。ミーネと一いつ緒しよに、僕の帰りを待っていてくれ」

「わかりました……ミーネ姫と一緒に待っております。二年間なんて、あっという間です！」

　シャールはそう言うと、笑ってみせた。

　誰がどう見ても、無理やり笑ったような笑え顔がおだった。だが、その笑顔は、晴凛に心配させないために一生懸けん命めい作った笑顔だった。

　晴せい凛りんはメンミとミリンに向き直った。

「二人とも元気で。メンミはちゃんとシャールの言うことを聞いて、ミリンさんはミーネの面倒を頼みます」

「はい、お姉さまのことはお任せください！」

「山やま猫ねこの世話係が、私の仕事デスから……」

　晴凛はミリンに向かって言葉を付け足した。

「光こう凛りん兄さんのことも、ついでに頼みますね」

　ミリンは目を見開いた後で、頰ほほを赤くしてそっぽを向いた。

「あのヘタレ向日葵ひまわりの面倒マデ見ろと言うのデスね。まあ、仕方ありマセン」

「何を言う、光凛に会ったときに着る服を、鼻歌交じりで選んでおったくせに……」

「なっ！　何を言うのデスか！」

　晴凛は笑いながらうなずいた。

「わかりました、光凛兄さんを頼みます」

「なっ！　何をわかったと言うのデスか！　何もわかっていないくせに、わかったようなことを言わないでクダさい！」

「……怒ってみせても目が笑っておるぞ、行かず後ご家け」

「ここ最近、やたら絡みマスね……この山猫は……」

「当たり前じゃ……北域に戻ると決まった日から、うきうき、と浮かれおって……」

　ミーネが恨うらみがましい目でミリンをにらんだ。そのとき、馬車の隊列を先導する帝国騎兵隊の信号手が、出発準備のラッパを吹いた。

「出発だ。さあ、馬車に乗って」

「わかりました。さあ、メンミ、乗るわよ」

「ほらほら、さっさと乗りなさい、この山猫メ」

　シャールたちが馬車に乗り込む。

　すると、ミーネが、ぴょん、と馬車から飛び降りると、てててて！　と晴凛に駆かけ寄り、無言でむこうずねを、こん！　と蹴けっ飛ばした。

「うぐっ！」

　その痛みに思わずしゃがみ込んだ晴凛の髪の毛に、ミーネは手を突っ込んでぐしゃぐしゃにした後で、晴凛の頭をぎゅっと抱きしめた。
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　驚く晴凛から、ぱっと離れたミーネは、思い切り舌を出してあかんべえをすると、再び、てててて！　と走って馬車に乗り込んだ。

　ミーネが乗り込むのと同時に、馬車が、ガタン、と揺ゆれて動き出した。

「あ、こら！　抜け駆け禁止ですわ！　さあ、お姉さまも！」

「あ、いや、馬車が動いてしまったから……」

「あーもう、これだから山やま猫ねこは油断がなりません！　せめて手を振るくらいはしないと！」

　きゃあきゃあわいわい騒さわぐメンミの声と共に手を振るシャールを乗せて、馬車はゆっくり、と玄げん武ぶ門を出ていった。

「当分、寂しくなるな……」

「ええ、でも、これでけじめがつきましたね。あとは全力で大掃除をするだけです」

「そして俺は、全力で悪徳政治家の道を突き進むだけだ……」

　伏ふせ龍たつはにやり、と笑って付け足した。

「……南域承しよう安あんの総そう督とくをエサにして、どれくらい賄わい賂ろが集まるか……楽しみだな」




　その言葉通り、この日の夕方から伏龍の活動が始まった。

　最初に伏龍が訪れたのは、以前、南域に利権を持っていた旧家の定じよう族ぞくだった。

　先代の皇こう帝ていの下もとに月つき原はら弦げん斉ざいがいた頃に、闇やみ塩の取締りをせずに、逆に闇塩商人から金を貰もらって流通を見逃した罪で、承安の太たい守しゆを罷ひ免めんされた一族である。

　定族の邸宅を訪れた伏龍は、懐ふところに入れてあった白紙の勅ちよく認にん状を、その定族に見せて言った。

「これが、どれほどの力を持つかおわかりですね？　いわば、帝国の人事、財政、税務、ありとあらゆる部分における決定権が、私に与えられた、というわけです」

「は、はい、それは存じておりますが……それを私に見せて……私に何をしろと？」

「単刀直入に申しましょう……承しよう安あんの太たい守しゆにして南域総そう督とくの席を、誰にするのか悩んでいるのですよ。

　ご存知の通り、南域は乱が収まったとはいえ、闇やみ塩取引が横行する場所です。南域のことをまったく知らぬ官僚や定じよう族ぞくをその任に就けるわけにはいきません。そこで、過去の経験者から、南域の新総督を選ぼうではないか、という話が出てきましてね……」

　伏ふせ龍たつはそこで言葉を切ると、定族の顔を上目遣いに見た。

「南域の総督になることができれば、様々な役得があることは衆知の事実。それを知っての上でのご相談でして……さあ、誰にしようかな……と迷っているのですよ」

「そ、それは、色々大変でございましょうな……私を再び総督に、と、いうことでございますか？」

「ええ、まあ、候補ですね。それも有力な……まあ、それを決めるのは私の胸先三寸でして……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、庭に視線を投げた。

「いやあ、素晴らしい庭園ですな。私もこんな庭のある屋敷に住んでみたいものですよ……でも、何の血筋もない、貧乏一族の出ですから。とてもとても、屋敷などに住めるわけがございません……帝都には屋敷がいくつも売りに出ていますが、どれもみな高額でしてね……いやあ、それにしてもいい庭だ……」

　定族はにやり、と笑って頭を下げた。

「確かに政務総監の職にある方が、官舎住まいというのはおかしな話でございますな……私のほうでお屋敷をお世話させていただけるなら、喜んでお世話させていただきます」

「おや、まるで催さい促そくしたように聞こえましたか。ははは」

　伏龍はそう言ってわざとらしく笑った。

　そして次の日、伏龍が訪れたのは、皇こう帝ていの身の回りの世話をする近在官を代々出している、高級官僚の一族の屋敷だった。

　挨あい拶さつに出てきた高級官僚の当主に、伏龍はまたしても白紙の委任状を見せて、話し始めた。

「いや、こちらにお伺うかがいしたのは他でもない。長ちよう嶺れい帝の奥方のことだ。長嶺帝は十一歳。まだ奥方を娶めとる年ではないが、今のうちに、いいなずけを決めて、後々の血筋をしっかり作っておくべきだと考えているのだ……ついては、こちらの一族に女児がおられると聞いて、后きさき候補として名乗り出てはいかがかと、申し向けにきたのです」

　官僚はのけぞった。

「私の家からでございますか？」

「うむ、嫌いやなら仕方ない他の家に話を持っていくが……」

「い、いえ、とんでもございません！　その話、ありがたく頂ちよう戴だいいたします！」

「そうか、それならよい。だが、この話あくまでも候補であり、いまだ内密にお願いしたい。よろしいな？」

「は、はい！　それはもう……決して口外いたしませぬ」

「念のために言っておくが、この家から后きさきを出すと決まったわけではない、これはあくまで候補。他にも同じような家にいくつか声をかけているのだ。

　この家に決まるかどうかはわからん……それを決めるのは、私の胸先三寸……」

　伏ふせ龍たつはそう言うと、にやっと笑って言葉を続けた。

「私も、この地位になるまで色々苦労しました……ここらでそろそろ楽しみを覚えてもいいかと思いましてね……とは言っても酒しゆ家かで騒さわぐわけにもいかないので、家に呼ばねばならない。いやはや、酒を飲むにもいろいろかかりますな……これも皆、花鳥風月を楽しむための投資と思っておりますがね……」

　伏龍の話を聞いた高級官僚は身を乗り出した。

「……その、政務総監殿のお楽しみの手助けをさせていただく、というのはいかがなものでしょうか？」

「おや、そうですか？　いやあ、催さい促そくしたみたいに聞こえましたかねえ……はははは」

　伏龍はそう言うと、わざとらしく笑った。




　こういった行動をいくつもの家に対して行い、競合させ、いわば競せりにかけるように賄わい賂ろの要求額を増やし、それと同時に、自分の家に来た者の前で、

『北域王は自分の操あやつり人形であり、長ちよう嶺れい帝もただの子供に過ぎない』

『帝国はこの私が動かしているようなものだ』

　などというという言動を繰り返した。

　その言葉が事実に反するものであれば、聞いた人間は『何を馬ば鹿かなことを』と笑っただろう。だが、伏龍のこの言葉はある意味真実を突いていた。

　その結果、伏龍の評判は、ある種の人々の間では地に落ちたが、逆にある種の人々の間では、上昇し、素晴らしい人間だ、と呼ばれるようになった。

　つまり、帝都の民たみの間では「伏龍は腐り果てた」と言われ、利権に群むらがる官僚や定じよう族ぞくの間では「伏龍は話のわかる男だ」と言われることになったわけである。伏龍は裏の人脈とでも呼ぶべきものを着々と築き上げていった。




　この日、晴せい凛りんが仕事をしている筆頭執政官の執務室にやってきた伏龍は、実に偉そうな態度で、晴凛の部下に告げた。

「晴凛はいるか？　どうせ何もすることがなくて暇なんだろうが……一応お伺うかがいを立ててやる。取り次げ」

　晴凛の下もとで働いている事務官はむっとしたような顔になって、晴凛のところに走っていった。

　やがて、戻ってきた事務官は、実に嫌いやそうな表情で告げた。

「お会いになるそうです……どうぞ」

　事務官に先導されて、晴せい凛りんの個室にやってきた伏ふせ龍たつを見て、晴凛は椅い子すから立ち上がって出迎えた。

「お忙しいのに申し訳ありません政務総監閣かつ下か！」

「ああ、本当に忙しい。お前と違ってな……」

　伏龍はそう言うと、案内してきた事務官に振り向いた。

「ああ、茶は持ってこなくていいぞ。役所の不ま味ずいお茶など飲む気もしない。俺はこれから晴凛と大事な話がある。しばらくこの部屋に近づくな」

　事務官は、腹に据すえかねる、という表情で伏龍をにらむと、一礼して無言のまま出ていった。

　晴凛は個室の出入り口を窺うかがって、誰も来ないことを確認してから、にっこり笑って奥の応接室を指差した。

「あちらにどうぞ。壁が厚く、上の階と下の階の部屋には、迂う詰つみ課長の部下が詰めていますので、まず話が漏もれることはないと思います……それにしても、憎にくまれ役がお上手ですねえ」

「ああ、時々俺も、どっちが本当の俺なのか、わからなくなるときがあって怖い」

　伏龍はそう言うと、応接室の椅子に座った。

「伏龍さんの家の前は、賄わい賂ろを渡す人の順番待ちで行列ができている。なんて噂うわさも聞きますけど、実際のところどうなんですか？」

「行列はないが、訪問客が増えたのは事実だな。それと同時に、誰から誰に金が流れて、どいつが美お味いしい思いをして、そのしわ寄せを誰がかぶっているのかも、よく見えてくるようになった。あいつらの仲間にならなけりゃ、こういった人と金の流れは絶対にわからなかったはずだ。犂すき山やまの御隠居の言っていたことがよくわかる。

　賄賂を受け取れば、いわば『仲間内』になるわけで、あいつら、何の警戒心もなく何でも話すようになるんだ。鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんの養子になれと言われた、と俺が言ったら、最初は誰も信じなかったが、鵬儀自身がその話をどこかで聞いて認めたらしい。

　とたんに、賄賂のケタが増えた。長ちよう嶺れい帝の白紙委任状を持っている上に、鵬儀天繕の後継者になったわけだからな。こりゃあもう、鬼に金棒、聡そう凛りんに槍やり。ミーネに焼肉。怖いものなしで帝国を俺の思うがままに動かせるってことだ……。鵬儀にはこれ見よがしにその金を付け届けもした。この伏龍、あなたの意のままでございますってわけだ」

　伏龍はそこまで言ってから、少し心配そうな顔になって、晴凛に訊きいた。

「……長嶺帝は俺のことを何と言っている？」

「側近の者とか紫し芹きんさんとかから、伏龍さんの言動を聞いて困っているみたいです。伏龍を罷ひ免めんするように、とか色々言われるたびに、伏龍には考えがあってやっていることに違いない、と言って首を縦に振らないと聞きました」

「そうか……心苦しいが仕方ない。ここで長ちよう嶺れい帝の信を失わねば、俺のやっていることの意味がないからな……それはそうと、例のものは出来上がったのか？」

　晴せい凛りんはうなずいた。

「ええ、カラクリ人形芝居の一座の皆さんに作っていただきました……精せい巧こうすぎて気持ちが悪いくらいですよ。見ます？」

　伏ふせ龍たつは首を振った。

「いや、いい、夢に見そうだ」

「言われてみれば、確かに……」

　伏龍は苦笑いを浮かべた後で、真顔になった。

「でも、こんなものを使わないでも、今、伏龍さんが調べ上げた事実だけあれば、鵬ほう儀ぎと腐敗官僚や定じよう族ぞくを罪に問うことはできるんじゃないかと思うんですが……駄だ目めなんですか？」

「俺もそれは考えた。でも、それを知って、それと同じことをやった俺が、のうのうと生き延びて帝国の中ちゆう枢すうにいたんじゃ、それは道理が通らない。

　悪いやつらを調べるためにやったんだ。だから、本当は俺は正しいんだ、と言ったって、そんな言い訳は通らない。傍はたから見れば、結局は権力を握った人間が、やりたい放題のことをやっただけにしか見えない。

　俺は帝国の中にいてはいけないんだ。

　言っただろう？　このまま俺が帝国に留とどまれば、俺が新しい鵬儀天てん繕ぜんになっちまうって」

　一いつ瞬しゆん、自じ嘲ちよう的な笑えみを見せた後、伏龍は決意を固めた者が見せる凄すごみのある表情になった。

「長ちよう嶺れい帝はまだ幼い。誰かが補佐しなければならない。そして、その補佐する誰かの中に、鵬儀の息がかかった人間をひとりでも入れるわけにはいかない、と俺は決めた。

　この帝都には大きな毒どく蜘ぐ蛛もが巣を張っている。鵬儀天繕という毒蜘蛛の糸は末端の隅すみ々ずみまで行き渡っていた。あと少しだ、もう少しですべてを突き止め、一気に全部払ってやる。反撃の機会を与えずにな」

　そこで、伏龍は表情を緩めると、穏やかな声で言った。

「長嶺帝からあの白紙の委任状を渡されたとき、俺は決めた。

　こいつのために生きて、こいつのために死のう。このガキんちょなら信じられる、とな。

　あのガキんちょはお前に似ているんだ……笑った顔がな」




　そして、ついにその日がきた。

　その日は、長嶺帝の臨席の下もと、定例の御ご前ぜん会議が玉ぎよく間まで開かれていた。

　老ろう朽きゆう化が進んでいる南域行路の点検整備に関する案件。

　東域の物産品である絹織物への課税を引き下げ、取引を拡大させることで、最終的に増税に匹敵する税収になる、という識者の指摘を採用し、もしこれが成功すれば課税引き下げの品目を増やす、という案件。

　そういった様々な案件が協議され、そしてこの日最後の案件になった。

　それは南域の流る民みん対策の予算を削減する、という案件で、伏ふせ龍たつから出されたものだった。

　この案件が読み上げられたとき、長ちよう嶺れい帝は不快の色を隠さなかった。

「政務総監よ、余は帝都に戻るとき、汝なんじに告げたはずだ。帝都の流民を頼む、と……そして、汝は余にこう約束した。権限を与えてくだされば、明日にでも、と。

　だから、余は汝に勅ちよく印いんと署名のみを記した勅ちよく認にん状を渡した。これを使い、民たみの暮らしを立たせてくれ、と……汝は、その舌の根の乾かぬうちに、流民に対する手当てをなくせと申すのか……」

　伏龍は立ち上がると、悪びれる風もなく、ゆっくり、と答えた。

「流民を救えとおっしゃるそのお気持ちは気高く立派でございます。されど、流民の数はおびただしく、彼らを養うことは、国庫への負担となっております。

　そもそも、流民は何の生産性も持っておりません。ただ消費するのみ。底なしの大おお飯めし喰ぐらいを抱かかえ込んでいることに他なりません。

　流民はいわば、帝国という畑に生えた雑草であります。雑草は抜いて捨て、枯らすものでございます。雑草に水や肥料をやる馬ば鹿かはおりません。

　流民を帝都から追放し、その予算を皇こう帝てい陛へい下かの後宮を作るために回したほうが、帝国のためと存じます」

「伏龍よ……それは本気か？」

「本気も何も……きれいごとでは国家の運営は成り立たぬ、というだけのことでございます。ご気分が優れぬようなら、内だい裏りにお戻りください。北域王と、日がな一日、碁ごでも打っているのがよろしいかと存じます」

　その、あまりに長嶺帝をないがしろにした伏龍の言葉に、居並ぶ定じよう族ぞくと官僚がざわめいた。

「……なんという無礼な……これがあの男の正体か！」

「いや、あの男の言っていることにも一理ある。理想論では国家は運営できん」

「この先帝国を背負って立つのはあの男かもしれん……」

　伏龍の言葉を黙だまって聞いていた晴せい凛りんが、ゆらり、と立った。

「只ただ今いまの政務総監殿のお言葉について、お訊ききしたいことがある」

「どのようなことですかな？」

「政務総監殿が流民対策費を無む駄だと断じ、流民を追い出せと命じたその理由について、もう一度お聞かせ願いたい」

「もう一度も何も、先ほど言った通りです。流民は雑草のようなもので、何ひとつ実りとならない。だからそれに金を使うのは無駄なことである、それだけです」

「本当は違うのではないかな？　流民対策費を流民に使うべき部署の者が、その金を流民に使わず、そっくりそのまま政務総監殿の懐ふところに行くようにしたため、流る民みんの生活が困こん窮きゆうし、苦情が数多く寄せられた。それを握り潰つぶすよりも、そこに金が行かないでもいいように規則や決まりを変えてしまったほうがいい。最初からそんな金はなかったことにしてしまえばいい……そのおつもりではないのかな？」

　伏ふせ龍たつはせせら笑った。

「何の証拠があると？」

　晴せい凛りんは静かに言った。

「証拠はございます。ここに！」

　そう言って、晴凛は何枚もの書状を取り出した。それは、官民すべてに浸透し、そして鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜんへと収しゆう斂れんしていく、そうそうたる裏人脈の連なりだった。

「これはすべて、政務総監殿のところに足しげく通った者たちの名前と、政務総監殿がどれだけの金品を受け取ったのかその一覧！　そして、その金品がどこから出たのかという、帝国の予算を流用したものであることの証拠！

　そして、その集まった金をあなたが届けた、その先だ！」

　晴凛は手に持った書類の束を叩たたいた。伏龍は読み上げられた内容を聞き、途端に青ざめる。晴凛の追及は留まらない。

「あなたは流民を雑草と呼んだ！　何も生み出さぬ、無む駄だな存在だと呼んだ！　だが、こいつらは何だ！　こいつらは帝国の財産を、自分の私利私欲のために使い、そしてそれを何とも思っていない！　無為に金を使うのが雑草なら、帝国にたかり、その金を吸い取り、肥え太るこいつらはダニだ！

　この書類を見ればわかる。下級官かん吏りが盗んだ公金を、上司に付け届けとして納め、その上司がさらに取りまとめて上の人間に届ける、という構図が出来上がっていることが！

　そして、その公金はすべて政務総監に届き、政務総監が、さらに、とある者に届ける。

　この仕組みは一いつ朝ちよう一いつ夕せきに出来上がったものではない！

　帝国が出来上がったときから、営々と続けられ、維持されてきた！

　これによって、何が起きたか。答えは簡単だ。情実による人事だ！

　地方領主、都市の太たい守しゆ、それらすべてを統括する総そう督とく！　彼らの仕事は、税率を定め、徴兵を行い、治安を維持し、民たみの暮らしを安あん寧ねいに保つ。この帝国の基礎を作り維持することだ！

　そのためには誰よりも有能で、そして清せい廉れんな人間でなければならない！

　だが、現実はどうだ？　すべての役職は、情実で決められている！　能力などどうでもいいのだ！　求められている能力は、いかに金を作り、より上の人間に渡せるのか、という能力だけだ！

　これが帝国が滅びかけた理由だ！　シムールのせいではない！　苑その山やま燕えん鵬ほうのせいでもない！　菰こも野の盛せい元げんのせいでもない！

　帝国の中に出来上がっている、上納金を付け届けとして吸い上げる仕組み、それが人事を左右する仕組み、そしてその仕組みの上にあぐらを搔かいて、高笑いしている鵬ほう儀ぎ天てん繕ぜん！　貴様だ！」

　晴せい凛りんは、定じよう族ぞくの席の一番奥で、押し黙だまる鵬儀天繕を指差した。鵬儀繕はまったく予想もしていなかった展開に、平静を保つふりをするのがやっとで、ろくな反論もできない。晴凛は鵬儀が喋しやべり出そうとするのを遮さえぎるように叫さけぶ。

「政務総監……いや、皇こう伏ふせ龍たつこと神しん流りゆう千せん斗と！　貴様は鵬儀天繕に魂を売った！　貴様を生かしておいてはこの帝国は再び滅びる！　我が北域国の合言葉であった尊そん王のう討とう奸かんの意味！　今こそその身をもって知るがいい！」

　晴凛はそう叫ぶと、意外な行動に出た。官服の背中に隠し持っていた長剣を抜いたのだ。

「うわあ、やめろ！　よせ！　気でも狂ったか、晴凛！」

「狂ったのはお前だ！　伏龍！」

　伏龍は逃げ出した。玉ぎよく間まが騒そう然ぜんとなる中で、晴凛は長剣を振り回して、伏龍の後を追った。

「わかった、認める！　俺は鵬儀様の命で動いていただけだ！　俺は単なる傀かい儡らいにすぎない。晴凛、慈悲だ、命だけは勘弁してくれ！」

　みっともなく、わめく伏龍の言葉に鵬儀天繕がさっと青ざめる。玉間の視線が一いつ瞬しゆん、鵬儀天繕に集まった。鵬儀天繕は何かを言おうと唇くちびるを震わせるが、言葉が出てこない。

　そのとき、伏龍は玉間の控え室に抜ける扉から出ようとして、つんのめった。

「逆賊！　覚悟！」

　走り寄った晴凛が剣を振り下ろすと、扉の脇わきの壁面に血しぶきが飛び散った。

「おおおお！」

「うわああ！」

「なんてことを！」

　悲鳴と怒号の飛び交かう中で、晴凛は何度も剣を振るい、首を切り落とした。そして髪を摑つかむと、高々と掲げた。

「君くん側そくの奸かん！　討うち取ったり！　衛兵！　この賊ぞくの死体を運び出せ！　そしてこの賊に連座する者をことごとく捕ほ縛ばくせよ！」

　晴凛の声と共に、玉ぎよく間まに近衛このえ兵たちがなだれ込んできた。

　聡そう凛りんに縄なわを打たれて、定じよう族ぞくの席から引きずり出された鵬儀天繕は呆ぼう然ぜんとしていた。あまりに一瞬の出来事でろくに反はん駁ばくもできず、一方的に罪をさらされ、そして告白した伏龍は死して二度と口を開くことはない。

　皇こう帝てい臨席の場で、なし崩しに断罪をされてしまったことに気付いたときにはもう遅かった。

　目をかっと見開き、鵬儀天繕は口を開こうとするが、聡凛に強引に玉間から引きずり出されていった。




　この政変で帝国は大混乱になる……と誰もが思った。

　だが、混乱はほとんど波及しないまま、実務も一切滞とどこおることがなかった。

　晴せい凛りんが伏ふせ龍たつの首を落とすその直前に、帝国の各部署には新しい辞令が何百通と出されていたからである。

　情実ではなく、能力と倫理性を重視して選ばれた新しい上司たちは、今までの旧きゆう弊へいで無能な上司と違い、問題を部下に丸投げして、私事にうつつを抜かすようなこともなかった。そして、問題を握り潰つぶして、知らん顔を決め込むようなこともなく、目の前に立ちはだかる問題を、つぶさに報告して指示を仰あおぎ、部下に的確に指示を与えたのである。

　その新しい人事が動き出したとき、長ちよう嶺れい帝は新しい政務総監を任じた。

　その新しい政務総監の名前を聞いたとき、帝国中の人々が驚いた。

　とうに引退したと思われていた、犂すき山やまの御隠居こと、犂山髄ずい細さいだった。




　政務総監の執務室に顔を出した晴凛を見て、御隠居は笑った。

「いやあ、伏龍の残してくれた書状は、実にありがたい。賄わい賂ろを送ってきたやつ、その流れ、すべてが手に取るようにわかる。ただし、罪に問うかどうかは、皇こう帝ていの胸先三寸じゃ。

　皇帝と役人の間の均きん衡こうが崩れると帝国が昏こん迷めいする。

　役人が己と己の派は閥ばつのために動くことまで否定しては始まらない。皇帝側が力をつければ、均衡が回復する。

　皇帝が独自に裁量できる財布を大きくする、皇帝の近くに有能な助言者を置く、そして役人の弱味を握っておく。

　これがこの帝国が磐ばん石じやくとなる秘訣じゃ」

　晴凛は頭を下げた。

「やはり、経験の重さ、長さにはかないませんね」

　犂山の御隠居は面白そうに声を上げて笑った。

「ほっ、ほっ、ほっ、ほっ、国家なんてものは、庭の植木と同じだ。わがままに伸びる枝は切らねばならん。だが、皇帝を支える方向に伸びる枝は切ってはならんのだ。わしは帝国の生かし方を庭師に教わったのじゃ。

　若い人はいくら有能でも、自分が死んだ後というのは想像しない。

　庭の植木は持ち主が死んだ後も残るのじゃ。国家百年の大計は、庭の植木を育てるのと同じじゃよ」

　そして、犂山の御隠居は表情を引き締めて、言葉を続けた。

「伏龍のいなくなった後、長嶺帝を支えるのは、わしとお主だけじゃ。

　人が育つまで気は抜けんが、頑張るしかあるまい」

「わかりました」

　晴せい凛りんはそう答えると、窓の外に広がる青空を見上げた。

「伏ふせ龍たつさんは、今頃、アイリーンさんと旅の空ですね……」

「羨うらやましいか？」

「ええ、羨ましくないと言ったら噓うそになります……それにしてもすごい人でした……あんな人にめぐり会えただけでも、僕は幸せだったんだと思います」

　晴凛が、しみじみ、とつぶやいた、その頃。




「うぇっくし！　あー西の風が強くなってきやがったな……」

「もうすぐ秋ですものね」

　馬車の荷台に座ったアイリーンの膝ひざ枕まくらに寝転がった伏龍は、東の空を見てつぶやいた。

「晴凛のやつ、御隠居と上う手まくやってるかなあ……」

「気になる？」

「ならない、と言ったら噓になるさ……ああ、帝都はよかったなあ。飯は美う味まいし酒は美味いしお姉ちゃんはきれいだし……」

　アイリーンが耳を引っ張った。

「痛てててて」

「そんなに帝都に戻りたければどうぞ？　都みやこ大おお路じにさらしものになっている、自分の首でも見てくる？」

「やめてくれ、ぞっとしねえ……豚の生皮を繫つなぎ合わせて作った偽物とはいえ、自分そっくりの腐った生首は見たくねえ」

「それにしても、よくまああんなこと考えたわねえ」

「まあな、そろそろ潮時だったんだと思うぜ。これから後は晴凛とミーネとシャール、あの三人の物語だ。俺たちは俺たちの物語を作っていくんだからな……」

「はいはい、で？　これからどうするの？」

「まず西域の砂漠を抜けて、それから西の国を見て回るってのもいいな。お前が稼いで、俺が酒飲んで寝るという分業でやっていこうぜ」

「……ここで放り出して欲しい？」

「冗談だ……まあしばらくは蓄たくわえもあるし。酒と水と食い物と空気が美味い街を見つけたら、そこに住もう。子供を育てて、落ち着いたら、晴凛に会いに行こう……それでいいだろう？」

　アイリーンは膝の上に頭を乗せている伏龍の額ひたいにくちづけをして、にっこり、と笑った。

「はい、言うことございません……旦だん那なさま」

　二人を乗せた乗合馬車は、がたごと、と揺ゆれながら西域行路をゆっくり、と西に進んでいった。
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　　　最終章







　それは、逆ぎやく賊ぞく皇こう伏ふせ龍たつが北域王晴せい凛りんによって討うたれ、新生延えん喜ぎ帝国が動き始めて二年と半年が過ぎた頃だった。

　長い冬が終わり、北域行路の雪も溶けて、北域から毛織物や、ここ最近大量に運ばれてくるようになった「たかきび」という穀物を乗せた馬車が、ひっきりなしに帝都の北を守る玄げん武ぶ門をくぐって帝都に入っていく。

　そして、それとは逆に、家財道具を積んだ家族連れの馬車が、北に向かって門を出ていく姿も見える。

　それは、帝都に流れ込んだ流る民みんたちが馬車と物資を与えられ、開拓民として北域に赴く姿だった。

　内乱で疲ひ弊へいし、灌かん漑がい設備が破壊された南域の耕作地は、復活するのに長い時間と費用が必要であり、逃げ込んだ流民たちを受け入れることができるのは、まだまだ先のことになりそうだった。

　そのため、帝国は流民たちに馬車と家畜を与え、北域の開拓に送り込むことを始めていた。

　帝都から出ていく者と、そして帝都にやってくる者とが交差する玄武門の下を、二頭の馬が走り抜けたのはそのときだった。

　手に持った通令史の鑑札をかざして、走り抜けた二人の騎兵を見送った衛兵のひとりが、同僚に訊きいた。

「今の騎兵……やけに小柄だったよな？」

「ああ、そう言えば女みたいに見えたな……」

「でも、女の騎兵なんか、見たことないよな？」

「見間違いだろ？　鑑札は本物だったぞ？」

「そうか、なら問題はないな……」

　衛兵たちは再び見張りに戻った。




　二人の騎兵は都みやこ大おお路じの軍路を走り抜け、王宮へと向かった。

　王宮の入り口にある北正門の前で、ひとりの騎兵が馬を飛び下り、もうひとりの騎兵に向かって叫さけんだ。

「私はここで門を確保します！　急いで！」

「わかった！」

　小柄なほうの騎兵はそう言い残すと、馬に乗ったまま王宮の中に飛び込んだ。

　そのまま見事な手た綱づな捌さばきで、馬に乗ったまま階段を駆かけ上がり、王宮の建物の中に突っ込んだ。

「うわ！　何だ！　何事だ！」

「馬を下りろ！　ここは馬を乗り入れてよい場所ではない！」

　駆け寄ってきた衛兵たちに、騎兵は叫さけんだ。

「これは、約定なり！　筆頭執政官の晴せい凛りんを迎えに参った！」

　若い娘の声だった。

「どけ！　前に立つと怪け我がをするぞ！」

　そう言うなり、馬は廊下を走り始めた。

　行き交かう役人たちが書類を放り出して逃げ惑う中を、馬は全速力で駆け抜けて、一直線に晴凛の執務室に飛び込んだ。

　廊下の騒さわぎに気がついて立ち上がった晴凛の前に飛び込んできた騎兵は、兜かぶとと軍服を脱ぎ捨てた。

「二年の約束を忘れたか！　晴凛！」

「馬の上には、十五歳くらいの、伸びやかな手足を持った健康そうな少女が、白い歯を見せて笑っていた」

「ミーネ！　ミーネか！」

「当たり前だ！　他に誰がいる！　忘れていたらぶん殴なぐってやろうと思っておったが、まあ許してやろう、さあ乗れ！　北域に戻るぞ！」

「え？　あ、いきなり言われても……」

「えーいうるさい！　優柔不断なところはそのままじゃな！」

　ミーネはそう言うと、馬を寄せて晴凛の後ろ襟えりを摑つかんだ。

「さあ乗れ！　シャールが待っておる！」

「シャールが？」

「そうだ、二人で来たのだ！　さあ急げ！」

　ミーネは晴凛を無理やり引っ張った。




　わあわあ、という騒ぎ声が王宮の中から聞こえてきたのに気がついた、北正門のところで馬と共に立っていたもうひとりの騎兵は、素早く背中の弓を構え、正門の門のちょうつがいの部分に向かって、立て続けに矢を放った。

「あ、こら！　何をする！　これでは門が閉められんではないか！」

「もとよりそれが目的！」

　騎兵は若い女の声でそう答えると、兜を投げ捨てた。

　兜かぶとの下から姿を見せたのは長い黒髪の若い女だった。

「き、貴様！　何者だ！」

「北域王、泉せん野や晴せい凛りんが妻、タッケイ・ラム・シャール！　夫を迎えに来た！」

「な、なんだと！」

　衛兵が腰を抜かしかけたとき、王宮の中から馬の後ろに晴凛を乗せたミーネが姿を見せた。

「おおい！　シャール！　晴凛を手に入れたぞ！」

「門は閉まりません！　さあ！　急いで！」

「おう！　でかした！　行くぞ！」

　ミーネとシャールは、晴凛と共に都みやこ大おお路じを走り始めた。

「ミーネ……いくら何でもこれはないだろう？」

「何を言う！　約束を違たがえたのはお前じゃ！　長ちよう嶺れい帝には後で挨あい拶さつに行けばよい！　北域では、エオル王以下、シムール十二支族が、お前を待ち構えているぞ！」

「僕を？」

「ああ、婚礼じゃ！　わしか、シャールか！」

　シャールが笑いながら付け足した。

「それとも両方か……」

「選ぶのじゃ！」

「選んでいただきます！」

　晴凛は大きくため息をついた。

「わかったよ……」

「ようし！　行くぞ！　しっかり摑つかまっておれ！」

　ミーネはそう言うと、馬の速度を上げた。

　春の日が、優しく帝都を照らす中、二頭の馬は競い合うように北に向かって走っていった。







　　　あとがき




『ご主人様は山やま猫ねこ姫12』いかがでしたでしょうか？

『山猫姫』の一巻が発売されたのは二○○九年四月ですから、足掛け四年になるわけです。

　延えん喜ぎ帝国の北域辺境の街、侘タ瑠ル徒トに、北方の遊牧民シムールのお姫様であるシャン・クム・ミーネの語学の家庭教師として赴任したニートの若者、泉せん野や晴せい凛りんの物語はここでひとまず終わり……というわけにはいかなくなりました。

　どうやら、亀の甲こう羅らを背負って、仙人の格かつ好こうをして『もう少しだけ続くんじゃな』と言わねばならないようです。

　第八巻辺りから「十二巻で終わります」と、ずっと言ってきたわけで、私もそのつもりでした。

　ところが、いざ、この十二巻で沢さわ樹ぎ延えん銘めいとムルトが海に身を投げ、帝都に入城した長ちよう嶺れい帝を奉ほうじて、晴凛と伏ふせ龍たつが延喜帝国を建て直し、最後まで帝国に巣くっていた腐敗の権ごん化げと戦った伏龍が去り、晴凛が北域に去り。すべてが丸く収まって、書き始めるときに思いついていたエンディングを書いて……満足感に浸ひたるはずだったのに、ちっとも満足しないのです。

　なぜ、満足できないのか。その最大の理由は、崇すう鳳ほうこと沢樹延銘とムルトの存在でした。

　親愛という情じよう緒ちよを理解し、相互理解の上に信頼関係を築く晴せい凛りんと対比させるために、沢さわ樹ぎを暗記型秀才で、情緒というものを不確実なものとして思考のプロセスから排除した結果、人を利害と規則でしか動かすことのできない人間として描えがきました。

　彼はいわば敵役、それも読者から嫌けん悪おされる悪役として描くつもりで登場させたキャラクターです。

　彼は確かにその役を見事に演じてくれました。しかし、物語が進み、南域の反乱を描く際に、南域承しよう安あん軍の軍師として再登場させたとき、ムルトという女の子も一いつ緒しよに出しました。

　これは、晴凛たちの物語である北域のエピソードには、ミーネやシャールをはじめとする女の子たちが何人も登場し、読者に癒いやしを与えることができるのに、南域での戦いは聡そう凛りんや南域の関西弁オヤジ連中しか登場しないため、あまりにもむさ苦しかったからです。

　ほんのチョイ役で顔を出すはずのムルトでしたが、彼女は実に効果的なキャラでした。

　出てくるだけで、殺さつ伐ばつとした南域の戦いの雰ふん囲い気きががらり、と変わり、彼女とのやり取りによって、沢樹に人間的な幅が出てくるようになったのです。

『山やま猫ねこ姫』は群像劇と呼ばれるタイプのもので、その世界に生きている、さまざまな立場のキャラクターのエピソードを描き、そこで何が起きているのかを描き出す物語です。

　キャラクターを描くのと同時に、その物語世界を描くことで、物語に深みと奥行きを出すことができます。

　いわば主役は「物語世界」であり、キャラクターというのは、その世界を描き出すための絵筆に過ぎません。世界を描いてしまえば、絵筆に出番はありません。

　私は今まで、そんな風に物語を書いてきました。世界を書き終わればキャラクターに対する思い入れは、ほとんどありません。

　ところが、今回。世界の物語を書き終わっても、まだ書きたい、書き足りない、と感じたのです。

　そういうわけで『ご主人様は山猫姫』は、もう少しだけ続きます。北域に無理やり拉ら致ちされた晴凛の結婚式の話や、海から身を投げたムルトと沢樹のその後の話を書くつもりでおりますので、どうかよろしくお願いします。

　最後になりましたが、今回も戦闘シーンなどで、銅あかがね大だい氏の助力をいただいております。

　春日かすが歩あゆむさんの描く、実に生き生きとしていて躍やく動どう感あふれるキャラクターたちもそうですが、『山猫姫』の世界は様々な方の助力があって、世に出ているのだと、つくづく思います。

　今回、誰よりも迷惑をおかけした電撃文庫編集部の高たか林ばやし君に心よりのお礼＆ごめんなさいを書いて、あとがきを終わらせたいと思います。





（もうちょっとだけ続くんじゃな。と書いた甲こう羅らが重い）　鷹たか見み一かず幸ゆき
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